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序章







　満月の蒼あおい光だけが差し込む薄うす暗ぐらい部屋。

　その窓辺に置かれた背もたれの高い椅い子すに一人の少年が腰こし掛かけていた。

　月光に照らされたプラチナシルバーの髪かみは幽ゆう艶えんな輝かがやきを湛たたえ、幼い顔立ちは誰だれの目から見ても美少年と呼ばれるような整ったもの。

　そんな彼かれは思おもい耽ふけるようにガラス越ごしに月を見上げていた。

　すると突とつ如じよとして、彼の足あし下もとに陽炎かげろうの如きゆらぎが生じる。

　それはすぐに跪ひざまずく人の形となり、目の前に実体となって浮うき出でる。

　現れたのは腰こしまでの長い髪と、たおやかな肢し体たいを持った、少年よりも年上に見える女性だった。

　ステルス迷彩能力。

　空間に溶け込み、気配を消す。それが彼かの女じよの力だった。

　女性は頭を垂れたまま敬服の籠こもった声を発する。

「ソロモン王様、只ただ今いま戻もどりました」

「ハルキュオネか」

　ソロモン王と呼ばれた少年は特にこれといった感情を表に出ださないまま、眼前の女性の名前を呟つぶやいた。

　彼は続ける。

「で、どうだった？　弦げん月げつ島とうへの潜入結果は」

「はい、ソロモン王様の狙ねらい通どおり、神かん前ざき央おう真ま、泉せん明みよう寺じ蓮れん花か、両名の下に目的のものがある様子」

「ふーん、何かそれっぽいものが見つかったわけ？」

「丁度、学院内で模擬戦が行われていたのですが、その中で彼ら二人の間に精神リンクのような現象が起きていることを確かく認にんしました。それと、どうやら過去に起きた大きな事故に二人とも巻き込まれているようです」

「そうかー、可能性はありそうだね。確認してみる価値はありそうだ。取とり敢あえず、ハルキュオネはご苦労さん。少し休むといいよ」

「はい！　あっ……い、いえ、勿もつ体たい無ないお言葉、ありがとうございます！」

　ハルキュオネは褒ほめられた事が相当嬉うれしかったのか、動どう揺ようを隠かくせずにいた。

　それに気づいたソロモン王の少年は、跪いている彼女の頭に手を置いた。

「なあに、これも天啓アレテイドロンを持つ者の救いの為ため。そうだろう？」

「は、はいっ！」

　まるで尻尾しつぽを振ふる従順な犬のように、主人に向かって満面の笑えみを浮かべる。

　そんなハルキュオネの顔を見た少年は薄うす笑わらいで返し、彼女の頭に置いていた手を強く握にぎり締しめた。

　強く引っ張られ、乱れる髪。確実に痛みが伝わっているであろうという行こう為い。

　それでも彼女は笑え顔がおを絶やさなかった。

　再び少年は窓辺に浮かぶ月を見上げる。

　そして、湧わき出でてくる思いに堪たえきれず愉ゆ悦えつする。

「僕ぼくの追い求めていたものが、まさかそんな所にあったとはね。見つからないわけだ」







一章　隷れい従じゆうの力







「どっ……どこまでついてくる気なんですか!?」

　頬ほおを赤らめながら戸と惑まどう少女に、俺おれ、神かん前ざき央おう真まはにらまれていた。

「どこまでって、行ける所ならどこまででもついて行くけど？」

「こっ、困ります！　だって、ここお風ふ呂ろですよ？」

　必死になって言ってくるのは清潔感のある真ま面じ目めな風ふう貌ぼうの彼女。

　雪ゆき代しろ羽は奈な。

　うちのクラスの委員長で72柱クラスの魔ま神じんを操あやつる上級魔剣士だ。

　俺はそんな彼女と寮りようにある大浴場の入り口前に立っていた。

「ああ風呂だな。それは分かってる」

「じゃあ、なぜ??」

「それはまあ、一いつ緒しよに入るつもりだからさ」

「っ!?」

　彼女は顔を引ひき攣つらせたまま固まってしまった。

「そ、そそそんなこと許されるわけないじゃないですか！」

「だろうな。でも仕方が無いんだ。これは羽奈の為なんだから」

「私の為？　意味が分からないのですが……」

　それもそうだろう。逆に意味が分かってしまったら、それはそれで驚おどろきだ。

　昨日から俺は、羽奈の部屋で同居させてもらっている。

　しかも、ただの同居じゃない。

　常に彼女に付きっきりで、どこかへ出かけようものなら全すべて同どう伴はんする徹てつ底ていっぷりなのだ。

　なぜ俺がこんな事をしているのかというと、魔剣士学院の学院長である鬼ほお灯ずき万ま里り枝え先生と、教師である紫し刀とう美み影かげ先生の指図で羽奈の監かん視しに付くようにと言われたからだった。

　なんでも魔剣士が扱あつかう魔神隷従剣レメゲトンソードには致ち命めい的てきな欠けつ陥かんがあって、あまり強大な力を持ちすぎると契けい約やくしている魔神に体を乗っ取られ、暴走の危険があるのだとか。一度暴走すれば体を侵しん蝕しよくされ、そのまま死に至るらしい。

　特に魔剣士としての能力が長たけている者ほど、その危険性が高いらしく、上級魔剣士である羽奈がこの学院内で今一番暴走しやすい状じよう況きようにあると判断されたのだ。

　俺の役割は監視という名目だが、実は他に本当の目的がある。

　それは俺の中に存在する魔ま王おうの力が関かかわってくる。

　魔王が持つ、全ての魔神を屈くつ服ぷくさせる隷従の力。それを使い、暴走のリスクを抑おさえて欲ほしいというのだ。

　そりゃあ女の子達たちを救える力が俺にあるというのなら、喜んで手助けする。

　でも、その方法にちょっと……問題があった。

　魔剣士が魔剣士である条件に〝美しき処女〟というのがある。

　暴走を抑よく制せいする為には、その処女性を薄うすめるのが効果的なのだとか。

　しかもそれを実行するのは隷従の力を有する俺でなければいけないらしい。

　先日、幼おさな馴な染じみで上級魔剣士の片かた切ぎり葵あおいが体育祭の最中、暴走を起こしかけた事があった。その時に、俺が彼女にキスをすることで事態を収めた実績がある。

　まあ、先生方はそこまで行く前に俺になんとかして欲しいらしいが、実際どうしたらいいものか悩み中である。

「とっ……とにかく、これ以上は付いてこないで下さい。こっ、困りますからっ」

「うーん、しょうがないな。じゃあ俺はここで待ってるから」

「そ、そうして下さい……。では、私は行きますから……」

　そこで彼女はなぜか名残なごり惜おしそうな視線をこちらに向けつつ、脱衣所の中へと消えて行った。

　俺は近くにあった長なが椅い子すに腰掛けて、彼女が上がるのを待つことにした。

　この待ち時間に何か暴走を抑制する上う手まい手段はないものかと思考を巡めぐらせる。

　葵の時みたいに、ささっと唇くちびるを奪うばってしまえばしばらくの間は暴走リスクを抑えることはできるだろう。

　だけどあの時は、一分一秒を争あらそう状況だったから選せん択たくの余地は無かったのだ。

　それにこの学院で学院独裁ハーレムを目指す外道王子として名が通っている俺でも、さすがに気軽な感じでそこまでの事はできない。

　無む理り矢や理りに――っていうのは俺の流りゆう儀ぎに反するからだ。

　あくまで紳しん士し的てきに。

　そんな事を考えていた時だった。

「きゃあっ!?」

　脱衣所の方から悲鳴が聞こえてきたのだ。

　しかもこの声は羽奈のもので間ま違ちがい無ない。

　まさか、こうして悩んでいるうちに彼女の身に最悪の事態が!?

　俺は椅子から勢い良く立ち上がり、躊躇ためらいもせず脱衣所の扉とびらを開け放った。

「大だい丈じよう夫ぶか!?」

　目の前に現れたのはロッカーが整然と並ぶ光景。

　そして、とても大丈夫とは思えない羽奈の姿だった。

　彼女はある人物によって背中側から羽は交がい締じめにされていたのだ。

　そのある人物というのは俺の魔神としての契約主マスター、泉せん明みよう寺じ蓮れん花か。

　しかも彼女はこれから風呂に入るつもりだったのか、出たところだったのか、下着姿だった。

　そんな蓮花は同様に下着姿だった羽奈を押おさえつけながら言う。

「さあ、そろそろ正直に吐はいたらどうかしら？　どんな手を使ったのか」

「なっ、なんの事ですか!?　それよりこの腕うでを離はなして下さい！」

「あら、しらを切るの？　私はどうして央真があなたの所に付きっきりなのかを聞いているのよ？」

「そ、そんなの私も知りませんよ！」

「なるほど、そういう態度に出るのね。じゃあ仕方が無いわ」

　蓮花は企たくらみに満ちた笑みを浮かべる。

　何やってんだ……こいつら。
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　俺は扉を開け放ったまま呆ぼう然ぜんと立っていたが、彼女らはまだこちらの存在に気づいていない様子。

　どうやら目の前の事に必死で視線すら向けてこなかったことから、俺のことは他の女生徒が入ってきたんだろうくらいにしか感じていないのだろう。

　蓮花はほくそ笑みながら前方に目を向け言う。

「クロア、やっちゃって」

「了りよう解かい」

　ロッカーの陰かげから現れたのは金きん髪ぱつ無表情の女子。クロアだった。

　彼女は学院に出向してきた研修生、クロエ・アレクシーウのクローンだ。

　その特とく殊しゆな境きよう遇ぐう故ゆえ、実体験の少なさもあり、たまにとんでもない事を平気な顔をしてやらかしてしまう事がある。

　よく見れば少し離れた場所に彼女の元型アーキタイプであるクロエの姿もそこにあった。

　彼女ら二人も下着姿で、豊かな胸むな元もとと淡あわ雪ゆきのような白い肌はだをさらけ出していた。

　で、蓮花の指示を受けたクロアはというと、指先をわにわにとさせながら、羽奈のささやかな胸に手を伸ばして行く。

「なっ、何をする気ですか!?」

「ウフフフ」

　クロアは淡あわい表情のまま、まったく感情の籠もっていない笑い声を漏もらす。

「やっ、やめ……」

「ウフフフ」

　その時、クロアの指先が羽奈の胸元から脇わきに入り込む。

「ひっ!?」

　羽奈の体がビクンと震ふるえる。そして――

「コチョ、コチョ、コチョ」

「ひあっ……あははははは、やっ、やめてっ!?　あはははははっ」

「コチョ、コチョ、コチョ」

「あひゃひゃひゃひゃ、もうっ、もうダメ！　ほんと、ひっ!?　お、お願いだからあひゃあひゃひゃひゃひゃ、ひぃーっ！」

　クロアにくすぐられた羽奈は、ちょっと涙目で笑い続けていた。

「さあ、吐いちゃいなさい。そうすればすぐに楽になるわよー」

　蓮花は羽奈の耳元で甘あまく囁ささやいている。

　その様子を遠目で見ていたクロエは、なぜかほんのり頬を染めていた。

　なんなんだ、これは……。

　暫しばし見入ってしまった俺だったが、ふと我に返る。そして遠えん慮りよがちに声をかけた。

「あのー……もしもーし？」

　それでようやく俺の存在に気づいた彼かの女じよ達たちの視線が一いつ斉せいにこちらを向く。

　最初は何が起きたのか分からない様子で全員きょとんとしていたが、その内に自分達のやっている事とか、あられもない格好とか、じわじわと状況が理解できてきたようで、まるでスイッチを入れたように揃そろって顔が紅潮する。

「あ……ああ……」

　蓮花の口から言葉にならない声が漏れる。

　羽交い締めにしていた腕は解かれ、自由になった羽奈も呆然とその場に立たち尽つくしていた。

　なんかまずいぞ……。

　これは壮そう絶ぜつにヤバイ感じがする。

　すでに蓮花の手には魔神隷従剣レメゲトンソードが現出していて、それを確認するや否いなや、俺の体は脱衣所の床ゆかにめり込んでいた。
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「まったく……変態を野放しにしておくとこれだからいけないわ」

　ベッドの上に腰掛け、ぶつぶつと文句を言い始めたのは蓮花だった。

　長い髪とバランスの取れた体型が美しい彼女だが、それだけにその仏ぶつ頂ちよう面づらがもったいない。

「いや、俺は羽奈の悲鳴を聞いて何かあったと思ってだな」

「言い訳は刑けい務む所しよの面会室で聞くわ」

「ちょっ、なんでもう刑が確定してんだよ。そもそも、みんなこそ羽奈に何してたのさ」

「そ、それは……」

　蓮花は言いい淀よどみ、周りにいたクロエ、クロア、そして羽奈自身も押し黙ってしまう。

　さて、ここは学院寮にある羽奈の部屋。

　大浴場での一件があった後、俺おれ達たちは全員でこの場所にやってきていた。

　それにしても六畳間ほどのこの部屋に五人もの人間が詰つまっていると少々狭せまく感じる。

　その上、寮内は土足なので床に座すわることもできず、椅子に座っている俺以外はみんなベッドの上に腰掛けていた。

「それはそうと、さっきからあなた達はどうして私の部屋に居座っているのですか？　もう騒そう動どうは落ち着いたのですから、それぞれの部屋にお戻もどりなったらいかがです？」

　羽奈が唐とう突とつに口を開いた。

　これに蓮花が答える。

「私はほら、この前の数学の授業のノートを羽奈に写させてもらおうかしらーと思って」

「そんな約束をした覚えはありません！」

「じゃあ……」

「じゃあ……って、今考えてますよね？」

「それより、お茶はまだ出ないのかしら？」

「どれだけ待とうとも永遠に出ません！」

　呆あきれた羽奈はクロエに質問を振る。

「では、あなたは何な故ぜまだここにいるのですか？」

「えっ!?　わたし……ですか??」

　不意に振られたので、彼女は僅わずかな間、動揺していた。

　しかしその内に何かを思いついたようだ。

「えっと……わたしはその……羽奈さんのお部屋のインテリアに興味があってー、ちょっと見せてもらおうかとー……」

　明らかに今、咄とつ嗟さに考えた無理のある理由だった。

「ふーん、そう」

　羽奈は疑いの目をクロエに向けたが、それ以上は敢えて詮せん索さくしなかった。

　そして最後にその視線はクロアに向けられる。

「それじゃ、あなたは？」

　ベッドの一番端はしで行儀良く正座をしていたクロアは首から上だけを動かして羽奈を見み据すえる。そして――

「わたしは央真と羽奈が性的な関わりを持たないよう監視する為、ここに居る」

「「なっ!?」」

　蓮花とクロエは同時に声を上げ、固まった。

　あまりにストレートな物言いに度ど肝ぎもを抜ぬかれた感じだ。

　羽奈も急に俺のことを意識したようで目を合わせようとせず、顔を赤くしている。

「蓮花とクロエもわたしと同様の理由からこの部屋に居座っていると思われる」

「ちょっと!?」

「わっ、わわわわっ!?」

　二人はこれ以上、クロアにしゃべらせてはならないと思ったのか、彼女の口元を慌あわてて押さえる。

「とりあえず全員、私の部屋に居座る正当な理由が無いということだけは分かりました。なので即そつ刻こく出て行って下さい」

「くっ……」

　強気に出た羽奈の態度に蓮花以下、歯は噛がみする。

「もうっ、央真からも何か言いなさいよ」

「えっ？　なんで俺!?」

「学院の決定だかなんだか知らないけれど、それに素す直なおに従わなければいけない理由なんて無いでしょ？　央真が断ればそれで済む事なのよ」

「まあ、羽奈との同居が義務でないのはそうだけどさ」

「じゃあ、さっさと荷物まとめて……えっと……その……私の部屋にくればいいじゃない」

「ん？」

　蓮花が不意打ちのように言葉を入れ込んできたもんだから、俺は一いつ瞬しゆん、頭に疑ぎ問もん符ふが浮かんだ。

　しかし即そく座ざに反応したのは羽奈だ。

「どさくさに紛まぎれて何を言い出すんですか」

「だってあなたは央真に四六時中つきまとわれて困ってるんでしょ？　ならば央真の契約主マスターである私が引き取ってあげるって言ってるのよ。ありがたい申し入れでしょう？」

「べ、べつに私は困っているわけでは……ただ、お風呂とかまで付いてこられるのが気になるというだけで……」

「まあまあ、ここは少し落ち着いて」

　俺は険悪になり始めた空気を清せい浄じよう化かする為に割って入る。

　だが蓮花はまだ言い足りないことがあるようで、俺に訴うつたえてくる。

「そもそも学院側が央真に部屋の移動を指示する際に、その理由を伝えてきているはずよね？　移動しろと告げられて、それにただ従うだけだなんて普ふ通つうはあり得ないもの」

「そうかー？　前に葵の所に世話になった時は何にも聞かされなかったけどな」

「……」

　彼女は怪け訝げんな表情で俺を見てくる。

　実際、俺は美影先生達に羽奈と同室にする理由を聞かされていた。

　それは前にも言った通り、現状で暴走の危険性が一番高い彼女の発動リスクを下げる為だ。

　だが、それをそのまま彼女達に話すわけにもいかない。

　無用な不安を起こさせるだけだし、学院中に広がりでもしたらそれこそパニックになる。

　それに先生方からもこの事については他言無用ときつく言われている。

　だから、しらを切り通すしか方法が無いのだ。

「でもまあ俺にとっては嬉しい限りだから細かい事は気にしなくていいんじゃね？　このまま学院生徒全員の部屋に順次お邪じや魔まさせてもらうって方向で事が進めば、俺の学院独裁ハーレムも捗はかどるだろうし。これはいい追い風が吹ふいてきたなー」

　こんなふうに言っておけば、適当に誤ご魔ま化かせるだろう。

　憤ふん慨がいしたり、文句を言ってくる姿が目に浮かぶ。

　しかし、彼女達の反応は俺が想像していたものとは違ちがっていた。

　みんな静かなのだ。

　それに全員、半眼で俺のことをじっと見つめてきている。

「あっ……あれ？　どうした??」

　ちょっと不安になって、こちらから聞いてしまった。

　すると蓮花が訝いぶかしげな表情のまま告げてくる。

「嘘うそでしょ」

「え？」

　何が嘘なのか、言われた俺にもさっぱりだったのでそうとしか答えられなかった。

「あなたの幼馴染み、片切葵が私達に言い残していった言葉を覚えているでしょ？　央真のそういう発言って本心を隠す為の嘘だって」

「なっ……」

　つい先日、魔剣士隊本部からこの学院に戻ってきていた葵。確かに彼女は去り際に置おき土産みやげのようにそんな発言をして行ってしまった。

　まさか、まだそのことで突っ込まれるとは思ってもみなかったので唖あ然ぜんとしてしまった。

「女の子好きだの、ハーレムだのと言ってるのも全部嘘。そうなんでしょ？」

　蓮花と共に羽奈やクロエ達も疑ぎ惑わくの視線を向けてくる。

　くそう、葵の奴やつめ。面めん倒どうなもの残して行きやがって。

「そんな訳ないだろ。俺は本気で学院独裁ハーレムを目指してるぜ？　女の子も三度の飯より大好きだし」

「証しよう拠こはあるの？」

「証拠って……そんなのどうやって証明すればいいんだよ。あ、分かった。なんならここで壮そう大だいなる俺の学院独裁ハーレムプランの全てを一つ一つ丁てい寧ねいに語ろうか？　一晩はかかると思うけど」

　そう言うと彼女達は互たがいに顔を見合わせた後、

「まあいいわ、そのうち分かることだし」

　と、蓮花がみんなを代表するように言った。

　そして、こうも付け加えてくる。

「あ、それから私達も今日からこの部屋で生活させてもらうから」

「ええっ!?」

　驚きの声を上げたのは俺ではなく、この部屋の主である羽奈だった。
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「で、どうなの？　その後の首しゆ尾びは」

　学院長室。

　そんなふうに聞いてきたのは、魔剣士学院で教官を務める紫刀美影先生だった。

　彼女は室内にあるソファーにどかっと腰を下ろし、タイトスカートから伸びる足を組んで寛くつろいでいた。

　俺は真向かいのソファーに座り、彼女の姿を見据える。

　綺き麗れいな長い銀ぎん髪ぱつと、グラマラスな肢体が眩まぶしい。

「首尾もなにも、今のままじゃどうにもならないですよ」

「ん？　どういう事？　ぶちゅーっとやっちゃえばいいじゃない」

「言うほど簡単じゃあないんですよ？　とにかく羽奈との同室は解除させて下さい。そうでないと注目を浴びすぎていて逆にやりにくい」

「度胸が無いわねえ」

「そういう問題でも無いんですが」

「魔ま剣けん士し達たちの未来がかかってるんだから、もっと効率良くちゃっちゃかやってもらわないと」

「俺にも一応、感情ってもんがあるんですが」

「知ってるわよ。『世の中の〝美少女〟を全員、手込めにしたい！』そんな欲望という名の感情を持っていることをね」

「あーはいはい、そうですね」

　適当に返事をしながら思う。

　俺に学院生の魔神暴走抑制を依い頼らいしておきながら、美影先生自身が一番そのリスクを抱かかえている事を。

　彼女は魔剣士の中でも最強と呼ばれる超ちようエリート部隊、黒鎧ステイール・六肢オブ・シンズの元メンバー【右みぎ腕うでのルプス】だったことがこの間、判明した。

　当然、黒鎧ステイール・六肢オブ・シンズはその強さ故、魔神の侵蝕リスクが他の魔剣士より高い。その証拠に彼女達の魔神装甲イーヴルギアは、その一部が黒色に染まっている。

　その色はずっと最強の証だと思っていたが、そうではなかったのだ。

　中でも、美影先生の状態は相当ヤバイらしく、今では黒鎧ステイール・六肢オブ・シンズを除隊して、教官という立場でなるべく魔ま力りよくを使わないようにしているらしい。

　人の心配をしている場合でもないのだ。

「そんな事より、先生の方こそ大丈夫なんですか？」

　それは本心から出た言葉だった。

「あたしの事は気にしなくていいって前にも言ったでしょ」

「そうはいかないですよ。先生の魔神ってアスタロトですよね？　そんな魔王に匹ひつ敵てきするとも言われている魔神が暴走したら被ひ害がいも甚じん大だいですよ？」

「じゃあなに？　そこまで言うのなら神前君はあたしと付き合ってくれるってこと？」

「えっ」

「〝美少女〟ではなく〝美女〟になってしまったあたしと付き合ってくれるって言ってるの」

　自分で美女とか言っちゃってるが、確かに美影先生は美人だった。まあそれだからこそ、魔剣士でいられるわけだが。

「いいですよ、付き合いましょう」

　俺はしっかりと彼女の瞳ひとみを見据えて言ってみた。

「やっぱ、いいわ」

「おいっ!!」

　実際、本当にヤバイわけで、意地張ってる場合じゃないと思うのだが。

　彼女は自分の事から話題を逸らしたいのか、関係無いことを言ってくる。

「あ、そうだ。神前君もアイス食べる？」

「え？　あ、はい。頂きます」

　唐突に聞かれたので、反射的にそう答えてしまっていた。

　けれど、冷たいものが丁度食べたかったから嬉しかった。この島は南国だから常に暑いし、いつ何時でもそういったものが欲しくなるんだよな。

　美影先生はソファーから立ち上がり、アイス専用冷凍庫の前に足を進める。

　無類のアイス好きが高じて、学院長室に勝手に冷凍庫を据すえ付つけたのだ。

　しかも好みの銘めい柄がらはもっぱらプチチョコアイスのＰｉｍｏピモで、冷凍庫の中にはそればかりが大量に詰まっているのを俺は知っている。

　美影先生は今まさにサイドボードの中に収まった小さな冷凍庫に手を伸ばそうとしていた。

　少し屈かがんだ状態で庫内を覗のぞいている。

　そこで俺はあるものに気がついた。

　彼女の周りを飛び回る小さな点。

　それは一匹の蚊かだった。

　その蚊は美影先生の周囲を警けい戒かいするように左右に蛇だ行こうして飛び、最終的に彼女の首筋に止まった。

　それだけなら、なんてことはないものだったが、問題は俺の方にあった。

　気持ちにスイッチが入ったような、何かが切きり替かわったようなこの感じ。

　まさか……こいつは外道モードになってる!?

　俺は俺の中の魔王の影えい響きようなのか、女子がピンチに陥おちいると性格が少しばかり尊大で外道になるのだ。

　どうやら美影先生が蚊に襲おそわれたところをピンチと判断したらしい。

　こんな些さ細さいなピンチで……と思われるかもしれないが、その度合いが判断しにくいのが、この外道モードの悩みどころの一つでもある。

　で、その状態が発動した俺はどうなったのかというと、ソファーから立ち上がり、美影先生の首元から蚊を追おい払はらった後、そのまま彼女の体を後ろから抱だき留とめていた。

　さすがにこれには美影先生も驚きの声を上げる。

「えっ!?　ちょっと、神前君!?　何やってるの??」

「何をやっているかだって？　それは其方そなたの美しい首筋を穢けがすものがいたのでな。そいつを追い払ったのだ」

「と、とてもそんな感じには思えないのだけど？　というか、ちょっと離れてくれる？」

「そんな事を言って、本当は真っ先に魔神の力を抑制して欲しいのだろう？」

「だから、あたしはいいって言ったでしょう？」

「照れなくともよい」

「照れてないわよ」

「フッ」

　俺は軽く笑った。

　すると、ふと彼女の首筋が目に入ってきた。

「ああ、我としたことが、既すでに奴にしてやられてしまうとは」

　眼前にある彼女の白しら肌はだ。そこに点のような赤い腫はれが出来上がっていたのだ。

「かわいそうに。我が癒いやして進ぜよう」

　俺は彼女の首筋に手を伸ばし、そっと触ふれた。

「ちょっ、何を!?　あっ……」

　美影先生の吐と息いきのような声が漏れる。

　そんな時だった。

「美影先生？　いますかー？」

　学院長室の入り口の扉が開かれて、幼い声と共に一人の女の子が入ってきた。

　小学生と見み間ま違ちがうような背せ丈たけと体形。長い巻き毛のツインテール。

　彼女はこの魔剣士学院の学院長、鬼灯万里枝だった。

　万里枝先生は室内に入ってくるとニコニコしながら言ってくる。

「あのー……よかったらＰｉｍｏピモを一箱、譲ゆずってもらえないかなーなんて思いまして。この前、一つ頂いた時から癖くせになっちゃったみたいなんですよー」

　どうやら要求を伝えることに神経を割さいていて、まだ俺達の状況に気づいていないらしい。まあソファーの陰に姿が隠れていたってのもある。

　万里枝先生は回り込みながら俺達の所へ近寄ってくる。

「あ、丁度食べる所だったんですか？　だったら私にも……」

　するとそこで彼かの女じよの足が止まった。

「っ!?」

　俺達の姿をみて驚きよう愕がくの表情で固まっている。

　それもそうだ。

　アイスをもらいに自分の仕事スペースにやってきたら、教師の背中から生徒の俺が抱きついていればそうもなる。

「な……ななななななななにやってるんですかぁぁぁぁぁっ!!」

　ようやく動き始めたと思ったら、悲鳴が上がっていた。

　万里枝先生は小さな体をぷるぷると震わせながら顔を朱しゆ色いろに染めている。

「ええっと、これはその……先生の首に蚊が止まってまして」

　外道モードが切れたっぽい俺は頭を掻かきながら彼女から離れ、ありのままを話した。

「蚊!?　何がどうなったら蚊が止まっただけでそんな事態になるんですか！」

　万里枝先生はお怒いかりのご様子。

　真実を正直に話したつもりだったが、状じよう況きよう的てきに信じてもらえないのも当たり前だ。

「美影先生も美影先生でどうして拒きよ否ひしないんですかっ！」

「うーん、なんか急の出来事だったのでね」

　彼女はさっきまでの動揺はどこかに消きえ失うせ、あっけらかんとした感じで答えていた。

「理由になってないですよーっ」

「まあまあ、あたし達は神前君のこういう所を見込んで暴走の抑制を依頼しているわけだし、文句は言えないわよー」

「そ、それは……」

　万里枝先生はそれ以降、何も言えなくなってしまっていた。

「それにしても、痒かゆいわねー」

　美影先生は首筋を掻きつつ冷凍庫からＰｉｍｏピモを三箱取り出すと、俺と万里枝先生にそれぞれ一箱ずつ渡わたしてくる。

　そのまま自分は元いたソファーに座り直す。そしてアイスを一つ、ピックで口に放ほうり込こみながら言う。

「とりあえずあれね。雪代さんとの同室は解除しておいた方が良さそうね。片切さんの時もそうだったけど、あんまりメリット無さそうだから」

「そこは最初から気づけよ！」

「でも雪代さんがこの学院では今一番、危険な状態なのは変わらないから。とにかく彼女から目を離さないようにしてね」

「りょ、了解……」

　微び妙みように納得し切れない雰ふん囲い気きを残しつつ承しよう諾だくする。

「で、これから俺はどこで寝ね泊とまりすればいいんすか？」

「うーんとそうねー……万里枝ちゃんの家がいいんじゃない？」

「ふぇっ!?　なっ、なななに馬ば鹿かなこと言ってるんですかっ!?　そんなの無理に決まってるじゃないですか!!」

　万里枝先生は突とつ然ぜんのことに体をびくっと震わせた。

「だって万里枝ちゃんの所って結構広いし、部屋の一つや二つ空いてるでしょ？」

「じょ……冗じよう談だんですよね？」

　すがるような目を向ける万里枝先生に対し、美影先生はにやりと笑う。

「ふふふ、さすがにあの子達だって学院長の家に押しかけたりはしないでしょ？　そこへ雪代さんだけホームパーティーだとかなんとか言って呼び寄せて、後は若い者同士でーって言い残して下がれば万ばん事じおっけーでしょ」

「明らかに不自然すぎますっ！」

「なんなら万里枝ちゃんも交ざっても構わないのよ？」

「にゃわ!?」

　万里枝先生は思わず腰こしを抜かしてしまった。

「学院外へデートに誘さそうとか、なんでもいいのよ？　とにかく全ては神前君にかかってるんだから、その辺のところをちゃんと自覚しておいてね。じゃあそういう事でー」

　美影先生はＰｉｍｏピモを食べ終わると、すぐに学院長室を出て行ってしまった。

　残された俺おれと万里枝先生は互いに顔を見合わせる。

　しんとする室内で彼女だけが頬ほおを赤く染めてうつむいてしまう。

　俺はなんだか肘ひじの辺りが痒くて堪たまらなかった。

　そういえば、さっきの蚊……仕留め損なってたな。

　不意にそんなことを思い出すのだった。
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　広い空間にきゅっきゅっという高い音が響ひびく。

　シューズのゴム底が床で擦こすれる音だ。

　ここは体育館。

　俺達のクラスは今、ここで格闘術の授業中だった。

　なぜ闘技場アリーナの方を使用しないのかというと、この授業は魔神隷従剣レメゲトンソードや魔神装甲イーヴルギアを使わず、生身で体術を身に付けることを目的としているからだ。

　いくら魔ま剣けんや魔力を用いても、やはり戦いの基本は体術や剣けん術じゆつ。そういった基き礎そがしっかりしていれば強さの底上げにもなってくる。だからこそ重要な授業だった。

　みんなは今、授業開始前の準備運動を行っている段階。

　こういうのはしっかりやっておかないと筋を痛めたりするからな。入念にやろう。

　そう思った俺は、ちょっとした体操の後に柔軟運動を始めようと床に腰を下ろした。

　と、そこへ話しかけてくる子がいる。

「あのー……央真さん？」

　遠慮がちに近付いてきたのは柔にゆう和わな顔立ちのクロエだった。

　彼女は――というか全員そうだが、学校指定の体操服に身を包つつんでいた。

「ん？　どうした？」

「柔軟するんですよね？　もし良かったら手伝いますよ？」

　俺が前ぜん屈くつをしようとしていたのが分かったのか、「背中を押しましょうか？」と聞いてきているのだ。

「あ、ああ、うん。そうしてくれると助かる」

「じゃあ押しますね。強すぎたら言って下さいね」

「おう」

　彼女の心配りに感動していると、彼女の小さくて柔やわらかい手の平が俺の背中に触れる。

　しかし、その感かん触しよくでふと思い出す。

　そういやクロエんとこの所属機関は男との接せつ触しよくを禁じていたなーと。

　当初はちょっと俺に触れただけで大おお騒さわぎしていたというのに、随ずい分ぶんと変わったものだと感心する。

「そういえば央真さん。今は万里枝先生の家にお世話になっているって本当ですか？」

　彼女は背中を押しながら聞いてきた。

「え？　ああ、本当さ……って、ぐっ!?」

　答えた途と端たん、押す力が強くなったような気がする。

「ちょっと強すぎるんだけど」

「あ、すっ、すみません！」

　気を取り直したように押し方が優やさしくなる。

「それで、その……万里枝先生の家で二人は……その……」

「性的な交こう渉しようを行った？」

「ぶふっ!?」

　いきなりとんでもない事を聞かれたので噴ふいてしまった。

「急に何を言い出すんだ、クロエ」

「いっ!?　いえ、今のはわたしじゃありません！」

「じゃあ誰だれが？」

「わたしです」

　その声は俺の耳元で聞こえた。

「うわあっ!?」

　吐息がかかるくらい近くに顔があったもんだから俺は思わず叫さけんでしまった。

　それはクロアだった。

　彼女は俺の真横に寄より添そうくらいの距きよ離りで屈んでいた。

「驚おどろかすなよ」

「回答を求む」

「回答？」

　そこでようやく万里枝先生との事だと理解する。

「そんな事あるわけないだろ。仮にも彼女はこの学院の学院長だぞ？　それに俺の部屋はちゃんとした個室だしな」

「不可解」

「何がだよ」

「ハーレムを追求する央真がその状況下で何も行動を起こさないはずが無い」

「これは前から言っていることだが、俺は紳しん士し的てきに物事を進めるようにしているんだ。無む闇やみ矢や鱈たらに手を出すわけじゃないぜ？」

「なるほど、了解した」

　あまりにあっさりと納得したクロアに拍ひよう子し抜ぬけする。

　それを不ふ審しんに思っていると、彼女はクロエにこう言ってくる。

「交代して下さい」

「え？　これ??」

　クロエはきょとんとしていたが、すぐに彼女の言っていることを理解したようだ。

　どうやらクロアは俺の背中を押おす仕事を代われと言っているらしい。

「わたしは構いませんが、央真さんが……」

「俺も別に構わないけど？」

　クロエにそう言うと、クロアは何も言わず俺の背中側に回り、押す役を交代する。

「では失礼して」

　そう言って彼女は背中を押し始める。

　肩けん甲こう骨こつの辺りに感じる手の平の温ぬくもり。

　だが、少し押す力が強いように感じる。

　いや、これは押すというよりも重くのし掛かかってきているような感覚だ。

　しかも背中にある両手は、手の平にしてはやたらと柔らかい気もする。

　違い和わ感かんを覚えたそんな時、視界の端に悶もだえているクロエの姿が入ってきた。

　彼女は胸むな元もとを両りよう腕うでで抱え、赤い顔で何かを我が慢まんするように体をクネクネと動かしている。

　息いき遣づかいも荒あらい。

　これは、まさか……。

　俺はようやくそこで状況を理解した。

　クロアが体ごと俺にのし掛かってきていたのだ。

　ずっと手の平だと思っていた背中の感触も彼女の胸であることを知った。

　クロエが恥はずかしそうに身み悶もだえする理由もここにあった。

　元型アーキタイプとクローンの関係である彼女達は精神感応のようなもので感覚が繋つながっているからだ。

「ちょっ!?　何やってんだよ！　早く降りろって！」

　とにかくクロアに降りるように促うながした。

「問題無い」

「いや、あるだろ！」

　彼女は降りようとはしなかった。それどころか益ます々ます手足を絡からませ、まるでカブトムシのように引っ付いてきていた。これでは全く外れる気がしない。

　こうなれば傍そばにいるクロエにお願いするより他は無い。

「クロエ、頼たのむ。彼女に降りるよう説得してくれ」

「そ、それは……あの……」

　なぜか即そく答とうしてくれない。

　返ってきたのは歯切れの悪い言葉のみ。

　そこへクロアが代わりに口を開く。

「クロエは拒否するとの事」

「はあ!?」

　思いも寄らない答えが返ってきて俺は驚いた。

「何言ってるんだ??　クロエだってこの状況に困ってるだろ」

　当の本人は何も答えず、ここもクロアが続ける。

「彼女の心の言葉を代弁するならば『もう少しだけ央真さんの温もりを感じていたい』との事」

「そ、そそっそこまではっきりとは言ってませんよー！」

　クロエは頬を紅潮させたまま小さくなってしまった。

「じゃあクロア、お前は何の為ためにこんな事してんだ？」

「わたしは央真を誘ゆう惑わくする為に行っている」

「……」

　分かってはいたが……ストレートすぎだ！

　それにしても、これはどういう事だろうか？

　最初からクロアがやたらと積極的なのは知っていたが、クロエまでもが彼女に引きずられるようにおかしくなってきている気がする。

　これも俺がハーレムだの女好きだのと言っていたのが嘘だとバレ始めているからだろうか？

　原因はさておき、背中のこいつをなんとかしたい。

　前屈した状態でのし掛かられたこの体勢がそろそろ苦しくなってきたし、なにより背中に伝わる柔らかい感触で心が落ち着かないからだ。

　しかし、クロアは全く降りる様子が無い。

　このまま一生、彼女をおんぶして過ごすのだろうかと不安に襲われたその時、突とつ如じよ、苛いら立だった声が投げかけられた。

「〝変わった柔軟運動〟をしてるのね」

　眉み間けんに皺しわを寄せながら言ってきたのは蓮花だった。

「これが柔軟に見えるか？」

「そうね、どちらかというと純じゆん粋すいな少女達たちを誑たぶらかしている変態に見えるわね」

「〝変わった柔軟運動〟の方がましだった！」

「そんな事より、私達の順番がきたのだけど？」

　彼女は言いながら後方を指差した。

　すると何組かの生徒達がすでに組み手を開始している姿が見えた。その中で俺達が行う競技スペースだけが空いている状態だ。

　そういえば授業開始してすぐに蓮花とやる約束をしてたんだった。

　しかも、体術担当の先生が俺達に向かって「早くしなさい」的な視線を送ってきている。

　急がなきゃ。

　これにはクロアも仕方無い様子で、俺の背中から渋しぶ々しぶ降りた。

「さ、早く」

　蓮花に促されるように競技スペースに向かう。

　そこは縦横八メートル四方に区切られた板張りの床ゆか。

　俺達は体操服の上から道着を身につけ、その枠わくの中に足を踏ふみ入いれ、対たい峙じする。

　ここで習う体術とはその名の通り剣けんを使わないものだが、基本的な考え方である体の骨格や筋肉の仕組みを理解した上で効率良く相手の自由を奪うばう、という部分において剣術にも役立つ部分が多くあるという。

　確かに、関節が曲がる方向や筋肉の筋の流れを全すべて把は握あくしていれば、どこをどう押したり、捻ひねったりすればいいかがすぐに分かるし、あまり大きな力を使用せずとも簡単に相手の体勢を崩くずすこともできるだろう。

　魔ま剣けん士しとしての技術を高めるのには重要な授業とも言える。

　真ま面じ目めに自分を磨みがき上あげたいと思っている人間は、こういった基本的なものに対する取り組み方にその人の本質が現れる。

　現に蓮花の表情は真しん剣けんそのものだった。

　開始の合図と共に彼女を取り巻いていた日常の気が消える。

　と、すぐに、攻こう撃げきに出た。

　間合いをはかること無く繰り出される左ひだり脇わき腹ばらを狙ねらった蹴けり。

　俺は素す早ばやく後方へ退き、これを避よける。

　しかし間かん髪はつを容いれずに回まわし蹴げりが迫せまる。

　肘の辺りで受け止めると、ずしりとした衝しよう撃げき。

　あの細い体でよくこれほどの重い蹴りが出せたものだと感心する。

　それに一つ一つの動きに非常にキレがある。

　剣技だけでなく、こういったものも得意なのか。

　いや、彼女の事だから相当、鍛たん錬れんしたに違いない。

　そんな事を考えている内に、気付けば懐深くまで間合いを詰つめられてしまっていた。しかも背後は競技線ギリギリの位置。

　完全に追い詰められた状態で顔面に向かって掌底が迫る。

　やれるか？

　そう思った俺は僅わずかに首を曲げ、体軸をずらし、彼女の手の平を辛かろうじて避ける。

　しかし、そうしたところで既に後が無いのは明白。

　なので俺は攻こう勢せいに転じた。

　突き出された彼女の肘ひじ裏うらに手を添えて、そのまま押し込む。

　関節の向きに沿って腕うでが曲がり、体勢が崩れる。

　この機を逃のがしてはなるまいと、すかさず足の間に爪つま先さきを差し込み、引っかける。

　それで彼女の体が斜ななめに傾かたむいた。

「っ!?」

　俺は蓮花の道着を掴つかみながら床にねじ伏ふせる。

　首の裏と股またの内側に腕を回し、がっちりと押さえつける。

　それは柔じゆう道どう技わざでいう横四方固めだった。

　柔道なんて中学の授業でしか経験は無かったが、意外にもしっかりと決まっていて自分でも驚いた。

　恐おそらくそれは俺と彼女の腕わん力りよくや体格の差。

　魔剣や魔力を用いない生身なら有り得ることだ。

　蓮花は俺の下から脱だつ出しゆつしようと必死にもがいているが身動き一つ取れないでいた。

　大の男に、こうもしっかりとのし掛かられては線の細い彼女では跳はね返かえす事もできないだろう。

　この組み手の勝敗はこれで決まりだな。

　そう思っていた時だった。

　ふと俺は自分の下でもがき続ける彼女の姿を改めて俯ふ瞰かんした。

　そこでこの状況が少しまずいのではないかと思い始める。

　だって、蓮花を横方向に抱きかかえるようにして押さえつけている俺の顔は彼女の胸の中に埋うもれていたし、道着を掴んでいる腕は股の内側に伸びている。

　組み手に集中していて気がつかなかったが、これは密着しすぎじゃないだろうか……。

　ちょっと不安になって蓮花の様子を探さぐる。

　視線だけで彼女の表情を見ると、そこには俺が予想していたものと違う顔があった。

　とても真剣な面おも持もち。

　この状態をいかに打開しようかという思いだけが表に現れていたのだ。

　今の彼女には恥じらいは一切なく勝負しか見えていない。
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　その姿に気を取られていると、突とつ然ぜん俺おれの体が跳ね上げられた。

「なっ!?」

　迷いが生じた隙すきを狙われたのだ。

　一いつ瞬しゆんで上下が逆転し、俺の腕がキツく締め上げられた。

　腕ひしぎ十字固めの形だ。

　体格差や腕力に差がある相手でもこの寝ね技わざなら確実に動きを封ふうじることができる。

　この時俺は、組み手中に余計なことを考えてしまった自分を恥じた。

　ならば彼女の思いに応えなくては。

　腕ひしぎ十字はホールドされた腕が完全に伸のびきってしまうと返すのが不可能に近い寝技だ。

　だからそうなる前に。

　俺は体を捻って脱出し、今度は確実に彼女を床に押さえ込む。

　寝技の応おう酬しゆうで地味な試合運びになってしまっているが、今はこれが最善の戦い方だった。

　しばらく押さえ込んだ状態が続くと、審しん判ぱん役やくの生徒が技ありを告げてくる。

　俺の勝利だった。

「いやー危なかったー。さすがは鍛きたえてあるだけあって強いなー」

　俺は蓮花を称たたえる為に、起き上がった彼女に近付いた。

　すると彼女は俺と向き合うどころか、道着の合わせを慌あわてて直すと、真っ赤な顔をしてそそくさとどこかへ消えて行ってしまった。

「あれ……？」

　彼女のあの顔。あれは恥ずかしがっている時の顔だ。

　組み手中は真剣そのものだったが、もしかして……今まで意識しないようにしてただけなのか??

　競技枠の中にぽつんと残された俺は、このままここに突っ立っていても仕方が無いので生徒達が待機する体育館の端はしへと移動する。

　そのまま壁かべ際ぎわに背中を預けて座すわり、体を休める。

　するとそこへ声をかけてくる子がいた。

「お、お疲つかれ様さまです……良い組み手でしたね」

　はにかみながら言ってきたのは長い髪かみを二つ結びにした少女、羽奈だった。

「お？　珍めずらしいじゃないか、羽奈が俺のことほめてくれるなんて」

「そ、そんな事はないですよ……いつもほめています」

「え？　そうか？」

　そういえば羽奈の事だけれど、彼女との同室を止めてから急に優しくなったというか、積極的に近付いてくるようになったのだ。

　現に今もスポーツドリンクの入ったボトルを俺に差し出してきて、

「のど渇かわいてませんか？　運動の後は水分補給をしっかりとしないといけません」

　と気き遣づかってくれる。

　以前、男嫌いだった彼女が急に角が取れた時もそうだったが、それ以上に今回はむず痒がゆい。

　まあ、それはさておき今のこの状況、チャンスだと俺は思った。

　羽奈へのアプローチだ。

　美影先生達の言う通り、彼女の魔神暴走へのリスクはまだ消えていない。

　それをなんとか解消する為にも、彼女に……その……例のアレをする必要があるのだ。

　先日、葵の魔神暴走の時にも行ったあの行こう為い。

　――口付けだ。

　色々考えた結果、それが一番手っ取り早くて確実な方法だってことに行き着いた。

　だから彼女と二人きりになれる環かん境きようを作りたいのだ。

　だったら寮りようで同室だった時になんとかしておけばよかったのでは？　というところだが、あの時の俺はどうすることが最善なのか探っていた段階なので、そこまでは考えられなかった。

　それに無む理り矢や理りってのも俺の流りゆう儀ぎに反する。あくまで紳士的に事を進めたいから。

　なので、なんとか彼女が納得ゆく環境を整えてからにしたいと思っているのだ。

　一番良いのは羽奈をデートに誘う事だ。

　学院の外なら他の生徒に目もく撃げきされる可能性が低くなるし、そういう行為が起こってもおかしくないムードを作り上げることができる。

　俺は心に決めて、ドリンクボトルを彼女に返すと同時に話を切り出した。

「あのさ、羽奈。今度の日曜日、空いてる？」

「えっ……？　日曜日……ですか？　特に用事はありませんが、その日に何かあるんですか？」

「いやさ、予定が無いなら羽奈に付き合ってもらいたい所があって――」

　全てを言いかけた時だった。

「あら、何の話？」

　突如として割り込んでくる声。

　それは先さき程ほどまで組み手をしていた蓮花だった。

　組み手後、恥ずかしそうにどこかへ消えて行った彼女だったが、今ではいつも通りの仏ぶつ頂ちよう面づらを浮うかべている。

　そんな蓮花は俺達の間に立ち、尋たずねてくる。

「日曜日に何かやるの？」

「泉明寺さんには関係の無い話です」

　きっぱりと返したのは羽奈だ。

「私は央真に聞いてるのよ？」

「む……」

　羽奈は口元をへの字に曲げる。

「それで、どこで何をやるつもりなの？　央真」

　ここで「羽奈とキスしに行くんだよ」とは、とてもじゃないけど言えない。

　その理由だって話せないし、話したところで納得なんてしてもらえないだろうからな。

　ここは白を切り通すしか方法は無かった。

「ん？　なんの事だ？」

「は??　今、雪代さんに話してたでしょう？　日曜日に……その……付き合ってもらいたい所があるって……」

「そんな事、言ったっけかな？」

「言ってたわよ。この耳で確かに聞いたわ」

「じゃあ、仮に蓮花の言っている通りの事を俺が話していたとして、蓮花はなぜそれに首を突っ込みたがるんだ？」

「そ、それは……」

　蓮花は一瞬、たじろぐ。

「自分の魔神の素行を管理するのは契約主マスターとして当たり前のことだからよ」

「いつも何かって言うとそいつを理由にするけれど、本当のところは俺と羽奈が自分の知らない所で会っていると思うだけで居ても立っても居られないからだろ？」

「そんな訳無いでしょ！」

　彼女の頬の赤みが増した。

「いいから本当の事を教えなさいよ」

　なんだろう、このしつこさは。

　俺がやろうとしている事を本能的に察知してるんだろうか？

　そんな事さえ思ってしまう。

「だから、なんも言って無いって」

「そう、そういう態度を取るの。ならこちらにも考えがあるわ」

　蓮花は急に企たくらみに満ちた笑えみを浮かべた。

　なんだか嫌いやな予感がするぞ……。

　すぐに彼女は俺が感じた通りの行動に出る。

　魔束輪ゴエテイアリングのはまった指を胸の前にかざしたのだ。

　それは魔神隷従剣レメゲトンソードを呼び出す動作モーシヨンだった。

　蓮花は自分の魔剣で俺のことを押さえつける気だ。

　俺の中にいる魔ま王おうを隷れい従じゆうしている彼女は、それが可能。

　あれを食くらうと床にめり込んだりして苦しいのだ。できれば勘弁願いたい。

「ちょっと待った！」

　蓮花が魔剣を現出させる前に行動に移した。

　俺は慌てて彼女の両りよう肩かたを掴み、体育館の端まで移動させる。

「えっ!?　ちょっと!?　急に何よ??」

　彼女は戸と惑まどいの表情を見せるが構わない。

　羽奈から充じゆう分ぶんに距離を取ったところで、彼女に聞こえないように蓮花の背中に手をかけて身を屈かがませる。

「何のつもり？」

　蓮花は鼻び梁りようの辺りを赤く染めて聞いてきた。

「詳くわしい事は全てが終わった時に話す。だからそれまで――」

「いいわ」

　全部言い切る前に了りよう解かいされてしまった。

「その代わり、私にも央真に話したい事があるのだけれど聞いてくれるかしら？」

「話？」

　唐とう突とつにそう言ってきた蓮花。

　その瞳ひとみは真剣そのものだった。
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　体術の授業が終わり、放課後がやってきた。

　蓮花に話したい事があると言われていた俺は、彼女と約束した場所へと足を運んでいるところだった。

　その場所とは以前、彼女が密ひそかに魔剣の練習をしていた体育倉庫だ。

　わざわざ人目につかないような場所を選んで指定してくるあたり、とても重要な話なのだろう。

　約束の体育倉庫前に到とう着ちやくした俺は、少し緊きん張ちようしながら扉とびらを開ける。

　目の前に整然と積まれたマットやら跳とび箱ばこやらが現れる。

　中は相変わらず薄うす暗ぐらく、寒々しい光をこぼす電灯が一つあるだけだ。

　そんな場所に蓮花がぽつんと一人、立っていた。

「怖えぇよ！」

　ひっそりと暗くら闇やみの中にたたずんでいたものだから、思わず俺はそう叫んでいた。

　だが、当の本人は至って冷静で、俺を奥おくへと招き入れる。

　そこには学校の椅い子すが二脚置かれていた。

　どうやらこの倉庫に積んであったものから蓮花が用意してくれたらしい。

　こんな場所だから座面に埃ほこりがかぶっていてもおかしくないのだが、そこは綺き麗れいに拭ふき取とられていた。

　恐らく、彼かの女じよがそうしてくれたのだろう。

　それにしても、いつもと違ちがう彼女らしくない心配りが気になる。

　俺が椅子に座ると、彼女もそれに合わせるように腰を下ろす。

　向かい合って座った状態だ。

「で、話って何だ？」

「その前に、こんなムードも無いような場所でごめんなさい」

「ムード？」

　なんでムードが必要なんだ？

　その単語に違和感を覚えたが、それよりもあの高飛車な蓮花がいきなり謝あやまった事に驚いた。

　彼女も口にした後、まずいと思ったのかしどろもどろになる。

「あっ!?　いや、なっ、なんでもないわ。気にしないで」

「？」

　蓮花はすぐに気を取り直し、

「それで本題なんだけど、央真に話したい事……というよりも確かく認にんがしたくて来てもらったの」

「確認？」

「そう、確認。前にも聞いた事があるんだけど途と中ちゆうで邪じや魔まが入ってしまって、ちゃんと話せなかったから。ほら、魔剣祭の事よ」

　魔剣祭。

　その単語で思い出した。

　幼い頃ころ、自衛隊基地で行われた魔剣祭で事故に巻き込まれた。

　魔剣士達と共に展示飛行中だった自衛隊機が突とつ然ぜん爆ばく発はつ炎えん上じよう。そのまま墜つい落らくし、破は砕さいした翼つばさが見物していた俺の頭上に降ってきたのだ。

　俺は本来ならばその事故で死んでいてもおかしくなかった。

　蓮花は続ける。

「昔、魔剣祭で起きた事故で央真の命を私が救ったって。そう言ったわよね？」

「ああ、そうだけど」

「やっぱり……そうなんだ……」

　彼女は急にモジモジと体をくねらせる。

「じゃあ……あの時の男の子は央真なのね？」

「あの時に同じ状況の人間がもう一組いない限り、間ま違ちがい無ないと思うぞ。それより蓮花は当時の事を覚えてるのか？」

「当たり前じゃない。あんな大きな出来事忘れるわけがないわ」

「そうなんだ。じゃあ、あの時――」

　言いかけたところで俺は咄とつ嗟さに言葉を止めた。

　まずいと思ったからだ。

　蓮花はあの事故で俺を守って一度、死んでいるのだ。

　彼女がここにこうして健在なのは俺が魔王と禁きん忌きの契約を交かわしたからだ。

　でも今の彼女の様子を見る限りでは、そこまでの事実は知らないようだ。

　わざわざそれを確かめるような事をしては藪やぶ蛇へびだし、覚えていないのならばそれに越したことは無い。

　だったら、このまま知らないでいてもらった方が彼女にとっても幸せだろう。

「あの時、何？」

「えっ？　いや、なんでもない」

　慌てて取り繕うが、彼女は訝いぶかしげな視線を送ってくる。

　それにしても彼女は当時の事を覚えているというが、どこまで覚えているのだろうか？

　気になるのは確かだ。

「誤ご魔ま化かさないで。ちゃんと話しなさいよ」

「うーんと、そうそう！　あれだよ、あれ！　あの時の礼をまだ言ってなかったなーなんて」

「へっ!?」

　なぜか彼女はそれに過か敏びんに反応する。

「だからほら、今いま更さらだけど、その……ありがとう」

　蓮花は恥ずかしそうに急に下を向いて縮こまってしまう。

　しばらくすると彼女はそっと顔を上げ、上うわ目め遣づかいで言ってくる。

「お礼なら、その時にもう聞いたわよ」

「そうだっけ？」

「まさか……忘れたの？　央真は『ありがとう』って言ってくれたのよ。私を……抱き締めながら……」

　彼女はまた赤くなって下を向いてしまった。

　俺おれだって忘れていない。当たり前だ。今なら思い出せる。

　息を吹き返し、まだ呆ぼう然ぜんとしていた彼女に、俺は精せい一いつ杯ぱいの感謝を込めたのだ。

　でも、その後すぐに彼女の体は宙に口を開けた亜あ空くう間かんへと引きずり込まれ、消えてしまった。

　残された俺は事故の時の記き憶おくを失っていた。

「なんならここで、もう一回、抱き締めようか？」

「なっ!?　い、いいわよ！」

「遠えん慮りよしなくていいぞ。なんといっても命の恩人だからな。俺はいくらしても足りないくらいだ」

「そんなのお礼になってないわよ」

「そうかー？」

　勘かん繰ぐるように彼女の顔を下からのぞき込む。

　すると、照てれ臭くささを誤魔化すように急に話題を変えてくる。

「そ、そんな事より、もう闘妃インビンシブ夜会ルクイーンまでそんなに日も無いのよ？　ちゃんとポイントとか気にして授業を受けてるの？」

「はい？」

　あまりに懸かけ離はなれた話題転換に少し頭の切きり替かえが遅おくれた。

「もう出場者が確定する時期だって言ってるのよ。央真は今、自分がどの辺の位置につけているか把握しているの？」

　蓮花が言っているのは学内のランキングポイントの事だ。

　このポイントは普ふ段だんの授業の中で評価され付ふ与よされるもので、魔剣士としての実技のみならず、一般教養もこれに含ふくまれる。

　それぞれの教科の担当教師がこのポイント数を決める権限を持っているのだ。

　現在まで蓄ちく積せきされた総ポイント数を確認するには、携けい帯たい端たん末まつから学内ネットワークへと接続すると、全生徒分がそこに公開されている。

　このランキングで期日までにクラス内トップをキープする事ができれば、学年一位を決める試合、闘妃インビンシブ夜会ルクイーンへの出場権が得られるのだ。

　契約試験を終えていない一年生と、それぞれの専門課程へ進み始めている三年生はランキング対象から外れる為、実質これが学院の魔剣士としてのトップを決める試合。

　見事、優勝すれば、魔剣士隊本部への優先的な推すい薦せんが利きく他、学院内で様々な好こう待たい遇ぐうが得られるらしい。

　もちろん、俺達が目指しているのは闘妃インビンシブ夜会ルクイーンでの優勝だ。

　でもその前に、クラスランキングで一位をキープしなければならない。

「ああ、確か五位ぐらいだったかなー」

「ぐらい……って、なんでそんなに適当なのよ。自分のランクぐらい、きちんと把握しておくものでしょ？」

「ちなみに蓮花は今どの辺なんだよ」

　彼女はビクッと肩かたを震ふるわせた。

「わ、私は……央真より、ちょっと……下くらいよ」

「なんだ？　ちょっとって」

「いいでしょ別に。正確な数字はちゃんと把握してるわよ。ただそれを口にしたくないだけ」

「なるほど、俺に負けていて悔くやしいってわけか」

「大して変わらないでしょ。それに、そんなレベルで競い合っている場合じゃないのよ。その辺のところ分かってる？」

「とりあえず、期日までに行われる実技系の授業、特に模擬戦闘訓練については全て好成績じゃないと無理そうだな」

「何か秘策でもあるの？」

「いや、無いよ」

「……」

　蓮花は半眼を向けてくる。

「ほら、俺達ってさ、鉄騎事件とか、葵の魔神が暴走してしまったりとか、何かと授業中にトラブルが発生したり、邪魔が入ることが多くて、それで微び妙みような成績に甘あまんじているんだと思うんだ。だからそれさえなければ結構行けるんじゃないかって思ってる」

「結局どういう事よ」

「これから先、何事も起きなければいいなって話」

「運任せじゃない」

「そもそもこれだけトラブルに巻き込まれることの方が珍しいわけで、もうこういう事も無いだろ、多分」

「央真が事件を呼び込む体質でも持っているんじゃないの？」

「そうかもな」

「はぁ……」

　彼女は呆あきれたように長息した。

　しかし、すぐに真顔に戻もどる。

「そうだわ。トラブルで思い出したけど、央真の幼おさな馴な染じみの片切先輩。彼女って大だい丈じよう夫ぶなの？」

「何が？」

「何がって事は無いでしょ。一いつ緒しよに現場にいたのに。この前の体育祭で彼女の魔神が暴走したじゃない。あれって何が原因であんな事になったの？　央真は美影先生や学院長から何か聞いてるんじゃないの？」

「それは……」

　先日行われた体育祭の最終競技。

　それに参加した俺と蓮花は揃そろって葵に起こった異変を目にしていた。

　あの場にいて、あの現象を目撃していたら、おかしいと思うのが普ふ通つうだろう。

　いつかは聞かれると思っていたが、それが今だとは考えていなかったので全然身構えていなかった。

「ああ、なんだったんだろうなーあれ」

　と、適当に誤魔化す。

「本当に何も知らないの？　契約解放をしたわけでも無いのにあんな事が起こるのだとしたら不安で魔ま剣けんを使えないわ。もしかして魔剣自体に何か問題があったのかしら？」

　意外に鋭するどい蓮花に俺はドキッとする。

「そういう可能性もあるのか？」

「無いとは言い切れないでしょ？　所しよ詮せん、魔神隷従剣レメゲトンソードは人間が作り出したものよ？　魔神なんていう人知を超こえた存在に手た綱づなを付けるようなもので、その手綱が完かん璧ぺきかどうかだなんて誰だれにも分からないわ」

「なるほどな」

「あ、でも一人だけ、分かるかもしれない人がいるわね」

「そんな奴やついるのか？　誰だよ？」

「魔導書レメゲトンを研究し、魔神隷従剣レメゲトンソードを作り上げた人物。叶か野のう冬とう也や」

　俺も彼かれの名前だけは聞いたことがある。

　考古学と悪魔学に魅みせられていた彼は、魔神と縁えんの深い欧おう州しゆうを渡わたり歩あるき、その最中に古いにしえ　の遺い跡せきを発見。そこでかつてソロモン王が所有していたとされる魔導書レメゲトンのオリジナルをも見つけ出した。

　そいつを日本に持ち帰った彼は、ソロモン王がレメゲトンを使い魔神を使し役えきしていたように、科学的な力で同様の能力を発揮するものを作れないかと考えた。

　その結果、生まれたのが魔神の力を再現エミユレートする機械剣、魔神隷従剣レメゲトンソードだった。

　でも、それは俺が生まれるより何年か前の話だ。

　そういえば今の彼はどこにいるのだろうか？

　魔剣士隊本部？

　いや、ここは女性しか居住できない島だから、どこか別の研究施設かもしれない。

　まてよ、俺みたいに特別な扱あつかいを受けて住んでいるって可能性もあるな。

　だが記憶が確かなら、現在の叶野冬也は四、五十歳。それくらいの年ねん齢れいの男性が島内をうろついていればかなり目立つ。

　それに、魔剣に問題が生じたのならば真っ先に助言を求めるべきは彼だろう。なのにもかかわらず彼の事を万里枝先生達は全く口にしない。

　やはり開発者とはいえ、この島には居住してはいないみたいだ。

　まあ、その辺のところは既すでに先生方が動いているだろうから俺の出る幕では無さそうだ。

「でも彼は失しつ踪そう中ちゆうって話だから、それも敵かなわないわね」

「えっ、そんな事になってるのか？」

　俺が考えていたものとは違う予想外な事実を言われ、ぼんやりとしてしまった。

「知らないの？　まあでも魔剣士関係以外の一般人にはさほど興味の無い話かもしれないわね。マスコミも積極的には取り上げていないし」

「確かに俺が島外にいる時はそんなニュースは入ってこなかったな。それで、その叶野冬也って人間はなんで失踪したんだ？」

「さあ？　私も詳しい事は分からないわ。でも一説では魔剣士隊本部との軋あつ轢れきとか、あとは元々、海外で見つかったレメゲトンを勝手に日本に持ち帰ったことから、その所有権を巡めぐって諸外国からの圧力が強かったってのもあるみたい」

「そりゃ勝手に持ってきたらそうなるだろ」

「でも事前にその土地を買い上げた上での発はつ掘くつだったみたいで、色々と複雑な事情があるらしいのよね」

「大変なんだな」

　他人事のように言って吐と息いきを漏もらした時、校舎の方からチャイムが聞こえてきた。

「はっ！　まずいわ。早く寮に戻らないと」

　立ち上がった蓮花は急いで椅子を片付ける。とても慌てた様子だ。

　なぜ彼女が焦あせっているかというと、そろそろ寮の門限だから。

　学院寮の門限は一般的なものと比べてもやたらと早い。放課後も決まった時間までしか学内にいられないのだ。

　これも規律を重んじている為ため。

　それに、その規律を破ればポイントの減点対象にもなるので、彼女は慌てているのだった。

「央真も早く」

「お、おう」

　急せかされるように倉庫の外へ飛び出す。

　でも俺は蓮花と違って、今は万里枝先生の所に厄やつ介かいになっているわけで……寮ではなく学院長の自宅へ向かわなくてはならない。

　この場合、門限とかどうなるんだろうな？

　走りながらそんな事を思っていると、ふと別のことを思い出す。

　そういえば結局、蓮花が俺に話したい事ってなんだったんだろうな。

　魔剣祭の時の少年が俺だって事を確認したかったって事でいいのか？

　もやもやとしたまま、彼女の背中を追いかけた。




‡　‡　‡




　学院寮のすぐ東側に低層の住宅が建ち並んでいる。

　そのどれもが石壁とオレンジ色の屋根で統一されていて、まるでヨーロッパの古い町にでも迷い込んだような錯さつ覚かくを覚える。

　このちょっとした住宅街は魔剣士学院に勤務する教師や職員の為に設けられた場所だ。

　途中で蓮花と別れた俺は、この住宅の合間の趣のある街路を抜けて、とある家を目指す。

　それはすぐに見えてきた。

　周りにある家々より僅かばかり敷しき地ちが広く、ちょっとした庭がついている家。

　学院長の自宅だ。

　俺は先日から彼女の家に世話になっていた。

　使っていない個室があるというので、そこが俺の部屋としてあてがわれたのだ。

　小さな鉄製の門戸をくぐり、白い玄げん関かん扉とびらを開け、いつものように勝手に中に入り込む。

　室内は暗く、人の気配は無い。

　万里枝先生はまだ学院で仕事中なのだろう。

　俺はそのまま自室に向かい、荷物を下ろす。

　さて、ちょっと早いけど今のうちに風ふ呂ろでも入っておくか。

　万里枝先生が帰ってきてからだと、鉢はち合あわせしてしまう可能性があるからな。

　それに彼女もそういう所にやたらと過敏になっているみたいだから、余計な不安を減らしてやりたいのだ。

　俺ってば超ちよう紳しん士し！

　そんなわけで自画自賛しながらバスルームへと向かう。

　まずは湯船にお湯を張ろうと浴室の電気を点つけて、扉を開ける。

　すると眼前に、昼光色の電球に照らされた白い肌はだが現れた。

「ん？」

　あまりに予期していなかった事だったので状じよう況きようを理解するのに少し時間を要した。

　俺がぼんやりと目を向けた先には、何も身に着けていない生まれたままの姿で呆然と立ち尽くす万里枝先生の姿があったのだ。

　緩ゆるやかなカーブを描えがく、成熟仕切っていない肢し体たい。

　水すい滴てきが張りのある肌の上で弾はじかれ、丸くなって流れ落ちてゆく。

　そんな光景に視線と意識を奪うばわれていると、そのうちに彼女から呻うめき声ごえのようなものが漏れ聞こえてくる。

「ひっ……!?　あ、あう……ああ……あああ……」

　解かれたツインテールの合間に今にも泣き出しそうな瞳があった。

　こいつは、ヤバい……。

　そう思った直後だった。

　バスルームから家全体を震わせるような悲鳴が轟とどろいたのは。







　――数分後。

　俺と万里枝先生はダイニングテーブルを前に向かい合わせで座っていた。

「すみません……まさか、入ってるとは思って無かったんで」

　彼女は泣なき腫はらした赤い目でテーブル上に視線を落としたままだった。

　微かすかに湿しめり気けを帯び、解かれたままの髪は、超ロングでいつもとだいぶ印象が違って見える。

「は……初めてだったんですよぉ……？」

　それは辛かろうじて聞こえるくらいの、か細い声だった。

「は？」

「男の人に……その……は、裸はだかを見られる……って事です！」

「まあ、そんな事が頻ひん繁ぱんにあってもどうかと思いますけどね」

「むっ」

　にらまれた。

「そもそも、なんで電気消して入ってたんですか？　しかも隠かくれるようにそぉーっと。あれじゃあ誰も入ってないと思うのが当然でしょ」

「この期に及およんで開き直りましたね？」

「別にそういう訳では無いんですがね。ただ、気になっただけで」

「だって、電気点けて物音を立てていれば私がお風呂に入っている事が神前君にバレてしまうじゃないですか」

「俺が知ってたら、何かマズいんですか？」

「それはまずいですよ。絶対、神前君のぞきにくるじゃないですか」
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「はい？　言っときますけど、俺は自ら進んで女の子が嫌がるような事はしませんよ？　それにその慎しん重ちようさが逆に悲劇を招いている事に気付いてませんよね？」

「ぐぬぬ……」

　彼女は悔しそうに口を噤つぐんでしまう。

　だがすぐに持ち直し、

「でもですね、仮にも男女が一つ同じ屋根の下に住んでいるわけですから、それぐらい慎重になるのは当たり前の事なんです。普通なんです」

　万里枝先生の方が開き直り出した。

「それに……どうしてくれるんですか？」

　彼女は赤い頬ほおを膨ふくらませた。

「何がですか？」

「乙女おとめの柔やわ肌はだを見てしまったんですよ？　この責任はどうやって取ってくれるんですか？」

「責任って……」

　また、おかしな事を言い出したぞ……。

　そんなふうに思っていると、上座の方から俺達とは別の声が上がる。

「定番中の定番っていったら、お嫁よめに貰もらうしかないわよね」

「お、およ……お嫁さん!?」

　その単語を耳にした途と端たん、万里枝先生は真っ赤な顔を両手で覆おおって狼狽うろたえ始はじめた。

「だってそうでしょう？　責任取るっていったらそれしかないでしょうに」

　そんな事を言ってきたのは背もたれに寄りかかり、だらりと腰こし掛かけている美影先生だった。

　俺は狼ろう狽ばいしきっている万里枝先生に成り代わり、彼女に話しかける。

「何、適当な事を言ってるんですか。ていうか、先生がなんでここにいるんですか」

「なんでって、それは夕ご飯を食べに来たに決まってるじゃない」

「当たり前のように言われても困るんですが」

「生徒達はいいわよ？　自じ炊すいしなくても寮でご飯出るんだから。あたし達は自分でなんとかしないとお腹なか空いててもなーんも出てこないのよ？」

「だからって私の家でご飯を食べる理由にはならないでしょ！　しかも、毎日じゃないですかー」

　ようやく持ち直した万里枝先生が抗こう議ぎを始めた。

「いいじゃない、二人分作るも三人分作るも一緒でしょ？」

「一緒じゃないですよ。材料費はそれだけかかるんですから。それに作るのが面めん倒どうなら島内には美味おいしいお店もたくさんあるじゃないですか」

「なんかもう万里枝ちゃんの絶品料理に慣れちゃって、他の人が作ったものが食べられなくなっちゃったのよねー」

「そんなお世辞みたいなこと言ってもなんにも出ないんですからねっ」

　確かに美影先生の言う通り、万里枝先生の手料理はうまかった。

　ここ数日、この家で世話になっている俺も彼女の手料理を食べていたからその味を知っている。

　さすが家庭科の教きよう諭ゆも兼けん任にんしているだけの事はある。

「とにかく早く何か出してちょうだい。お腹空いちゃって死にそうなのよ。今日はどんな美味しいものが出てくるのかしら？」

「なっ、どうして急かされなくちゃいけないんですか!?　ほんとにもうっ……これだから……ぶつぶつ……」

　万里枝先生は文句を言いつつも席を立ち、エプロンを身につけてキッチンに向かった。こころなしか表情も嬉うれしそうに見えたのはなぜだろうか？

　場に残されたのは俺と美影先生。

　彼女は間を空けず、綺麗な銀ぎん髪ぱつを後ろに梳すきながら聞いてくる。

「それで、神前君の方はどうなの？　もう雪代さんとはやっちゃった？」

「それはまたストレートすぎる物言いじゃないですか」

「だって、はっきりと言わないと伝わらない事もあるじゃない」

「そうですね。でもまだですよ」

「えー、まだなの？　何の為にこうして他の生徒の邪魔が入らない環かん境きようを作ってあげたと思ってるの？」

「あー……なんていうか、誘さそい損そこねたというか……」

「だらしないわねー。それでハーレムを目指してるつもりなの？」

「そう言われると、そうでもない気がしてきましたね」

「じゃあ今、メールしちゃいなさいよ」

「メール？」

「デートの約束よ。別に面と向かって誘わなくてもＯＫ出るでしょ？　彼女、まんざらでもないように見えるし」

「なるほど、そういう方法もあったか」

「なるほど……って大丈夫なの？　あたし達は神前君に期待するしか方法が無いのよ。そこのところ分かってる？」

「ええ、承知してますよ」

　俺しか、この学院の生徒を救えないのは重々理解している。

　そろそろ覚かく悟ごを決め、本ほん腰ごしを入れて挑いどまなくてはなるまい。

　中でも、まずは彼女から。

「じゃあお願いね」

「ええ」

　その晩、俺は羽奈に向けてデートに誘うメールを送った。







二章　休きゆう暇か







　休日。

　俺おれは弦げん月げつ島とうにある唯ゆい一いつの街へと足を運んでいた。

　それも羽は奈なとデートをする為だ。

　先日、彼女に送った誘いのメール。送ってから、なんと数秒で返事が来た。

　今、俺が立っているのは待ち合わせ場所である公園の前。

　街の真ん中に作られた少し大きめのこの公園は池や広場などもあり、ちょっと散歩したりするには丁度良い場所だ。

　公園の周囲を見み渡わたせば古いヨーロッパ風の町並みが広がっているのが見える。

　一見するとファンタジーＲＰＧの世界にでも迷い込んだような錯覚を覚えるが、建物の中身は現代日本人に馴な染じみのある店ばかりだ。

　この街は丘おかの上にそびえる魔剣士学院と魔剣士隊本部を支える為に生まれた街。

　いわば魔剣都市だ。

　ここで働き、生活する人達も女性しかいない。

　最初のうちは俺がこの街を歩いているだけで注目を浴びてしまったが、最近では故意に放置してくれているというか、気付いているんだけれど見て見ぬ振りをしてくれている感がある。

　多分、それはここに住む人達なりの優やさしさなのだろう。ありがたく思っている。

　俺がこうして景色に目を向けていると、後ろから声がかかる。

「か……神かん前ざき君」

　振り返ると二つ縛りの女の子、羽奈がはにかみながら立っていた。

「おう、悪いな。急に誘っちゃって」

「い、いえ……そ、それはいいんですが……私の目がおかしくなければ……その……メールに……デートって」

「ああ、そうだ。デートしようって誘ったんだ」

　羽奈の顔が火がついたように赤くなる。

「でも意外だったよ。男嫌いでこういう事には過敏に反応する羽奈が即そくＯＫくれるなんて」

「わっ、私はただ、そんな事を言い出した神前君が、また島内で破は廉れん恥ちなことを始めるのではと思って監かん視しに来ただけですからっ」

「あーなるほど、なるほど」

「ほっ、本気にしてませんねっ？」

　彼女は口元をへの字に結びながらも恥はずかしそうにしていた。

　さて、俺が今日やる事はただ一つ。

　デートの中でムードを盛り上げ、決して無む理り矢や理りではなく彼女の唇くちびるを奪う事だ。

　それとなく自然に持っていければ幸い。

「それじゃあ行こうか」

「えっ……あ、はっ、はい！」

　俺が促うながすと、先さき程ほどまで文句を言っていたはずなのに素す直なおに付いてくる彼女。

　まずはそのまま二人で公園内を散歩することにした。

　舗ほ装そうされた散策路を並んで歩く。

　実際は並んでというよりも羽奈がやや後ろを歩いていた。

　なので俺は彼女に向かって手を伸のばす。

「えっ……？」

　羽奈は首を傾かしげ、戸と惑まどいの表情を見せた。

「手、つなごう」

「えっ、えっ??」

「デートなんだから当たり前だろ？」

「で、でも……」

　彼女はおろおろとしながらも、最終的には手を伸ばしてきた。

　小さくて柔やわらかい手が遠慮がちに俺の指先に触ふれる。

　まどろっこしいので、しっかりと握り返した。

「ひゃっ!?」

　小さな声を上げた羽奈に「行こう」と告げると、彼女は赤い顔で静かに頷うなずいた。

　園内は休日だというのに人ひと影かげは少なかった。

　元々それほど人口の多い島ではないのでこんなものなのだろう。

　静かでいい。

　遠くから流れてくる穏おだやかな海風で園内の木々が優しく揺ゆれる。

　葉が擦こすれ合あい、ざわめく音も心ここ地ち好よい。

　足あし下もとに落ちる木こ漏もれ日びが二人の心を柔らかく解してゆく。

　緑に誘われるように進んで行くと、木々の合間に大きな池が見え始める。

　水面に突つき出でた桟さん橋ばしには何なん艘そうかの手て漕こぎボートが浮ういていた。

「あれ乗ってみようよ」

「えっ……あ、はい」

　俺が即そく断だんすると彼女も同意した。

　管理人に料金を払はらい、青い船体のボートを選ぶ。

　乗り込んで早々、池の中心を目指しオールを漕いだ。

「この辺がいいかな」

　俺は適当な所で漕ぐ手を止める。

　水面は穏やかで、ボートも優ゆう雅がに浮いている。

　ここでちょっと日ひ向なたぼっこをしたり、羽奈とおしゃべりを楽しんだりして、ゆったりとした時間を過ごすのもいいだろうと考えたからだ。

　それに、ここならば誰にも邪じや魔まはされることも無い。

　向かい側にちょこんと座すわる羽奈は、この状況で何を話したらいいのか分からずモジモジとしている。

「ちょっと休きゆう憩けい」

「ええ……」

　ぎこちない返答しか返ってこない。

　仕方が無いので俺はボートの外へ目を向けた。何か話の種になるようなものがないか探したのだ。

　すると、すぐに面おも白しろいものが見つかった。

　水面近くに魚ぎよ影えいを発見したのだ。

　大体、公園の池にいる魚といったら鯉こいあたりが定番だが、そこは南の島。

　普段ではちょっと見られない形をしたものが泳いでいたのだ。

　だから俺の口調は少し興奮気味になっていたかもしれない。

「あっ、あそこに魚がいる」

「えっ、どこです??」

　思わず羽奈も水面に目を向けていた。

　この島に長く住んでいる彼女からしたら珍めずらしいものではないのかもしれないが、俺が大おお袈げ裟さに反応したことに釣つられたのだろう、やたらと興味を示していた。

「そこそこ、そこだよ」

「見えないですよ？」

「あ、こっちきた。今ここに」

「えっ、えっ」

　ボートの方へ近付いてきた魚。

　そいつの姿をなんとかして拝もうと二人して船外に身を乗り出す。

「あっ、尻尾しつぽだけ見えました。あ、あれっ!?」

　寄ってきた魚は、そのまま俺達のボートの下。船底の方へ消えて行ってしまった。

「下に行っちゃったか？」

「残念です……」

　共に名残なごり惜おしそうに呟つぶやいていると、ボートに異変が起きた。

　船体が傾かたむき、大きく揺れ始めたのだ。

　船底に消えて行った魚を見ようと、二人揃って大きく身を乗り出したのがいけなかった。

　ボートのバランスを崩くずしてしまったのだ。

「わっ!?　きゃっ！」

「おっと！」

　水面に落ちそうになった羽奈を咄とつ嗟さに抱だき止とめる。

　それでなんとかボートは持ち直し、最悪の事態は免まぬがれた。

「ふぅ……デート開始早々、危あやうくずぶ濡ぬれになるところだったな」

　安あん堵どの溜ため息いきを吐ついた俺。

　そのままハプニングを共有した者同士、一緒に笑おうと彼女の方に目を向ける。

　すると思いの外、間近に羽奈の顔があって驚おどろいた。

　落ちそうになった彼女を未いまだ抱き止めたままだったから、そのくらい近くにいるのも普通といえば普通だった。

　だが、彼女の様子がおかしい。

　鼻先が触れそうなほど近くにあるというのに、俺のことを潤うるんだ瞳ひとみで見つめてきていたのだ。

　しかも、恥ずかしそうに頬を染めながらも視線を外すことは一いつ切さいしない。

　その代わり彼女は瞳を閉じ、僅わずかに顎あごを上げた。

　えっと……これはもしかして、もしかなのか!?

　デートを開始してまだ少しの時間しか経たっていないが、こんな所で早くもチャンスがやってきた。

　なぜ、急にこんな事になってるのか分からないが、この機会を逃のがすわけにはいかない。

　俺は彼女の唇を確かく認にんする。

　小さくて上品な薄ピンク色のものがすぐそこにあった。

　そこから微かに熱い呼吸が漏れている。
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　――これも彼女の為だ。

　俺は覚悟を決めて、羽奈の両りよう肩かたに手を置く。

　それで彼女の体がびくんっ、と震えるのが分かった。

　俺は首を傾け、彼女に顔を近づける。

　すると、すぐさま俺の中に罪悪感が襲おそってきた。

　いくら彼女を最悪の結末から救う為とはいえ、これは気持ちを裏切るような行こう為いじゃないだろうか？

　いや、違ちがう。

　俺が躊ちゆう躇ちよしているのには他に理由があるような気がする。

　でも、その正体が分からない。

　くそ、今しかチャンスは無いのに。

　そんなふうに迷いが生じた時だった。

　突とつ然ぜん、ボートが先程よりも大きく揺れたのだ。

「きゃっ!?」

「おわっ!?　な、なんだ!?」

　俺も羽奈も咄嗟にボートの縁を掴つかみ、落下を免れる。

　下に目を向ければ、今まで穏やかだった水面がバシャバシャと波打っていた。

　と、すぐに俺達の前に日差しを塞ふさぐものが現れる。

　それは白くて長い首を船首から生やしたスワンボートだった。

　ペダルを踏ふむ足あし漕こぎ式しきのそいつが、バシャバシャと水の音を立てながら俺達のボートに接せつ触しよくしてきたのだ。落ちそうになったのは、このスワンボートのせいだった。

　まったく、どういうつもりだ。

　抗議しようとスワンボートを漕いでいる人間の方へ目を向ける。

「危ないじゃ……ん??」

　言いかけて止まった。

　それは船上の人間に見覚えがあったから。

　いや、見覚えどころか四六時中、見ている顔だった。

「蓮れん花かじゃないか！　何やってんだ？　こんな所で……」

　彼女は相変わらずの仏ぶつ頂ちよう面づらでこちらをにらんでくる。

「ボートに乗ってるのよ。見て分からない？」

「いや……そうじゃなくてさ、なんでここにいるのか聞いてるんだよ」

「たまたまよ」

「たまたまって……休日に公園に来て、一人でボート漕ぐ趣しゆ味みでもあるのか？」

「そ、そうよ！　悪い？　足あし腰こしが鍛きたえられるかなと思って毎週利用してるの！　それとも一人で乗っちゃ問題があるわけ？」

「問題は無いけどさ……なんかあからさまに不自然な気がしてな」

「ど、どどこが不自然なのかしら？　わっ、私には至って普通に思えるけど？」

　この動どう揺ようっぷりは、俺達がここに来るのを知ってたって感じだな。

　どこから情報が漏れたのかは分からないが。

「それはまあいいとして、危ないじゃないか。もう少しで落ちそうだったんだぞ！」

「そうならないよう、ちゃんと加減したわよ」

「やっぱわざとやったのか。なんでそんな事」

「だって仕方が無いじゃない。こんな所で不純な行為が行われようとしていたのよ？」

　蓮花が指し摘てきするように羽奈を見る。

　すると視線を向けられた側の彼女は恥ずかしそうにうつむいてしまった。

「魔剣士としての力が奪われようとしている現場に出くわしたら、助けようと思うのは当然じゃない。むしろお礼を言ってもらいたいわ」

　まあ、こっちはそのつもりでやってるんだから、そう言われても仕方が無い。

　でも、惨さん事じを防ぐ為にはやらなくてはいけないのだ。

「央おう真ま達こそ、休日に二人だけでこんな場所に来て何をやっているのかしら？」

　蓮花は余よ裕ゆうありげに詰きつ問もんしてきた。

　だから俺は素直に答える。

「デートだけど？」

「でっ!?　でっでで……」

「ろれつが回ってないぞ？」

「う、うるさいわね！」

　はっきりと言い過ぎたのがまずかったのか、彼女は動揺し、鼻筋の辺りを赤く染めていた。

「そっ、そんな事が許されると思ってるの？」

「別に禁止はされてないだろ。俺は学院からの了りよう承しようをもらってる身だからな。魔剣士の貞てい操そうを守る為に作られたっていう接触保護法の面から見ても問題は無い。それに羽奈も承諾済みだしな」

「わっ、私は……その……」

　羽奈はそれ以上は語らず、もごもごと口くち籠ごもってしまった。

「とにかく、俺達はデート中なんだ。すまないがしばらく二人きりにしてくれないか？」

「な……なんで……そんな……」

　蓮花はまるで金魚のように口をパクパクとさせ、呆ぼう然ぜんとしていた。

「さてと、ここはもういっか。場所を移動しよう。事前に考えておいたデートプランがあるんだ」

「えっ!?　あっ、はい……」

　羽奈は自分に言われたことだと大分遅おくれて気付き、慌あわてて返事をした。

　俺はオールを手にし、桟橋に向かって再びボートを漕ぎ始める。

　池の真ん中に動かないスワンボートを残して。

　すまない、蓮花。

　後で理由を話せる時がきたら、ちゃんと謝あやまろう。

　そう心の中で思うのだった。
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　冷れい房ぼうの効いた、薄うす暗ぐらい建物の中を俺と羽奈は歩いていた。

　順路の間に照明に照らされた水すい槽そうが等とう間かん隔かくに並んでいる。

　そう、ここは水族館だった。

　島の規模からしてそれほど大きくない水族館だったが、それでもメインの大水槽にはイルカやアシカなんかの姿もあった。

　今、俺達が見ている所はこの弦月島周辺に生息する魚達を展示してあるエリア。

　だいぶ南の海域だけあって、カラフルな熱帯魚が大半だ。

　水族館はデートの鉄板コースだが、一つ懸け念ねんしたのは俺より羽奈の方がこの島に詳くわしいわけで、すでに来たことのある場所なのではないかということ。

　現に、

「ここなら一度だけ来たことあります」

　と言われてしまった。

　でも、

「何回来ても楽しい所は楽しいですし、再発見もあります。大勢で来るのと二人きりでくるのとはまた見え方も違ってきますし」

　と、とても優等生らしい返答ももらえた。

　実際、今も水槽の中の魚を楽しそうに見ているし、退たい屈くつなわけではなさそうだ。

　少し安心した。

　俺は彼女が興味深くのぞき込んでいる水槽へ近付く。

「何か面白いものでもいたの？」

「ええ、なんかこの魚、可愛かわいいなあと思いまして」

　俺も彼女の横に並んで、ライトに照らされたその水槽の中をのぞく。

　そこには二匹の魚がいた。

　鮮あざやかな青い鱗うろこと特とく徴ちよう的てきな赤い尾おひれ。

　そんな魚が、まるでつがいのようにぴったりと寄より添そいながら優雅に泳いでいた。

「すごく仲がいいんですよ。さっきから一時も離はなれたりしないんです」

「ほう」

　俺はなんて名前の魚なんだろうと思い、札を見ようとした。

　だがその時、

「あっ……」

　水槽を見ていた羽奈が気になる声を漏もらしたので、そちらに興味を持っていかれた。

「どうした？」

「いっ、いえ……なんでもないです……」

　彼女は急に照てれ臭くさそうにし始めて、下を向いてしまう。だが時折、水槽の方へチラチラと目線を向ける。

　なんだ？　そこで何か起きているのか？

　そう思った俺は水槽の中に目をやった。

　すると、そこには当然先程の魚がいて、相向かいになった口先をつつき合っていたのだ。

　なんてことはない魚の行動だったが、さっき公園でボートに乗った時の光景が不意に思い出されて妙みように意識してしまったのだ。

　ボートが揺れて、間近に羽奈の顔があった、あのビジュアルが脳のう裏りに浮かぶ。

　もちろん羽奈もその事を意識しているのは確かで、横を向けば頬を染めた彼女と目が合ってしまった。

「あ……」

　ちょっと気まずい空気が流れたが、俺は今度こそと意気込む。

　羽奈も俺の意志を敏びん感かんに察知したのか、そこから動こうとはしない。

　よし、いける。

　そう思った刹せつ那な、水槽の中に変化が起きた。

　正確には水槽と魚を通した向こう側。

　そこでなにやら物もの陰かげが蠢うごめいていたのだ。

「なんだ？」

　不ふ審しんに思った俺は、水槽に顔を近づけ確認する。

　すると、水中ポンプから溢あふれ出でてくる気き泡ほうの中で、その正体が朧おぼ気ろげに見えてくる。

　揺らめく水の向こうに大きな瞳が二つ――。

「「!?」」

　俺と羽奈は同時に息を呑のんだ。

　蓮花がガラス張りの水槽に顔を密着させて、こちらをにらんでいたのだ。

「おわっ!?　な、何やってんだよ！　そんな所で！」

　俺は慌てて水槽の裏側に回り込み、彼女に抗議した。

「何って、私を公園に置いていくからでしょ。追い付くの大変だったんだから」

「いやいやいや、そうじゃなくて。なんで付いてきてるんだよ」

「デートを邪魔しにきてるに決まってるでしょ」

「はっきりと言いなすった!!」

　このまま、こんなふうにずっとついてこられたら目的を達成できない。

　今日は休日なので寮りようの門限は遅おそめだが、こんな事をしていたらすぐに時間が経ってしまうだろう。

　ここはなんとか彼女を撒まくしかない。

　そう決めた俺は羽奈の手を掴んで動き出す。

「行こう」

「ふぇっ!?」

　突然の事に彼女は驚きの声を上げたが素直に付いてきた。

「あっ!?　ちょっと、待ちなさいよ！」

　蓮花が遅れて追いかけてくる。

「お願いだから今日は勘かん弁べんしてくれっ」

「なんでよ！　どういう事よ！　ちゃんと説明しなさいよね！」

　そんな事を言い合いながら走る。

　走る。

　走る。

　水族館から出て、何度も角を曲がる。

　そのうちに彼女の姿が見えなくなった。
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　蓮花からなんとか逃にげ切きった俺と羽奈がやってきたのは、街中に建つ複合アミューズメント施し設せつだった。

　ボウリングやカラオケ、ビリヤードなど色々な娯ご楽らくが一カ所に集まっていて、一日中遊べる場所になっている。

　俺がなぜここに来たのかというと、施設の一つである映画館が目的だった。

　デートといえば映画も定番じゃないだろうか。

　ジャンルはコメディーやＢ級ホラーもいいが、ここはやはり恋れん愛あいものだろう。

　一応、羽奈にも聞いてみたが、彼女もそれでいいというので客席の真ん中辺りに席を取る。

　中はひっそりとしていた。

　次の上映が始まるまであと数分だというのに、客の姿は疎まばらだ。

　まあ島の人口規模からしてこんなもんだろう。

　二人で並んで席に着くと、羽奈が緊きん張ちようした面おも持もちで言ってくる。

「あ、あの……私、何か買ってきます。ポ、ポップコーンとか……」

「あ、いいね。でも俺が行くよ」

「えっ、いや、大だい丈じよう夫ぶです。私が行ってきます」

「そう？　じゃあお願いするよ」

「はい」

　彼女は覚おぼ束つか無ない足取りで劇場の外へ出て行った。

　多分、立て続けに口付けのシチュエーションが訪おとずれたことが、精神への負ふ荷かになってしまったのだろう。

　ドキドキが最高潮の時に邪魔が入れば、その後どっと反動が来る。

　それがすでに二回も。

　今、俺から距きよ離りを取って席を離れたのも少し気持ちを落ち着かせる為ためだろう。

　そういうウブなところも可愛らしくて良い。

　と、その時。

　ブザー音と共に場内の照明が緩ゆるやかに落ち始めた。

　どうやら上映時間がきてしまったらしい。

　しかし、入り口の方を見ても、まだ羽奈が戻もどってくる様子は無い。

　遅いなあ。もう始まっちゃうぞ。

　幕が開き、スクリーンに知らない映画の予告編が流れ始める。

　まあ焦あせったところで仕方が無い。そのうち戻ってくるのだから、ゆったり待つとしよう。

　スクリーン上では予告ＣＭも終わり、いよいよ本編が始まろうとしていた。

　一番最初の映像がスクリーンに映った丁度その時、隣となりの席に人影が戻ってくる。

　彼女は席に座るなり、スクリーンの方へ目を向けた。

　なんとか間に合ったようだな。

　何か口に出して伝えようとしたが、彼女はすでに映画の方に見入っていた為、敢あえて話しかけるのを止めた。

　スクリーン上でアバンタイトルが終わった頃ころ、俺はふと思い返す。

　一度目のチャンス。

　公園のボートでの事。

　あの時、確かに俺は一いつ瞬しゆんキスを躊躇ためらった。

　その理由はなんだろうか？　と。

　考えてすぐに脳裏をよぎったのは蓮花の顔。

　――そうか。

　それで俺は自分の心を理解した。

　彼女――蓮花の存在が躊躇いを作ったのだと。

　葵あおいの時は緊急事態でそれしか方法が無かったからそうしたけど、今はまだそこまでの危機感を俺が羽奈に感じていないのだと思う。

　でも、最悪の事態になれば他に手立てが無い限り、やはりそうするのだと思う。

「ふっ……」

　静かに笑った。

　俺がこの学院に来た時、生徒達の間で〝外道王子〟だと呼ばれた事があった。

　何が外道王子だ。

　こんな時に外道になれないなんて。聞いて呆あきれる。

　いっそここで外道モードにでもなれば、簡単に目的を達成できるかもしれない。

　しかし、俺の中で蓮花の存在が大きくなりすぎていた。

　いや、元から大きかったはずなのだ。

　魔剣祭での事故の時から。

　ただ俺が魔王との契けい約やくの影えい響きようで記き憶おくを失っていたから、少しの間その事を忘れていただけ。

　蓮花に対して、後ろめたい気持ちを持ったままなのは嫌いやだ。

　よし、決めた。

　別の方法を探そう。

　キスに頼たよらず、暴走のリスクを下げる方法が他にもきっとあるはずだ。少しそっち方面に思考が凝り固まってた可能性があるし、美み影かげ先生達にそそのかされている感もあるからな。

　そうと決めたら急に気持ちが楽になった。両肩に乗っていた岩が突とつ然ぜん取り払われた感じがする。

　気分が軽くなると腹が減った。そろそろお昼時だからな。

　この映画が終わったら、羽奈と一いつ緒しよにどこかで昼飯を食おう。食いながら考えよう。

　そういえば、羽奈がポップコーンを買ってきているはずだ。

　少しばかりそいつをもらって、腹を落ち着かせよう。いわゆる昼飯までの繋つなぎってやつだな。

　俺は隣に向かって「ちょっともらうよ」的なジェスチャーを送って、手を伸ばした。

　しかし、そこにポップコーンは無かった。

　薄暗くてはっきりとはうかがえないが、確かに彼女の手には何も無かった。

　あれ？　買ってこなかったんだろうか？

　不思議に思っていると、伸ばしていた俺の手を彼女が握り返してきた。

　そのまま絡からみつくように腕うでに手を回し、頭を肩かたに預けてくる。

「どうしたんだ？　急に……」

　小声で問うと、彼女はこちらの顔をのぞきこんでくる。

「央真の方こそ、急に手を伸ばしてきたりして、握って欲しかったんでしょ？」

「ん??」

　なんだかいつもの羽奈とは全然違う声こわ色いろが返ってきて、俺は瞠どう目もくした。

　見れば、そこに座っていたのは羽奈ではなく――

　幼おさな馴な染じみの片かた切ぎり葵だったのだ。

「なっ!?　なんでお前がここにいるんだよ！」

　思わず大きな声を上げると、数少ない周囲の客からにらまれる。

　すかさずトーンを絞しぼった。

「何しに来たんだ？」

「何しにって、映画を見にきたに決まってるでしょ」

「お前、魔剣士隊本部に戻ったんじゃないのか？」

「そうだよ。でもそれで休日が無くなるわけでもないよね？　葵だって休日は休日っぽい過ごし方をするんだよ？」

「それもそうか……って、納なつ得とくしている場合じゃ無い。この手を離せ」

「なんでー、いいじゃない」

　俺が離れようとすればするほど彼女は引っ付いてくる。

　その度にポニーテールに結ゆわれた長い黒くろ髪かみが俺の首筋に触れてくすぐったい。

　とにかく昔から世話焼きで俺の事を子供扱いする葵が少し苦手だった。

「そんな事より羽奈はどうしたんだよ」

「羽奈ちゃん？　羽奈ちゃんと一緒に来てたの？」

「そうだけど……ここに入ってくる時に見かけなかったのか？」

「さあ、そこまで気にして周りを見てなかったからねー。ていうか、なんで羽奈ちゃんと二人きりで映画なんか見に来てるの？　葵を差し置いてどういう事？」

「なんでお前に断りを入れなきゃならないんだ！」

「だってそうでしょ？　央真が作るハーレムの第一妃である葵が、他の子に先を越こされるなんて有り得ないもの」

「勝手に序列を作るな！」

「葵、央真と映画見に行ったこと無いよ？」
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「何か問題でも？」

「むぅ」

　彼女は頬ほおをぷぅっと膨ふくらませむくれた。

「いいもん、いいもん、今から一緒に見ればいいんだもん」

　すぐに開き直った葵は、更さらに身を寄せてくる。

「どう考えても映画を見る体勢じゃないだろ」

「葵はこれが一番気持ちいいの」

「気持ち良さは必要ねえ」

　そんな感じで彼女と揉もみ合あっていると、突とつ然ぜん足あし下もとに白い粒状のものがたくさん転がってきて、俺と葵は何事かと目を見張った。

　なんだこれは……？　ポップコーン？

　床ゆかに流れ落ちたポップコーンの群れを視線で辿たどると、そこには慌てた様子でこちらを見ている羽奈がいた。

　戻ってみれば自分がさっきまで座っていた席に葵がいる。その上、俺と密着しながら暗がりでなんかやっていれば呆然とするのも当然だった。

「あ、羽奈ちゃん。遅かったじゃない、こっちこっち」

「えっ……えっ？　えっ!?」

　彼女が何かを口にするより早く、葵が羽奈の腕を引っ張り自分の隣に座らせる。

　そのまま丸め込まれるように三人で映画をエンディングまで見てしまった。
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「あー面白かったねー。最後のキスシーンには葵、うるっときちゃったよー」

「俺が見てた限りでは全然そんなふうには見えなかったけどな」

「心で泣いていたのよ。心で」

「はいはい」

　映画館を出て、歩きながらそんな会話を交かわす俺と葵。

　羽奈は俺達から少し距離を空けて、後ろから付いてきていた。

「それで、これからどうするの？」

　葵が嬉き々きとして尋たずねてきた。

「どうするって……なんでお前にそれを話さなければならないんだ？　それにその期待に満ちた瞳はなんだ」

「どうするの？」

「しつこいなー」

　昔からそうだった。

　人を見み透すかしたようなその目で見られると仕方無く答えてしまう。

「特に何も考えてないけど」

　俺がそう答えると、葵はにやりと薄うす笑わらいを浮かべた。

「なら大丈夫だね」

「？」

　何が大丈夫なんだ？　と疑問に思っていると、彼女は後ろに振ふり返かえり、そこにいた羽奈の手を掴んだのだった。

「それじゃ、羽奈ちゃんは借りて行くね」

「へっ!?　何……？」

　突然そんな事を言われた羽奈は戸と惑まどいを隠かくせないでいた。

「借りてくって……お前、羽奈をどこへ連れて行く気なんだよ」

「ちょっとね」

「だから、そのちょっとを聞いてるんだが。俺達は今、デート中なんだぞ？」

　俺がそう言うと、この場で羽奈だけが頬を朱しゆに染め、下を向いてしまう。

　葵は答える。

「だからこそだよ」

「ん？」

「だからこそ、羽奈ちゃんにちゃんと躾しつけをしておかないとって思って」

「躾だって？」

「葵はね、央真が言うハーレムとかってものに反対はしてないんだよ。ただね、その中で葵の存在が一番であって欲しいだけ。だから、羽奈ちゃんに自分の立ち位置ってのをはっきりと教え込む必要があると思って。だから躾」

「わ、私は……そういうつもりじゃ……」

　羽奈は俺のハーレムに加わったつもりは無いと言いたかったのだろう。しかし葵によってあっさりと押さえ込まれる。

「それじゃ行こうか、羽奈ちゃん。葵が一番で羽奈ちゃんは二番だってことをしっかり自覚してもらうからそのつもりで。あ、その代わり央真のとっておき情報を教えてあげるよ」

「えっ……」

　羽奈は途と端たんに興味を示すような表情をする。

「おい！　なんだよ、とっておき情報って。おかしなことを吹き込むなよ」

「そういう訳だから。央真、じゃあねー」

　葵は羽奈を連れて早足で動き出す。

「おい、こら！　待てって！」

　すぐに追いかけるも、出口の外にあるその他のアミューズメント施設の陰かげに隠れて見失ってしまった。

　ったく……相変わらず強ごう引いんだな。

　いきなり目的を失ってしまった俺。

　今日はこれで一旦戻って出直すか……。

　そう思い始めていたところに、ふとこのアミューズメント施設のフロアガイドが書かれているボードに目が行った。

　すると屋上にバッティングセンターの文字があることに気付く。

　そんなものまであるのか。普ふ通つうに本土と変わらないな。

　そう思いながらも、これは丁度いいかもしれないと心がバッティングセンターに惹ひかれ始めていた。

　そこで体を動かしているうちに、羽奈に対する何か名案を思いつくかもしれない。

　このまま戻ったところで何か得られるわけでもないしな。

　体と共に精神もリフレッシュする為に俺は屋上に足を向けていた。
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　エレベーターに乗ってやってきたのは屋上。

　ここはフロア全すべてがバッティングセンターで埋うめられていた。

　緑色のネットが空に向かって気持ちよく張られている。

　中世ヨーロッパ風の町並みの中に、よくもまあこれほどミスマッチなものを作ろうと思ったものだ。それでも上う手まいこと建物の中に目立たないよう溶け込んでいるから不思議でしょうがない。

　このアミューズメント施設の外観は、その特性ゆえ他の建物よりやや大きめだが、それが逆に城じよう塞さいのようにも見える。

　とりあえず俺は空いているボックスを探すことにした。

　チラホラと打っている人がいたが、比ひ較かく的てき空いている感じ。

　まずは一一〇キロくらいの球速からチャレンジしようかな。

　そう思って空いているバッターボックスへの扉とびらに手をかけた時だった。

　カキーン

　一ひと際きわ響ひびく打だ撃げき音おんに動作が止まる。

　明らかに他の客とは違う、快音を鳴らして打っている人間がいた。

　これは真ま芯しんを捉とらえた時にしか出ない音だ。

　しかもその音は鳴なり止やまない。

　連続して真芯を捉え続けているってことだろう。しかも、その音が鳴り響く場所は球速一六〇キロのプロ仕様ボックス。

　どんな人間がそんな打ち方してんだ？

　気になった俺はちょっとのぞいてみることにした。

　快音が響き続ける一番奥のボックスに向かって歩く。すると、ピッチングマシーンを真しん剣けんな顔で見み据すえ、バットを構える少女の姿が目に入ってくる。

　長い髪かみと吊つり目めがちな瞳。見覚えのある仏頂面。

　そう、それは蓮花だった。

　彼かの女じよはバットを剣けんを持つ時と同じように構え、飛んできた軟なん球きゆうを叩たたき斬きるように打ち返した。

　打球は投げられた速さの数倍の速さで飛んでゆき、最さい奥おうのネットに突つき刺ささる。

　そのまま突き破ってしまうのでは、というほどに。

　それが最後の球だったらしく、動かなくなったピッチングマシーンを前に彼女は「ふぅ」と息を吐ついた。

　バットを置き、中から出てくる彼女に対し、俺おれは声をかける。

「お疲つかれ」

　思ってもみなかった場所で声をかけられたからなのか、蓮花はビクッと体を震ふるわせる。

　そして話しかけてきた人間が俺だと気がついた途端、唇くちびるを引き結んで不ふ機き嫌げんな態度を見せた。

「なんで央真がこんな所にいるのよ」

「それはこっちが聞きたいよ」

　水族館で撒いたはずの蓮花が目の前にいたわけで、驚おどろくのも当然だった。

「私は央真達に避さけられてムカムカしてきたから、ここでその鬱うつ憤ぷんを晴らしてたのよ」

　そういや凄すごく怒いかりの籠こもったバッティングだったな……。

「あー……その事だけど……すまん。こっちにも色々と事情があってだな……」

「どんな事情よ？」

「えっとそれは……言えない」

「は？」

　彼女の眉まゆ尻じりがピクリと持ち上がる。

「そ、それはともかくとしてだな……羽奈とのデートは一いつ旦たん中止になった」

「へ、へー……そうなの」

　興味無さそうに振る舞うが、普通にボロが出ていた。

「だから、そうピリピリするのは止めてくれ」

「べつにピリピリしてないわよ」

　目め茶ちや苦く茶ちやしてるじゃん！

　でも、そうは言えなかった。

「なんで私がそんな事でピリピリしなくちゃいけないわけ？　意味が分からないわ」

「何を今さら……俺が羽奈とデートしてるのが気になって居ても立っても居られなかったんだろ？」

「なっ!?　なななにを言ってるの??　ばっ、馬ば鹿かじゃないの??　そんなわけないじゃない！」

「大丈夫さ、俺はどんな時も蓮花の事をちゃんと見てるからさ」

「……」

　ああ、いつものように黙り込んでしまった。

「もしもーし？」

「と……とにかく、央真は何か深い理由があって雪ゆき代しろさんとデートしてるって事でいいのよね？」

「まあそうだな」

「じゃあ……今回は許してあげる」

　なんでか唐とう突とつに許されてしまったが、これ以上とやかく言うとまたぶり返して面めん倒どうなことになりかねないので素す直なおに受け入れておくべきだろう。

「それにしても、すげえな。さっきの」

「えっ？」

「バッティングさ。全球ホームラン級の当たりだったじゃん」

「ふんっ、当たり前じゃない。魔剣士があのくらい打ち返せなくてどうするのよ」

「いやー当たり前じゃないと思うぞ？　それだと学院の生徒全員がプロ野球選手並みってことになっちゃうからな」

　すると蓮花は照れ臭そうにする。

「私は……ボールを叩き切るつもりでバットを振っただけよ。そうしたら、あんなふうに……」

「じゃあ俺もやってみっかな。蓮花みたくバットを魔剣だと思って振ったら意外に当たるかもしれないし」

「そうね。やってみたら？」

「あ、そうだ。全球ジャストミートしたら、なんかくれる？」

「なんで私が」

「張り合いが無いなー」

「そんなのいらないでしょ」

「蓮花の唇とかでもいいぞ」

「……」

　また固まってしまった。

「おーい」

「あ……あんまりおかしな事を言うと……刻むわよ？」

　蓮花は赤い顔をしながら魔剣を呼び出そうとしていた。

「おっと、それは勘弁。仕方が無い、普通にチャレンジすっか」

　俺は慌てて蓮花を制止し、さっきまで彼女が打っていたボックスの扉に手をかけた。

　と、その時。

「なんなら私が代わりに景品を出だしましょうか？」

　突とつ然ぜん、俺達に声をかけてくる人間がいた。

　それは涼すずしげなワンピースに身を包つつんでいる線の細い女の子だった。

　彼女の姿を見て、まず目に付いたのは背中までの真まっ直すぐな髪。それと肌はだに全くくすみが無く、非常に整っている顔立ちだ。

　それは間ま違ちがい無なく、美少女と呼べるものだった。

　歳としの頃は見た目的に中学生くらい、背も万ま里り枝え先生よりやや高い程度だろうか。

　とりあえず、俺にはそんな知り合いはいなかった。

「蓮花の友達か？」

　隣にいた彼女に尋ねるも、首を横に振る。

　知り合いじゃないとすると、目の前の彼女はなんで急にそんな事を言ってきたのだろうか？

「その厚こう意いは嬉うれしいけれど、なんでまた俺達に？」

　当然の質問を返した。

　すると少女は、はっと驚いたような仕草を見せた後、恥はずかしそうに肩をすぼめる。

「あ、突然すみません。見ず知らずの人間が急にそんな事を言い出したら戸惑うのも当然ですよね……」

　彼女は申し訳無さそうにした後、すぐに取り直す。

「申もうし遅おくれました。私は細さい木き雪ゆき乃のと申します。このバッティングセンターの従業員です。アルバイトですけど」

「なんだ、ここで働いている人か」

　それならば、なんとなく納得できる。

「あれでしょ？　ホームランの的に打球を当てたら何かもらえるとか、そういうのやってる所見た事あるし、何かここもそういう企き画かくイベントがあるとか？」

「いいえ、私個人で何か差し上げましょうか？　という事です」

「ん??」

　途端に状じよう況きようが逆ぎやく戻もどりしてしまった。

　しかし、俺が疑問に思っていることを察して、彼女の方から話しかけてくる。

「神前央真さんと泉せん明みよう寺じ蓮花さんですよね？」

　突然、名前で呼ばれて驚いた。蓮花も同じように反応している。
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「ああ、そうだけど。なんで俺の名前を？」

「この島で男の人といったら神前さんしかいないので」

「なるほど、言われてみれば」

「それに神前さんがこの島にやってきた時は、島中その話題で持ちきりになりましたからね。名前を知らない人はいないと思いますよ？　しかもとっても強いとなれば尚なお更さらです。それにその神前さんを自分の魔ま神じんとして呼び寄せたっていう泉明寺さんの事も同様に」

　そう言われた蓮花はなんとなく誇ほこらしげな態度を取っていた。

「私、お二人に非常に興味があって、前々からお話を聞きたいなあって思ってたんです」

「なんだ、俺のファンか。ならそうと早く言ってくれればいいのに。なんでも聞いてくれていいぜ。とりあえず二人きりになれるような静かな場所へ移動しようか。なあ雪乃」

「なんで急に馴なれ馴なれしくなってんのよ」

　蓮花が苛いら立だった感じで突っかかってきた。

　雪乃はというと、

「できればお二人からお話が聞きたいですね」

　と、屈託無い笑え顔がおで答えた。

　これに蓮花が怪け訝げんな表情を見せる。

「でも、なぜ私達なんかに？」

「えーと……実は私、前に魔剣士を目指していた事があったんです」

「そうなんだ……」

　何かを悟さとったのか蓮花の顔がやや曇くもりがちになる。

「でも才能が無かったみたいで、中等部の入学試験で適性無しと判断されてしまって……。諦あきらめ切きれない私は、少しでも魔剣士さん達に近い場所でお手伝いができればと、この島で働くことにしたんです」

　なるほどなあと思った。

　この島で働く魔剣士以外の住民の中には、雪乃のような人間も少なくないと聞く。

　憧あこがれていた職業に就つけなくて、でも諦め切れなくて、少しでも関係のある場所で携たずさわっていたいという気持ちは俺にも良く分かった。

「だから憧れなんですよ。魔神に嫌われた魔剣士デツドダツクと呼ばれていた泉明寺さんが、最強の魔神を呼び寄せたっていう話を耳にした時はつい嬉しくなってしまって」

　蓮花は素直に喜んでいいのか悪いのか複雑な表情をしていた。

　そして魔神に嫌われた魔剣士デツドダツクという呼び名は外部まで知しれ渡わたってたんだなあと俺は今、知った。

「ですから、憧れの魔剣士さん達が困っているというのであれば、私も協力したいと思ったんです。生あい憎にく、うちの施設はそういったイベントをやっていないので、何か賞品が欲しいのであれば私個人で提供できればと……。ここのプレイチケット五回分とかでもいいですかね？」

「いや、そこまでしてもらうわけにはいかないよ。それにあれは俺が気まぐれで言った、ただの冗じよう談だんだし」

「そうですか……」

　雪乃は寂さびしそうに目を伏ふせた。

　そんな彼女を見ていると俺は居ても立っても居られなくなる。

「じゃあ俺が賞品を出すよ」

「「は??」」

　蓮花と雪乃は二人同時にそんな声を上げていた。

　まあ当然のリアクションといえばそうだろう。

「俺がここで全球ヒットさせたら、その賞品として雪乃からの質問をなんでも受け付けるって事で」

「何を言ってるの？　央真が打って、自分で賞品を出すなんて意味が分からないわ」

　蓮花が怪訝な表情で見てきた。

「まあいいじゃないか。そういうのがあっても」

「あの……いいんですか？」

　雪乃が遠えん慮りよがちに聞いてくる。

「いいもなにも、俺達に何か聞きたい事があるんだろ？　なら遠慮するなって」

「じゃあ最初からそんな面倒なことしないで、普通に話を聞いてあげればいいじゃない……」

　蓮花が元も子も無いことを言い出した。

「あー……」

「どうせ何も考えないで適当に言っただけでしょ？　面おも白しろそうとか思っただけで」

「う……」

　図星を突かれてしまった。

「ごほんっ……とにかく、やるだけやらせてくれ。せっかく来たんだから一回くらい打たせろよ」

「まあいいけど」

　彼女の許可をもらった俺は、バットを握にぎるとそのままバッターボックスへと立つ。

　さっきまで蓮花が打っていた時速一六〇キロのプロ仕様打席だ。

　コインを入れて、すぐに構えを取る。

「よっしゃ、こい！」


・

・

・



　――数分後。

　一ゲーム二十球の打席を終えた俺は、バッターボックスの上で四よつん這ばいになり、項うな垂だれていた。

「なぜだ……??」

　自分に問いかける。

　それでもボールがバットにかすりもしなかった事実を理解できなかった。

「ぷっ……」

　ネットの向こう側で蓮花が笑いを堪こらえているのが分かる。

　しかしそれも限界がきたようだ。

「ぷっははは、なあに？　さっきの勢いはどこへ行ったのかしら？　しかも一球くらい外すのはご愛あい敬きようかもしれないけれど、全部空から振ぶりってのはどうなの？　それでよく今まで魔剣を扱えていたわね」

「思い出した！」

「な、なによ……？」

「俺、球技苦手だった！」

　蓮花は虚きよを突かれたような顔になる。

　彼女は小声で「ありえないわ、ホントありえない」としきりに繰り返していた。

　それはさておき、ボックスから出た俺は外で待っていた雪乃にすぐさま近寄る。

「それじゃあ、なんでも聞いてくれ」

「結局、意味無かったじゃない」

　答えたのは雪乃ではなく蓮花だった。

　当の雪乃の方は申し訳無さそうに聞いてくる。

「本当にいいんですか？」

「ああ、雪乃が望むならな」

「じゃあ……ええと……」

　視線を宙に移し、何か考えているようだった。

　そこで俺は気がつく。

「あ、そうか。今、バイト中だもんな。だったら日を改めて――」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです」

　言いかけたところを止められた。

「丁度、バイトも終わる時間ですので。そうだ、一階にあるカフェで待っていてもらえませんか？　すぐに行きますので」

「ああ、分かった」

　俺はすぐに了りよう承しようした。蓮花も異論は無いようだ。

　なので俺達はバッティングセンターを出て、言われた通り一階にあるカフェに向かった。




‡　‡　‡




　総合アミューズメント施し設せつの一階にあったのは、大手チェーン店とは少し違ちがう、こぢんまりとしたカフェだった。

　セルフ形式だったので何か注文しようとレジに並んでいたら、すぐに雪乃がやってきた。

　別れて数分も経たっていない。

「お待たせしました」

「全然待ってないけどな」

　そう言うと、彼女は笑顔を見せた。

　服装は特に着き替がえた様子も無く、先さき程ほどと一緒だった。

　そういえば彼女の着ているワンピース。仕事着っぽくは見えないが、制服とかは無いのだろうか？

　疑問に思いながらも適当にコーヒーを注文して三人で窓まど際ぎわの席へと座すわる。

　四人掛けのテーブルで俺と蓮花が隣となり同どう士し、向かい側に雪乃が座る形だ。

「なんでも聞いてくれ。全部蓮花が答えるから」

「どうして私なのよ」

　そんなやり取りを見ていた雪乃がクスリと笑う。

「仲がいいんですね」

「それはほら、蓮花のこと好きだから」

「ちょっ!?　な、なに人前でそんなこと言ってるのよ！」

「だって本当の事だし。蓮花も俺のこと好きだろ？」

「そ、そんなわけないでしょ！」

「まったく素直じゃないんだから」

　そこへまた雪乃が楽しそうに笑う。

「お二人を見ているとなんだか分かる気がします」

「え？」

「その相あい性しようの良さが強さの源なんですね」

　蓮花は赤くなって押し黙ってしまったが、俺はそんな事を言われたのが初めてだったので興味を持った。

「そんなに相性良く見える？」

「ええ、すごく。特に戦闘中において、それが顕けん著ちよに現れていますよね」

「お？　なんで俺達の戦っている姿を知ってるんだ？」

「あれ？　ご存じなかったんですか？　弦月島の島民でしたら魔剣士学院の授業を自由に見学できるんですよ。公開日に限ってですが」

「そいつは知らなかった」

　隣で蓮花が「そんな事言ってるのは、あなただけよ」みたいな顔をしていた。

「それもこの島で仕事に就きたかった理由の一つなんですけどね。だって、間近で魔剣士さん達を見られるわけですから」

「逆に辛つらくはないのか？」

「どういうことですか？」

「憧れていた場所なら、見ているだけでまたそこに向かいたくなってしまうだろ？」

「そうは思わないですよ。颯さつ爽そうと駆かける魔剣士さん達の姿をこの目で見られるだけで嬉しいですから。それに適性無しの判定が下されてしまったら、何をいくら努力したところで入れてはもらえませんからね。すでに諦めはついています」

「そうか、だったらいいんだけど」

「じゃあ、質問いいですか？」

「おう」

「さっきも言いましたが、お二人がタッグを組んだ模擬戦を見ていて、非常に息が合っているというか、絶ぜつ妙みようのコンビネーションだと感じたんですよね。特に動きに関しては示し合わせたようにピッタリとはまっていましたし、まるでお互たがいの思考を共有しているのではないかと思えるほどの反応速度でした。あれってどうやってるんですか？　模擬戦中に口頭で伝えていたらもっともたつきますし、事前に打ち合わせていてもあそこまで正確な動きは普通できませんよ」

　俺と蓮花はしばし呆ぼう然ぜんとしてしまった。

　それは雪乃が俺達が予想していたものよりも、遥はるかに突っ込んだ内容の質問をしてきたからだった。

「随ずい分ぶんと細かい所まで見てるんだな」

「これでも一応、魔ま剣けん士しを目指していたわけですからね。それなりの知識もありますし、一いつ般ぱんの方よりはやはり見え方が違ってきてしまいます」

「なるほど」

　納得しながら俺は内心、驚いていた。

　外から見ただけなのに、俺と蓮花が思考を共有（双そう方ほう向こうではなく、俺への一方向）しているという所に彼女は単独で辿たどり着ついていたからだ。

　俺が蓮花によってこの島に呼び出されたその日から、彼女が魔神隷従剣レメゲトンソードを手にしている時だけ、心の声が俺の中に丸聞こえになってしまう現象が発生していた。

　この現象を上手いこと利用し、訓練や模擬戦で使うことで、俺達は他のタッグよりも格段上のコンビネーションと意思疎通を得ていた。

「まさか、お互いの心の声が聞こえるとか、そういう事じゃないですよね？　あはは」

　雪乃のあまりの鋭するどさに俺と蓮花は顔を見合わせた。

　この様子に雪乃は何か勘かん付づいたようだ。

「あれ？　まさか……本当に？」

　もうここまできたらバレてしまっているのと変わらない。

　しかも特に隠しているわけでもないので、別に話してもいいだろうと俺は思っていた。

　蓮花は先程から「黙っておいて！」みたいな視線を送ってきているが、目の前の相手が勘が鋭すぎて隠し通すことなんて不可能だ。

　俺達の態度からそれを悟った雪乃は、

「さすが契約主マスターとその魔神ですね。そこまでの関係になるとそういう事もできるんですねえ。実に興味深いです」

　と、すでに答えを出していた。

「雪乃は洞どう察さつ力りよく高いな」

「いえ、そんな事は無いですよ。私はただ魔神やそれに関する〝力や原理〟に興味があるだけなんです。先程、魔剣士を目指していたと言いましたが、私は魔剣士の中でも技術部を目指していたんです。だから、ちょっと普通より違う方向に目線が向いているのかもしれません」

「技術部なんてのもあるのか」

　そこで蓮花が溜ため息いきを吐く。

「魔剣士隊の中でも魔剣の整備や開発を主な任務とする後方支援部隊よ」

「ほう」

　俺が微び妙みような返答を返していると、雪乃が思い出したように手を打った。

「あ、そうだ。原理で思い出しました。もう一つ聞きたい事があったんですよ」

「なんだ、なんでも聞いてくれ」

「これもまた模擬戦の時の事なんですが、戦闘中にお二人の姿が消えたように見えることがしばしばあったのですが、あれはどういった事を行っているのかと思いまして」

　彼女が言っているのは多分、次元潜行の事だ。

　蓮花が魔剣で宙を切きり裂さくと異空間への裂け目が口を開ける。そこへ俺が入り込み、彼女が開けてくれた別の裂け目から飛び出す。これを繰り返すといかにも俺が消えたように周囲からは見える。

　結構使えると判断した時から幾いく度どとなく戦闘に取り入れてきた。

　雪乃はそいつに興味を持ったらしい。

「私には神前さんが消える直前、その前にあった空間が歪ゆがんだように見えたのですが。あれってもしかして……異空間への裂け目ですか？」

「良く分かったな」

　彼女の観察眼の良さに驚きよう愕がくした。

　逆に彼女がもし魔剣士になれていたら、敵に回したくないタイプだ。

　しかし、ここまで思考能力が高いのに魔剣士になれないなんてな……。

「やっぱり空間に歪みが生じていたんですね。でも、空間を操あやつるような魔神の存在は聞いたことも無いんですが、何か特別な方法とかあるんですか？」

「いや、特別な方法というよりも、俺の中にいる魔神が特別っていうだけだと思うぞ」

「ああ、そういえば、泉明寺さんが神前さんを島に呼び寄せた時も空間を転移したような感じだったんですよね？　やはりそれも同じような力が働いていそうですもんね。なにしろ魔ま王おうですもんね」

　どうやら俺の中の魔王の存在は学院の生徒だけでなく、島の住民にも知れ渡っているらしい。

「実に興味深いですね。もし良かったら触さわらせて頂けませんか？」

「えっ……!?」

　俺よりも蓮花の方が過か敏びんに反応し、体をピクリとさせた。

「俺の体にか？」

「ええ、人間の中に魔神がいるなんて、とても珍めずらしい事ですから。そんな人が目の前にいたら調べたくなるのが本能ってものじゃないでしょうか？」

「そうなのか？　俺は別に構わないけど、そんなんで雪乃は楽しいのか？」

「ええ、かなり。元々、魔力原理に純じゆん粋すいな興味があるので、どういう仕組みで魔神と同居しているのか？　どうやって魔力が供給されているのか？　とか非常に気になるわけですよ」

　ならば、と俺はテーブルの上に手を差し出した。

「じゃあ自由にしてくれていいぜ」

「わー、ありがとうございます」

　雪乃は顔を感激の色に染めた後、俺の手を掴つかんでまじまじと観察し始める。

　これに対し、隣にいた蓮花は終始落ち着かない様子を見せていた。

　その最中、俺の手の平を裏返して見ていた雪乃は、嬉き々きとした表情で言う。

「うーん、これといって変わった所も無く、普通ですね。体の方も触っていいですか？」

「おう」

「じゃあ失礼して」

　雪乃は席を立ち、俺の背後に回り込んで立つ。

　そして頭や肩かた、そして背中などをぺたぺたと触り始めた。

　これには蓮花も平然とはしていられないようで、ついには口を開く。

「ちょっと、その辺でもういいんじゃないの？」

　言われた雪乃は逡しゆん巡じゆんした後、結局手を引っ込めた。

　そして――

「次は泉明寺さんも触らせて下さい」

「わ、私っ!?」

「はい！　魔王を隷れい従じゆうしているその力の源とか知りたいですし」

　雪乃は目をキラキラとさせていた。

「私はダメよ！」

「そこをなんとか」

「ダメったらダメ！」

　頑かたくなに拒み続ける蓮花に俺は言う。

「いいじゃないか、それくらい。それとも困る事でもあるのか？」

「あ……るわよ……」

　彼女はモソモソとしゃべっただけだった。

　しかし、俺は彼女の視線の動きを見み逃のがさなかった。

　蓮花は口くち籠ごもる前に一いつ瞬しゆんだけ、自分のお腹なかの辺りに視線を向けたのだ。

「なるほど、肉が気になるか」

「……っ!?」

　彼女の顔が引ひき攣つったようになり、すぐさま俺に鋭い視線を送ってくる。

「今、何か言った？」

「いや、なんでも！」

　そこで蓮花は溜息を吐く。そして、

「そこまで言うのなら、いいわよ。手ぐらいなら……」

「本当ですか!?」

　雪乃の表情がパアァッと明るくなる。

「でも、そんな事して何が分かるっていうの？」

「何も分からないでしょうね」

「えっ……？」

「でももしかしたら他の魔剣士とは違う何かがあるかもしれないと、そう思いまして。なにしろ魔王ですから。それではちょっと失礼して……」

　雪乃はおもむろに蓮花の右手を取った。

「……っ？」

　蓮花が一瞬、怪訝な表情を浮うかべた。

　俺は気になって尋たずねる。

「どうかしたか？」

「いえ何も。ちょっと、くすぐったかっただけよ」

「ふーん」

　そんなふうには見えなかったけどなあ。

　などと考えていると、

「はい、ありがとうございました」

　手を離はなした雪乃は満面の笑えみを浮かべ、深々とお辞じ儀ぎをした。

「残念ながら泉明寺さんの方も特に何も無いようですね」

「そのうち『次は解かい剖ぼうさせてくれ』とか言い出さないでくれよ？」

「あはは、そういう冗談は辞めて下さいよー神前さん。いくら私でもそこまではしませんよー」

　彼女は困ったように笑った。

　そんなやり取りがあった後、俺達三人はしばらくこの場で和わ気き藹あい々あいとおしゃべりに興じた。

　それから一時間。

　そろそろ切り上げようかという雰ふん囲い気きになっていた。

「色々なお話が聞けて楽しかったです。機会があったらまた聞かせて下さいね」

　雪乃が実に充じゆう実じつした顔でそう言ってきた。

「ああ、また来るよ。な？」

　隣にいた蓮花に同意を求める。

　すると彼女はそれほど嫌いやではない感じで、

「ええ」

　と短く答えた。

　そういえば俺は、羽奈への対策で何かアイデアが出ないかとバッティングセンターに足を運んだのだ。それが急に予定が変わって、ここでおしゃべりをする事になった。

　それは想定外だったが、雪乃とのやり取りの中で俺は、とある案を思い付いたのだった。







三章　遠き日の邂かい逅こう







「本当に今日来るんですかー？」

　戸と惑まどいの声を上げたのは万ま里り枝え先生だった。

　ここは彼かの女じよの自宅のキッチン。そこでエプロンを着けながら一人慌あわてていた。

「ええ、本当ですよ。だからこうして準備を手伝ってるんじゃないですか」

「そういうのはもっと早めに言って下さいよ」

「それは俺おれも申し訳ないと思っています」

　万里枝先生は急いで食事の下ごしらえをしていた。

　それも七人分。

　なぜにそれだけ大量の食事を用意しているのかというと、今日この場所でホームパーティーが開かれるからだった。

　出席者は蓮れん花か、羽は奈な、クロエ、クロア、それに加え美み影かげ先生、そして俺達二人だ。

　発案したのは俺なのだが、どうして急にホームパーティーをやろうなんて思ったのか？

　それは羽奈の為ためだった。

　俺は彼女の魔神暴走を抑おさえる為、二人きりでデートをしたり、即そつ効こう性せいのある方法を取ってきたが、そうではないもっと緩ゆるやかな方法があるのではないかと考えたからだ。

　みんなで和気藹々と過ごすリラックスした雰囲気の中で、少しずつスキンシップを図はかっていけば、一度の効果は薄うすいものの暴走を抑よく制せいする効果が得られるのではないかと思ったのだ。

　それを思い付いたのは雪ゆき乃のとのやり取りがあったから。

　彼女は魔剣士ではない。

　その適性が無いと判断されたからだと言っていた。

　ということは魔剣士の条件である〝美しき処女〟に当てはまらなかったということだ。

　雪乃はどちらかといえば綺き麗れいな顔をしている。

　ということは……。

　そういう可能性が無いわけでは無い。断定はできないが。

　雪乃は俺に興味があると言って、瞳ひとみを輝かがやかせながら接せつ触しよくしてきた。

　逆に羽奈は元々男嫌いで、つい最近までは男性に触ふれることも許さぬ潔けつ癖ぺきを貫つらぬいていた。

　もしかしたら、その辺に大きな違いがあるのではないか？

　それがホームパーティー企画の発ほつ端たんだった。

　しかし俺が直前になるまで万里枝先生に伝えなかったもんだから、慌てて準備するはめになっていた。

　別に俺が伝えることを忘れていたわけじゃない。全すべては美影先生のせい。

　彼女は俺の提案に、そういう事ならばと速そつ攻こうで許可をくれたのだが、その彼女が万里枝先生には直前まで黙だまっておけと釘くぎを刺さしてきたのだ。

「なぜですか？」

　と尋ねたら、教えてくれなかった。

　余よ程ほど、重要な何かがあるのだろうと黙っていたが、今日になって心配になり、再度尋たずねてみたら、

「その方が面白いから」

　とニヤニヤしながら言われた。

　本当に酷ひどい人だ……。

　それでも万里枝先生は一いつ生しよう懸けん命めい準備をしてくれていた。

　それからしばらくして、みんなが揃そろってやってきた。

　引いん率そつするように玄げん関かんに入ってきたのは美影先生。その後ろに蓮花と羽奈。外にはクロエとクロアがおしゃべりしながら付いてきている。

　だが、その中に予定外の人物が交ざっていることに気付いた。

「葵あおい!?　なんでお前がいるんだよ」

　彼女はしれっとした態度で普ふ通つうに上がり込んできたのだ。

「なんでって、葵が呼ばれないのおかしくない？　このメンバーの中で一番序列が上位なのに」

「まだそんな事を……」

　そして、みんなを出で迎むかえた万里枝先生は葵の姿を見るや愕がく然ぜんとする。

「予定より多いじゃないですか！　ああ、どうしましょ、どうしましょ、食材足りますかね？　ああ、でも冷蔵庫にあれが残っていたかもしれません。そうです、あれをああーして、そうすればなんとか……」

　慌てていたのも束つかの間ま、彼女の料理脳が活動を開始したようだ。

「えっと、みなさんは庭の方へ回って下さい。家の中は入りきれないので今日は外で行いますから」

　万里枝先生の指示に従い、みんな回れ右をしてぞろぞろと出て行く。それを確かく認にんすると本人は急いでキッチンへ戻って行った。
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「じゃあ、かんぱーい」

　美影先生の音おん頭どで宴うたげが始まった。

　今は休日の昼間だが、寮りようには門限があるので、どうしてもこんな時間になってしまう。

　だが、すっきりと晴れた空の下、緑豊かな庭での会食はピクニック気分で心ここ地ちが良い。

　庭に出だされたテーブルの上には万里枝先生が作ってくれたパイやキッシュ、ニョッキなど小こ洒じや落れた料理が溢あふれんばかりに並んでいた。

　とても短時間で作ったとは思えない品数とボリュームだ。

　みんなはテーブル上から思い思いの料理を皿に取り、好きな場所で好きなように過ごしていた。

　そんな中、俺はテーブルから料理を取り分けようとしている羽奈に目が行く。

　彼女の動きは、なんとなくもたついていた。

　恐おそらく目の前にあるミートパイを持っている皿に取ろうとしているのだが、片手だとそれが上う手まくいかないようだ。だからといって手元のテーブル上には所ところ狭せましと料理が並んでいて皿を一時的に置く場所も無い。

　だからオロオロとした感じに映ったのだ。

　俺は彼女の下に歩み寄る。

「俺が取ってやるよ」

「えっ」

「ほら、ちょっとそれ貸してみ」

「あ……はい」

　羽奈は最初、戸惑いを見せたが、すぐに受け入れてくれた。

　彼女からシャベルみたいな形のパイサーバーを受け取ると、そいつで彼女の持っている皿の上にミートパイを載のせてやる。

「もっと？」

「い、いえっ、一つでいいです…………ありがとうございます」

　彼女は恥はずかしそうにそう言った。

　この前のデートでの事があるからなのか、なんだか気まずそうにしている。俺と目を合わせようとしない。

　そんなやり取りをしていると突とつ然ぜん、横から真っ白な皿が差し出されてきた。

「葵にも取ってよ」

「自分で取れるだろ」

「羽奈ちゃんには取ってあげて、葵はダメだなんてずーるーいー」

「何がどうずるいんだよ」

「おかしいなあ。ちゃんと羽奈ちゃんにはこの前教育したはずなんだけどなー。央おう真まに関することは全部まず最初に葵を通してからって」

「そんな横暴を受け入れるわけないだろ」

「むぅ」

　葵は口をへの字に曲げてむくれた。

　と、そこへ、また違う皿が差し出されてくる。

「私にも取ってもらえるかしら」

　そう言ってきたのは蓮花。

　口調は高圧的だが、表情は照てれ臭くさそうにしている。

「ああ、いいぜ。何が欲ほしい？」

「えっと……その、ほうれん草のキッシュを……」

「これか、ほい」

「ありがと……」

　小声で礼を言うと、フォークで一口大に切って嬉うれしそうに口に運んだ。

　その様子を見ていた葵は頭を抱かかえる。

「ああっ!?　蓮花ちゃんまでーっ！」

「央真は私の魔ま神じんなんだからこれくらい当たり前なのよ」

「あうー」

　優ゆう越えつ感かんに浸ひたる蓮花に、葵は不満を露あらわにする。そのまま二人で口論を始めていた。

「そういえば、クロエ達は？」

　羽奈にそう尋ねた。すると彼女は庭の端はしに植えてある樹木の下を指差す。

「あそこに」

　言われた場所に目を向けると、クロエとクロアの二人が手を取り合い、不思議なダンスを踊おどっていた。

　しかもちょっと様子がおかしい。

「うふふ……クロア」

「はい、クロエ」

「あなた、かわいい」

「当然です。あなたは、わたしですから」

　互いに見つめ合いながらそんな事を呟つぶやいている。

　骨が抜ぬけてしまったようなふにゃふにゃとした動きで、表情も酷く眠ねむそうな感じだ。

「何してんだ……あの二人は。大丈夫なのか？」

「多分、あれのせいです」

　羽奈が指し示したのはテーブルの上のパウンドケーキ。

　万里枝先生がそいつを作るのを俺は傍そばで見ていた。

　確か、ラム酒を入れていたな……。クロエ達の顔が赤いのはそのせいか？

「でも、あれくらいの量であんなにはならないだろ、普通」

　そう言った直後、俺の背後でガタガタッと何かが崩くずれ落おちる音がした。

　振ふり返かえると、そこには――

「央真はぁ……葵がいないとぉー、らめにゃんだからぁ…………くかー」

「刻んであげる。うふふ……どこがいいの？　うふふ…………すーすー」

　寝ね言ごとを言いながら酔よいつぶれている葵と蓮花がいた。

「マジか!?」

　蓮花達まで……どうなってんだよ。睡すい眠みん薬やくでも入ってんじゃないか??

「あらあら、みんなもうお昼ひる寝ねの時間？　早いわね」

　ワイングラスを片手に美影先生が悠ゆう長ちような事を言い出した。

「んなわけないでしょ！　これ絶対おかしいですよね？　ケーキの中に何か入れました？」

「いいえ、通常のレシピで作っただけですよ？」

　万里枝先生も困惑気味に答える。

「まさか……」

　俺は美影先生に疑いの目を向けた。

「あたし？　あたしは何にもしてないわよ？　そんな目で見られても困るわー。みんな極きよく端たんにお酒に弱いだけじゃないの？」

「揃いも揃ってですか？」

「可能性が無いわけじゃ無いでしょ？」

　言いながら彼女はテーブルに残っていたパウンドケーキを口にした。

「あら美味おいしい。特にお酒がキツいわけでもなく、普通よ？　なんなら、あなた達も食べてみたら？」

　万里枝先生も手に取って口に運んでいたが、彼女も異常は無さそうだった。

「よし……」

　俺は意を決して同じ皿のケーキを手にする。

　そのまま恐る恐る口に入れた。

「あ…………うまい」

　なんてことはない普通の……いや、かなりうまいケーキだった。

　ってことは彼女達は本当に酒に弱いってことになる。しかも、とんでもなく弱い部類だ。

　見ればクロエとクロアはいまだに踊り続けていたし、蓮花と葵はいつの間にか足あし下もとで眠りこけていた。

　あーあー、こんな所で寝ねちゃって。家の中に運んでやらないとな。

　そんな事を考えはじめた時だった。

　俺の腕うでに重みがのし掛かる。

　羽奈が体ごと寄り掛かってきたのだ。

「おっと!?」

　俺は咄とつ嗟さに彼女の体を抱だきかかえる。

　すると彼女は赤い顔で、

「うにゃあ……」

　と、猫ねこ撫なで声ごえを上げた。

「まさか羽奈まで!?」

「私は酔ってませんって、全然本当に酔ってませんて」

　完全に酔っていた。

　しかし彼女は蓮花達と違ちがって意識ははっきりとしているようで言葉は通じる。覚おぼ束つか無ないのは足下だけ。

　なのでひとまず彼女を家の中に運んだ。

　リビングのソファーに座らせて、水を持ってきてやる。

　そのまま彼女の隣に座り、落ち着くまで様子を見ていた。

「どうだ？　少しは落ち着いた？」

「ええ……だいぶ。……ありがとうございます」

　羽奈は赤い顔で俺を見つめてくる。

　それは酔っているせいなのか、気分が高こう揚ようしているせいなのか、どちらかは分からない。

　ただ、何か言いたそうにしている事だけは理解できた。

「あの……私……」

　口にするもすぐに言いい淀よどんでしまう。

「何？　気分でも悪くなった？」

「いえ……そうではなくて……」

　沈ちん黙もくが過ぎる。

　誰だれも居ない室内はとても静かで、空調が回る微かすかな音しか聞こえてこない。

　先さき程ほどから二の腕同士が密着しているが、彼女は離れようとはしない。それは逆に意識しているとは思われたくないからだろう。

　なぜそれが分かるのか？　上手く説明できないが、視線とか触れてくる力の加減とか、空気とか、そんなのでなんとなく意識しているのが伝わってくるのだ。

　横目でうかがえば、そこにあるのは普ふ段だんの淡あわい表情とは違う、恥じらいを帯びた女の子らしい羽奈の顔。

　そんな彼女は声を振り絞るように口を開く。

「わ……私……神かん前ざき君のことが……」

　俺は悟さとった。

　彼女が重要な事実を口にするつもりだと。

　だがその前に、あえて遮さえぎる。

「あっ」

「えっ……？」

　何かに気付いたように俺が声を上げると彼女は驚おどろいて体を震ふるわせる。

「さっきのパウンドケーキの屑くずがまだ口に付いてるぞ」

「えっ？　えっ??」

「ほら、ここに。俺が取ってやるよ」

　彼女の方に体を寄せ、手を口元に伸のばす。

　指先が柔やわらかい唇くちびるに触れると、彼女は慌てたように身を退いた。

「ふぇっ!?」

　太ももの上に両手を置いて、うつむいてしまった。

　顔は燃え上がるように真っ赤で、俺の方を一いつ切さい見ようとはしない。

「取れたけど……本当に大だい丈じよう夫ぶか？」

「あ、ああ、はい！　だだだだいじょぶです!!」

「ならいいんだけど」

　小さくなっている羽奈の横で、俺は背もたれに寄り掛かり大きく伸びをした。

　そのまま彼女の背中に視線を置く。

　実をいうと、ケーキ屑が付いているというのは嘘うそだ。
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　罪悪感は無いと言ったら、それも嘘になる。

　でも、これでいいのだ。

　それが彼女の為でもあり、俺の為でもあるのだから。
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　広々としたフィールド。

　周囲を円形に取り囲む観客席。

　まるで古代のコロシアムのようなこの場所は、学院内にある魔剣士仕様の闘技場アリーナ。

　俺はその闘技場アリーナで授業の真まっ只ただ中なかだった。

　フィールドにはすでに魔神装甲イーヴルギアに身を包つつんだ生徒達が集まっていた。

　その生徒達というのは、うちのクラス二年Ａ組、全員。

　彼女達はフィールドの中央に円形の空間を空けて何かを取り囲んでいる。

　その円の内側で何が行われているのか？

　中心をうかがうと、そこには教官である美影先生が立っていた。

　これから彼女が生徒達全員を相手に連続組み手を行うのだという。

　空手に百人組み手というのがあるが、それの魔剣士版だ。

　うちのクラスは三十五人しかいないので、実際には三十五人組み手だが。

　美影先生の手にはクレイモアの如き大剣が握にぎられていた。

　彼女の魔神隷従剣レメゲトンソードだ。しかし、魔神装甲イーヴルギアは身につけていない。

　それも当然だ。彼女はすでに魔神の侵しん蝕しよくを右みぎ腕うでに受けている。これ以上、魔神の力を使えば彼女自身も暴走の危険があるからだ。

　なので美影先生は魔力を使わない生身の状態で全員を相手することになる。魔剣も今はただの大剣にすぎない。

　そんな彼女を生徒達は取り囲み、飛びかかるタイミングを見計らっている。

　一人ずつ相手をするというルールがあるが、生徒達の間で特に順番は決められていない。自分達で空気を読んで前に出るのだ。

「いつでもいいわよ」

　美影先生がそう言う。

　だが、なかなか誰も飛び出そうとしない。

　彼女から放たれる威圧感に押おされているという事もあるが、この授業もランキングポイントの対象である為、みんな慎しん重ちようになっているのだ。

「あたしが直接、手合わせで評価してあげるって言ってるのよ？　遠えん慮りよしなくていいのに」

　すると、その声に誘さそわれて、一人の生徒が集団の中から飛び出した。

　それは見覚えのある蒼あおいシルエット。

　羽奈だった。

「来たわね」

　美影先生がニヤリと笑みを浮かべる。

　羽奈は早さつ速そく、書しよ架かを展開させる。

　彼女のランス型魔剣が螺ら旋せん状じように解け、無数の本になる。そのままターゲットを円形に取り囲むと、それぞれがすぐさま美影先生が持つものと同じクレイモアに形を変える。

　羽奈が魔剣を一ひと振ふりすると、それが合図の如く、無数のクレイモアが美影先生を目め掛がけて突き刺さる。

　だが直後、周囲に旋せん風ぷうが巻き起こった。

　それは美影先生が放った回転切り。

　生身で放ったとは思えない一振りだった。

　それで数あま多たのクレイモアは一度に叩たたき落おとされ、魔本になって地面に転がる。

「形だけ真ま似ねても本物に勝てるわけじゃないのよ？」

　そう言われた羽奈は悔くやしそうに歯は噛がみする。

　だがそれも束の間、次の瞬しゆん間かんには美影先生の姿が消えていた。

「!?」

　羽奈は反射的に身構える。

　刹せつ那な、彼女の体が取り囲んでいた生徒達の外へと弾はじき飛とばされていた。

　そして、先刻まで羽奈が立っていた場所には悠ゆう々ゆうと立つ美影先生の姿があった。

　あの僅わずかな間に距きよ離りを詰つめ、羽奈の懐深くにまで入り込んだらしい。

　それに、魔神装甲イーヴルギアを身につけた魔剣士を剣の力だけで弾き飛ばした。

　魔神の力を使っていないというのに尋じん常じようでない身体能力の高さだ。

「次は？」

　美影先生が誘いをかけると、羽奈の突とつ撃げきが口火となったのか、他の生徒達も次々に彼女へ襲おそいかかる。

　しかし、大部分の生徒達がたった一振りで右へ左へと斬きり捨すてられてゆく。

　千切っては投げ、とはこういう事を言うのだろう。

　こうした中、後方に控ひかえていた俺は横にいる万里枝先生に尋ねる。

「どんな感じですか？」

「ちょっと待って下さい」

　彼女は自分のレイピア型魔剣に有線で携けい帯たい端たん末まつを繋つなぎ、画面上で何かをいじっている。

　組み手中だというのになぜ彼女がこの場にいるのか？

　それは羽奈の魔神暴走リスクがどの程度にまで進行しているのかをその端末を使って計測する為だ。

　魔力回路を持つ魔剣を媒ばい介かいにする事で空気中に発生している魔光子濃度から、個人が持つ総魔力値を予測計算するらしい。

　万里枝先生の存在は、事故防止の為の補助という名目でフィールド上に入ってもらっているので生徒達にはそれほど怪あやしまれずにいた。

「出ました」

「どれです？」

　画面をのぞき込むと、曲線グラフといくつかの数字が並んでいるのが見えた。

　それが現在の羽奈の状態を示すものらしい。

「さほど動きが無いというか、安定してますね」

「何も変わってないって事ですか？」

「いえ、本当に僅かですが魔力値が微び減げん傾けい向こうにあるように見えます」

「この前のホームパーティーは結構役に立ってるってことですかね？」

「まあ、そうですね」

「それじゃあ、同じ要領で少しずつリスクを削って行くって事も可能ですね」

「かなり時間はかかりそうですが」

「よし、希望が出てきたぞ」

「でも、未いまだにリスクが高い状態である事は確かなので、その事は念頭に置いといて下さいね」

「了りよう解かい」

　そう答えたと同時だった。

　金属を叩たたき付つけたような音が間近で上がった。

　見ればそれは魔神装甲イーヴルギアを身にまとった一人の生徒が地面に転がったところだった。

　そのまま周囲に目を向けると、さっきまで勢い良く動いていた生徒達全員が息を切らして地面に片かた膝ひざを突いていた。

　そんなダウン状態の生徒達の中心で、ただ一人平然とした様子で立っている者がいる。

　美影先生だ。

　だが、よく見るとまだ彼女と対たい峙じしている生徒がいる。

　蓮花だった。

「さあ、泉せん明みよう寺じさん。あなたが最後よ。どこからでもかかってきて」

「……」

　蓮花は特に言葉で答えることも無く、鋭するどい眼光で相手を見つめる。

　しかし、俺の中には魔神隷従剣レメゲトンソードを通して彼女の気持ちが伝わってきていた。

　それは目の前の美影先生に対する憧あこがれの思い。

　幼い頃ころに遭そう遇ぐうした火災現場で彼女に助けられ、その強さに惹ひかれ、彼女のようになりたいと思い、同じ舞ぶ台たいまでやってきた。

　その憧れの相手と初めて直接、剣を交えるのだ。

　思いの中身は、嬉しさと恐れが入り混じる複雑なものだった。

　瞬刻、揺ゆれ動うごいていた思いが覚かく悟ごに変わる。

　蓮花が動いた。

　真正面から相手を捉とらえ、ブレの無い正直な一いち撃げきを繰り出した。

　これに美影先生はあえて避よけることをせず、蓮花の気持ちに応えるように自らの剣で受け止める。

「結構、重い剣なのね。でも、あまりに正直すぎる太た刀ち筋すじ」

　厚みのある刀身が蓮花の剣を払はらい除のける。

　蓮花は一いつ旦たん後方に逃のがれると、再び攻こう勢せいに出る。

　しかし、そこに魔光子の光は無い。

　そういえば最初から彼女の剣に魔力を感じなかった。

　俺は悟った。

　蓮花は、剣技のみで美影先生に挑いどむつもりだと。

　そうなれば純じゆん粋すいに剣の技量のみでの戦いとなる。

　彼女はそれが分かっていて、

　それがしたくて、

　端からそう決めていたのだろう。

　美影先生もその事を察したようで、動きが変わる。

　蓮花の攻こう撃げきを薙ないだ直後、そこに流れるような連撃を加える。

　とても身みの丈たけほどの大剣を扱あつかっているとは思えない滑なめらかな剣けん捌さばき。

　だが、蓮花も負けてはいない。

　彼女は過去において魔力の扱いこそいまいちだったが、剣技に至っては相当の努力を重ねてきた人間だ。

　純粋に剣だけで競い合うなら、元黒鎧ステイール・六肢オブ・シンズの美影先生が相手でも充じゆう分ぶん渡わたり合あえるはず。

　蓮花は即そく座ざに身を翻ひるがえし、水面から飛び立った水鳥を撃ち落とすような鮮あざやかさで連撃を弾はじく。

　それで美影先生の目の色が変わった。

　今まで悠々と構えていた剣が、獲え物ものに噛かみつく狼おおかみのように狩猟本能を目覚めさせた。

　大剣が空を切り、唸うなりを上げて蓮花に猛もう追ついを仕し掛かける。

　何度か斬り合い刀身に火花を散らした後、鍔つば迫ぜり合あう。

　剣自体の大きさを比べれば、圧あつ倒とう的てきに蓮花のものが貧弱に映るが負けてはいない。

　むしろ押し返す勢いだ。

　彼女がそこまで必死になるのも、ずっと思い続けていた相手だからという事もあるが、この授業がランキングポイントとして評価される最後の機会だからだ。

　ここまでのランキングで闘妃インビンシブ夜会ルクイーンへの出場者が決まる。

《前に進み、あなたと同じ場所へ！》

　蓮花の心の声が聞こえてくる。

　強い思いが剣を持つ右腕に籠こもるのが分かる。

　彼女の魔神装甲イーヴルギアはなぜか右腕に偏かたよった形状をしている。
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　もしかしたら、それは美影先生への強い憧れに起因するものかもしれない。

　彼女の黒い右腕が蓮花の中で強きよう烈れつな印象を残しているのだ。

《一いつ矢し報むくいて見せる！》

　蓮花は押し切るつもりで全ての力を剣に注いだ。

　だが、美影先生は余よ裕ゆうありげに笑えむ。

「さっきから言ってるでしょ？　真ま面じ目めすぎるのよ」

「!?」

　途と端たん、大剣が退かれた。

　美影先生がわざと身を退いたのだ。

　だがその程度で蓮花はバランスを崩したりはしない。予想の範はん疇ちゆうだ。

　問題は力が抜かれた時の僅かな間。

　いくら予測していたとしても人間の筋肉は数字で測ったような動きは出来ない。どうしても小さな隙すきは生まれる。

　そこを突かれた。

　厚みを持った刃やいばが唸る。

　咄嗟に蓮花は己おのれの剣で防ぐが、体ごと吹き飛ばされる。

　次の瞬間には地面に叩き付けられていた。

「はい、終しゆう了りよう」

　呆ぼう然ぜんとした様子で尻しり餅もちをついている蓮花とは裏腹に、美影先生はいつもの調子だった。

　まあ、あんな極僅かしかない隙に剣を差し込まれたら誰だって避けられはしない。

　美影先生が人間離れした反応速度を持っているだけだ。

　そんなふうに慰なぐさめようと蓮花の下へ近寄ろうとした時だった。

「これで全員ね？　じゃあ今日の授業はこれでおしまーい」

　美影先生が言いながら魔剣を納めようとしたのだ。

「あっ、俺おれがまだです！」

　慌あわてて手を挙げる。

「えー」

　彼かの女じよはあからさまに面めん倒どう臭くさそうな顔をした。

「なんでそんな態度なんすか！」

「隷れい従じゆうの力を使われたら、いくらあたしでも勝てないもの」

「いや、使いませんて。ちゃんと俺自身の力だけでやりますよ」

「ほんとに～？」

「本当ですって。疑い深いなー」

「仕方が無いわねー」

「仕方が無いって……これ一応授業ですよね？」

「やるの？　やらないの？」

「やりますよ」

　なんか調子狂うなあ。

　俺は傍かたわらでへたり込んでいる蓮花の肩かたにポンと手を置いた。

「交代だ。俺が雪せつ辱じよくを果たしてやるよ」

　彼女はきょとんとした目で俺を見返してきた。

　そんな彼女の耳元で囁ささやく。

「こっそりサポートよろしくな」

　ここで言うサポートとは、蓮花の心の声を聞く事で戦せん闘とうを有利に運ぼうというもの。

　彼女が違った角度から美影先生の動きを教えてくれれば、一人で戦うより遥はるかに優すぐれた立ち回りができる。

　これまでも模擬戦や救出訓練などで度たび々たびそうしてきた。

　だが提案を聞いた蓮花は返事を渋しぶる。

「それってズルじゃないの？」

「魔力そのもので協力を得たらそうかもしれないけど、言葉だけならただのアドバイスだろ？　問題無いと思うけどな」

「でも……」

「俺は蓮花の魔神。一心同体も同然だぜ？」

「……」

　それで納なつ得とくしたのか、彼女は素す早ばやく立ち上がり、離れた場所へと下がる。

　俺は前に進み出て、美影先生と対峙した。

「お願いします」

「来なさい」

　視線で誘われる。

　俺は地面を蹴けって飛んだ。


・

・

・



　――数分後。

　美影先生は地面に片膝を突いていた。

「あれ？　俺、勝った??」

　あまり勝利に実感が無かった。

　それは多分、勝負に集中していたからだろう。

　極限の緊張感の中で黒鎧ステイール・六肢オブ・シンズとほぼ互ご角かくに渡り合った。

　気がついたら彼女の方が地面に足を付けていたのだ。

　美影先生がちゃんと魔神装甲イーヴルギアを身につけ、万ばん全ぜんの状態で勝負したのならば、恐らく負けていただろう。

　彼女は気け怠だるそうに立ち上がり、指に嵌はめている魔束輪ゴエテイアリングへ魔剣を納める。そのままスタスタと俺の所まで歩み寄ってきて――

「神前君」

「はい？」

「あなた、泉明寺さんのサポートを受けてたでしょ」

「はて何の事でしょう？」

　俺が惚とぼけてみせると彼女は視線を蓮花へと移す。

　蓮花はああいう性格だから美影先生の疑ぎ惑わくの視線に耐たえられず、あわあわと狼狽うろたえ始めた。

「組み手は一対一が基本だから、この授業、神前君は減点ってことで」

「なぬーっ!?」

　美影先生は携帯端末を取り出して、画面上で何かをいじり始めた。

　恐らく、そこにはこの授業の採点表が……。

「泉明寺さんも同罪なので減点」

「っ!?」

　蓮花からは冷たい視線を浴びる。

　俺はがっくりと項うな垂だれるのだった。




‡　‡　‡




　美影先生が行う組み手の授業が終わり、俺は闘技場アリーナの外へと出た。

　他の生徒達も疲つかれた顔で教室の方へ向かってぞろぞろと歩いて行くのが見える。

　俺もその集団に加わって校舎の方へ戻もどろうとしていた時だった。

　つんつんと肩を突っついてくる者がいる。

　振り向くとそこには不ふ機き嫌げんな顔をした蓮花が立っていた。

「ちょっと、いい？」

　目が合うなり、そう言ってきたので俺は何も言わず彼女の後について行く。

　向かったのは闘技場アリーナの横にあるちょっとした広場。

　そこまで来ると彼女の足が止まった。

「もうっ、どうするのよ！」

　第一声はそれだった。

「どうするって、何が？」

「分かってるでしょ。ポイントよ、ポイント。央真のせいで減点されちゃったじゃない」

「話に乗ったんだから同罪だろ」

「むっ……」

「そもそも俺達には非は無いと思うんだけどなー」

「まだそんな事を……」

「だってそうだろ？　蓮花だって俺の中の魔ま王おうの力を利用して戦ってるわけで、逆に俺が蓮花のアドバイスを求めたとしても状じよう況きようとしては一いつ緒しよじゃないか？」

「それは……」

「もとより俺達がちょっと特とく殊しゆな関係である事が問題なわけなんだよなー。その辺の所を少しくんでくれてもいいと思うんだが」

　俺がそう言うと不自然な沈黙が起きる。

「で、話はそれだけか？」

「えっ??」

「いや、わざわざそんな事を言いたいが為ためにこんな場所に呼び出した訳じゃ無いだろって事。減点についての話はただの口実だよな？」

　見み透すかされていたことが分かった蓮花は急に表情を真面目なものに変えた。

「そこに座すわりましょ」

　彼女に促うながされるままに近くにあったベンチへ並んで腰こしを下ろす。

　そして、蓮花から口を開くのを待った。

　それはすぐにやってくる。

「これ、前にも話したけど……魔剣祭の時の事で」

「まだ何か？」

　彼女は言いにくそうにうつむいていたが、しばらくすると微かに顎あごを上げる。

「あの事故の時、私が守った少年が央真だっただなんて……驚いたわ」

「ああ、あの時はほんと助かったぜ。感謝してるよ」

「私はただ……美影先生のようになりたいっていう思いがあったから……。それがあったから体が勝手に動いただけ。とても怖こわかったし、未熟だったわ」

「そうか？　でも俺はそのおかげで助かったんだし、蓮花の勇気はスゲーと思うぞ」

「……」

　彼女は素す直なおに喜べないような乾かわいた笑みを浮うかべる。

「本題はここからよ」

　言った直後、周囲の空気が張り詰めるのが分かる。

「記き憶おくが確かなら……央真を助けたあの時……私って…………死んでない？」

　不意に心臓を鷲わし掴づかみにされたような苦しさが込み上げてくる。

「いや……何を言ってんだ？　そんな訳無いだろ？　現に蓮花は今、ちゃんと生きてるじゃないか」

「ちゃんと答えて！」

　彼女らしくないキツい叱しつ声せいだった。

「だから意味が分からないって……」

「私、ちゃんと覚えてるの。あの時、央真の前に飛び出した私は、空から降ふってきた自衛隊機の翼つばさの破は片へんをこの身で受けた。鋭えい利りに砕くだけた鉄材が私のお腹なかを貫つらぬいていたわ。あの感覚は決して幻げん覚かくじゃない。現実。いっぱい血も出たし、絶望に等しい痛みもあった。すぐに意識も遠のいた。でも、気がついた時には会場から遙はるか遠くに離れた公園でブランコに乗っていた。おかしいでしょ？　私、確かに死んだのに……」

「……」

　俺は黙だまっていた。黙るしか方法を思いつけなかった。

「この不安の正体を知るには、央真しか頼たよれる人がいないの。知ってるんでしょ？　なら教えてよ。本当の事を！」

　彼女はもう自分の身に起きた事をちゃんと理解できている。

　ただ俺という証人にそれが事実だと後あと押おしして欲ほしいのだ。

　ぼんやりとした幻覚のような過去に決着をつけたがっている。

　そんな状態でこれ以上、黙っていても何の意味も無いだろう。

　俺はそう悟った。

「分かった。話すよ」

「え……」

　俺の態度が変わった事に彼女は一いつ瞬しゆんぼんやりとするが、すぐに覚悟を決めた者の顔付きに変わる。

「蓮花、お前は一度、死んでいる」

「そう、やっぱりね。そうだと思ったんだ」

　彼女は意外にも朗ほがらかに答えた。

「でも、今の私はなんで生きてるの？」

「それは事故が起きたあの時、俺が魔王と禁忌の契けい約やくをしたからさ」

「魔王……」

「そう、蓮花の良く知る魔王だ。奴やつに頼たのんで蓮花を生き返らせてもらった」

「!?」

　彼女は息を呑のんだ。そして恐る恐る尋たずねてくる。

「じゃあ……その禁忌っていうのは……？」

「俺の命を蓮花にやるってことさ」

「えっ……」

　蓮花の表情から喜き怒ど哀あい楽らくの全すべてが消え去った。

　ただ呆然と虚こ空くうに目を向けたままだ。

「そ、それじゃ……今の央真は??」

「俺の中には魔王の魂たましいがある」

「っ!?」

「蓮花を生き返らせたいと願った俺に奴が言ったのさ。俺の魂を蓮花に譲ゆずるという所業の代だい償しように、お前の体に住まわせろってな。だから蓮花の心の内が俺に筒つつ抜ぬけなのも、元は俺の魂だからって考えると納得できるだろ？」

「なんで、それをもっと早く教えてくれなかったの……？」

「なんでって……そんな事そう簡単に打ち明けられるわけないだろ。魔剣祭の時だって、わざわざ蓮花に悟られないよう契約直後、魔王に頼んで空間転移させてもらったんだからな。それにその時の副作用として、この学院に来るまで魔剣祭の記憶が封ふう印いんされてたし」

「……」

　真実を聞いて蓮花は言葉を失ったようだった。

　しばらくして不安げな様子で聞いてくる。

「これから、私達どうすればいいの？」

「どうするも何も、特にこれといってやる事は無いだろ」

「？」

「上う手まくいってるんだから、このままでいいってことさ」

　蓮花は気持ちの整理がつかず複雑な表情をしていた。

　そんな時、近くの茂しげみがカサカサッと葉擦れの音を立てた。

　俺達の視線が自然とそちらに向けられる。

　と、そこには二人にとって見覚えのある少女が立っていた。

　線が細く、中学生くらいに見える女の子。

「「雪乃??」」

「あっ……」

　彼女は、「しまった」という表情で立たち尽つくしていた。

　魔剣士になれなかった事から、余計に魔剣士に興味が出てしまった少女。そんな雪乃とは先日、バッティングセンターで出会っていた。

「す、すみません……盗ぬすみ聞ぎきするつもりは無かったんですが、通りかかったら声が聞こえてきて……」

「もしかして今の話、全部聞いてた？」

「あ……はい」

　雪乃は申し訳無さそうに頭を下げた。

　俺と蓮花の関係性が第三者にバレてしまったからといって、俺達の日常がどうこう変わるわけではないが、こういうデリケートな過去話は二人だけのものとして、しまっておきたかった。それが正直な気持ちだ。

　でも聞かれてしまった後では、今さらどうにもならないのも事実だ。

「今のは聞かなかった事にしてくれるか？　プライベートな問題だから……な？」

「ええ、もちろんです。私は何も見てません、聞いてません」

「そうしてくれると助かる」

　素直に応じてくれて、ほっとした。

　と、すぐに雪乃に対しての疑問が湧わいてくる。

「あれ？　そういえば、なんでこんな所に？」

「今日は学院の公開見学日だったんですよ。それで」

「ってことは、さっきの組み手を見てたって事？」

「はい！　観客席で見させて頂きました」

　雪乃は目を輝かがやかせながら答えた。

「凄すごかったですねー。特に泉明寺さんの立ち回りには興奮しっぱなしでした。格好良かったです」

「えっ……それは……あ、ありがとう……」

　蓮花は照てれ臭くさそうにしながらも礼だけはちゃんと伝えた。

「あれ？　俺は？」

「神前さんももちろん格好良かったですよ」

「そうだろ、そうだろ。もっと褒ほめていいぜ？」

　それで雪乃は微ほほ笑えみを見せた。

　しかし、すぐにその笑みは手の平に落ちた雪粒のように、さっと溶とけて消えた。

　異変に気付いた俺は彼女に尋ねる。

「どうした？」

「いえ、羨うらやましいなーと思いまして……」

「？」

「お二人の素す晴ばらしい剣けん舞ぶを見ていると、完全に諦あきらめたはずのものが心の奥おく底そこで熱を持って燻くすぶり始はじめるんです……。それがちょっと苦しいというか……あ……いえ！　今のは無しでっ！」

　言葉を掻かき消けす動作なのか、雪乃は体の前で激しく両手を振ふってみせた。

　そして明るい表情を取とり繕つくろう。

「これからも、ちょくちょく見に来ていいですか？」

「ああ、構わないけど。それにダメって言っても来るんだろうしな」

「そうですね」

　彼女は茶ちや目めっ気けのある笑みを見せた。

「じゃあ、私はこれで」

「えっ、もう行くの？」

　蓮花は名残なごり惜おしそうに言った。

「はい、バイトがありますから」

「じゃあ仕方が無いわね」

　彼女の言葉を受けて雪乃は体の向きを変える。

　そして手を振ってきた。

「お二人共、これからも頑張って下さい。応おう援えんしてますからー」

「おう」

　俺が景気良く返事をすると、彼女は急ぎ足で校門の方へと消えて行った。

　心なしか俺は、その時の雪乃の後ろ姿に言葉に言い表す事の出来ない違い和わ感かんを覚えていた。







四章　魂の代償







　二年生の教室が、ここ最近得も言われぬ空気に包まれている。

　普段通りの生活を行いながらも、どこかピリピリとしたムードが漂ただよっているのだ。

　それも最終的なクラスランキングの発表を数日後に控えている為。

　この結果で学年最高峰（実質、学院ナンバーワン）を決める闘妃インビンシブ夜会ルクイーンへの出場者が決まる。

　各クラスから最優秀者が一人。

　四クラス、四人が出で揃そろう。

　その四人が戦う闘妃インビンシブ夜会ルクイーンはトーナメント方式だ。

　二回勝てば優勝。

　学院最強の名めい誉よと魔剣士隊本部への推すい薦せんを受けられる。

　――のだが、実技の授業をほとんど消化した今の生徒達にとっては、後は結果を待つのみ。だから、みんな手て持もち無ぶ沙さ汰たでやきもきとしているのだ。

　それは目の前にいる蓮れん花かにおいても同じだった。

　今はお昼時で、みんなして食堂で昼飯を食べている時なのだが、蓮花は先さき程ほどから自分の皿にあるピラフのグリーンピースをスプーンで突つつく行こう為いをずっと繰り返していた。

　瞳ひとみは虚うつろで、心ここに在らずといった表情。無論、ピラフはまったく口にする気配がない。

　大きめの丸テーブルには彼女の他に、羽は奈な、クロエ、クロアも着いていたのだが、彼女達も同様にぼんやりとしていた。

　俺はこの空気に耐えきれなくなって口を開く。

「あのさ、もう待つことしか出来ないんだから、堂々としてたらいいんじゃないか？」

　思い切って言ってみたが彼女達の反応は薄うすい。

　その中でも口を開いたのはクロエだった。

「それはそうなんですけど……ふとした時にあの時ああしていれば……とか、そういう後こう悔かいの念が押おし寄よせてくるんですよねー……はぁ」

「だったら尚なお更さら、こんなふうに悶もん々もんとしていると余計な事を考えちゃうんじゃないか？」

「そうですね、じゃあちょっと気持ちを切り替えましょうかね」

「そうした方がいい。羽奈も、な？」

「へっ!?」

　急に振られて羽奈は身を震ふるわせた。

「少しランキングの事は忘れたらって事」

「えっ、あっ、は、はいっ！」

　彼女は赤くなりながら、やたらと緊張している。これはランキングの事を心配しての反応じゃない。

　しきりに俺を気にして視線をチラチラと向けてきている事から、この前のデートやホームパーティーでの事を思い出して意識しているのだろう。

　それならそれでいいか。

　クロアは相変わらずの無表情でそこに座っていたが、彼女がぼんやりしているのはいつも通りだ。

　そもそも彼女は研究監視対象としてこの学院に在ざい籍せきしているので、今回のこのランキングには不参加だしな。

　となると一番緊張に振り回されているのは、やはり蓮花という事になる。

　実際、ぼんやりとした表情で、いまだにグリーンピースを突き続けていたし。

　このままにしておくのもどうかと思った俺は、彼女をリラックスさせようと考えた。

「蓮花、そんなに気を張り続けてると疲れてしまうぞ？」

「え？　誰だれが気を張ってるですって？」

　彼女は本気で何の事だか分からないといった顔をした。

「いやいや、蓮花しかいないだろ」

「私？　私がなんで気を張る必要があるのよ？」

「今だって心ここに在らずって感じで、ぼーっとしてただろ？　ランキングの発表が間近で色んな事を考えてしまうのは分かるけどさ、今からそんなんだと体にも良くないぞ？」

　俺の心配とは裏腹に彼女は微び笑しようを浮かべる。

「なんだ、そんな事？　それはもちろんランキングに関しては気になるわよ？　でも、心配したところでどうにかなるわけでもないし、もう覚悟はとうに決まってるわ。気にかければポイントが増えるわけでもないでしょ？」

「じゃあ、なんでさっきから、ぼんやりしてるんだよ」

「あー……それは、雪ゆき乃のの事でちょっとね」

「雪乃？」

　予想していなかった名前が出てきた。なぜここで雪乃なのだろうか？

　当然、同席していた羽奈やクロエ達は「誰??」といった顔をしていた。

「気になる事があるのよ。彼女を見ていると私――」

　蓮花がそこまで言いかけた時だった。

　彼女の携けい帯たい端たん末まつが着信のメロディを奏かなでたのだ。

　すぐに端末を手に取り、画面に視線を流す。

　どうやらメールが届いたらしい。

　内容を読み終えた彼女は、唐とう突とつにこう言った。

「ちょっと行ってくる」

「行ってくるって、どこへ？」

　尋ねると彼女は俺に端末の画面を向けてきた。




［ご相談したい事があるのですが、会って頂けませんか？　　　雪乃］




　そこにはそう書かれていた。

「いつの間にアドレス交こう換かんしたんだ？」

「初めて会った時よ。女の子同士でしか話せないような事も聞きたいからって」

「なるほど。で、なんでそんなに急ぐんだ？　これからまだ午後の授業もあるだろ。抜け出してまでの事なのか？」

「もちろん授業が終わってからよ。でも急ぎたい気持ちはあるわ。彼女、魔剣士になれなかった事をずっと引きずっているみたいで、思おもい詰つめている感があるのよね。気づいた？」

「え……あ、まあ」

　合わせるように返事をしてみたが……。

　以前、闘技場アリーナ近くで雪乃に出会った時に感じた違和感は、これだったんだろうか？

「だから、午後の授業が終わったら外出許可取って行ってくる」

「なら俺も一緒に」

「それはダメよ！」

　突とつ然ぜん、強い口調になったもんだから俺は少し戸と惑まどった。

　羽奈達も何事かと目を白黒させている。

　自分の行動に気づいた蓮花は慌てて平静を取り繕う。

「私一人で大だい丈じよう夫ぶよ」

「どうしてさ」

「それはさっきも言ったでしょ？　女の子同士でしか話せないような事もあるからって」

「む……」

　そう言われると引き下がるしかなかった。

　食事の後、蓮花は雪乃との待ち合わせ場所を決めているのか、しばらく端末をいじっていた。
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　一日の授業が終わり、みんなが帰宅の準備をし始めた頃ころ合あい。

　蓮花は予定通り外出許可をもらうため早々に職員室へ行ってしまった。

　そのまま街へ出かけるらしい。

　俺は万ま里り枝え先生の家に戻るか……。

　心の中で呟つぶやいた。

　蓮花と雪乃のやり取りに何か引っかかるものがあったが、あんなふうに思い切り断られてしまって強くは出られない。

　となると、他にやる事も無いので素直に帰るしかないのだ。

　手早く鞄かばんに荷物を詰める。

　そのまま足早に教室を出ようとした時だ。

「あの……神かん前ざき君」

　羽奈に呼び止められた。

　振り返ると以前よりだいぶ棘とげが取れて、柔やわらかい表情をしている彼女が立っていた。

「ん？　何？　今日もデートしたいの？　大だい歓かん迎げいだけど」

「ちっ!?　違ちがいます！　そうじゃなくて……お昼の時、泉せん明みよう寺じさんが話していた人の事で……」

「雪乃の事か」

「そういう名前の人なんですか」

「ああ、そうだ。気になるのか？　あ、分かった。俺に関かかわってくる女性は全てチェックしておきたいんだな？」

「そっ、そんなわけ無いじゃないですか！　私はただ、単純にどういうお知り合いなのかなあ……と思いまして。それだけです！」

　羽奈は赤い顔を必死に誤ご魔ま化かしながらそう言った。

「雪乃とは、バッティングセンターで出会ったんだ」

「バッティングセンター……？」

「ほら、この間、羽奈と映画見に行っただろ？　あの映画館が入っているアミューズメント施し設せつの屋上にバッティングセンターがあるんだ。雪乃はそこでバイトをしている店員なんだけど、魔剣士に興味があるみたいで、色々と彼女に話をしたりとかしているうちに仲良くなったのさ」

「そうなんですか」

　彼女はほっと胸を撫なで下おろしたような仕草を見せた。

　それからすぐ、なぜか人差し指を顎に当てて首を傾かしげる。

「でも、おかしいですね」

「何が？」

「あそこのバッティングセンターは、私が知る限りでは店長一人の経営で従業員を雇やとっているのを見たこと無いんですが……」

「は？」

「私、あそこ結構利用してるんですよ。ストレスが溜たまった時の憂うさ晴ばらしとかに丁度良くて……っじゃなくて、えっと今のは忘れて下さいっ！　そ……それで、あのバッティングセンターは店長一人なものですから、不定期で休業する事が良くあるんですよ。だから誰も雇っていないはずです」

　雪乃はあそこの従業員ではない？

「……って事は」

　嘘うそを吐ついている？

　なぜ？

　何の為に？

　俺は思し惟いを巡めぐらす。

　彼女から感じていた違和感の正体はこれだったのか？

　魔剣士に興味があると言って近付いてきた時もどこか不自然な感じがした。

　羽奈の言う通り、雪乃が嘘を吐いていたというならば、彼女が話していた内容も全てが真実ではない可能性が出てくる。

　欺あざむく必要の無い場所でそうしているわけだから疑われてもおかしくない。

　何にせよ彼女には何かがある事は確かだ。

　雪乃は悩なやみ事ごとを聞いて欲しいらしいのだと、出かける前の蓮花が言っていた。

　そんな蓮花の事も気がかりだ。

「悪い、ちょっと出かけてくる。羽奈には申し訳無いんだけど、俺の代わりに職員室へ外出届け出しておいてくれるか？」

「えっ!?」

「じゃあ、頼む」

「ちょ、ちょっと待って下さい！　あれって本人じゃないと許可が下りないですよ!?」

　背中から羽奈が何か叫さけんでいたが、階段を降り始めた俺おれにはすでにその内容を聞き取れなくなっていた。

　一階に降り、そのまま昇しよう降こう口ぐちから校舎外へと飛び出す。

　真意を確かめる為、俺の足は蓮花達たちの所へ向かっていた。
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　勢い良く飛び出したのはいいが蓮花達の居場所が分からない。

　待ち合わせ場所を決める為、二人でメールのやり取りをしていたのは知っていたが、その場所までは聞いてなかった。

　試ためしに蓮花に電話をかけてみたが、なぜか出ない。

　どういう事だ？

　可能性を考える。

　落ち合う場所として考えられるのは、この島唯ゆい一いつの街。

　それぐらいしか考えられない。

　雪乃と出会ったのもそこだったし。

　とりあえず街まで降りてみるか。着いたらまた蓮花に連れん絡らくを取ってみよう。

　そう決めた俺は学内闘技場アリーナの横を通って校門の方へと小走りし始めた。

　すると唐突に――

《やっぱり、そういうこと……》

　俺の脳内に声が響ひびいた。

　今さら考えるまでもない。蓮花の声だ。

　どうして今ここで？

　彼かの女じよの声が聞こえる範はん囲いはそう広くないということは、これまでの経験で分かっている。

　それが聞こえると言うことは、蓮花はこの近くにいるという事だ。

「どこだ？」

　足を止め周囲を見回す。

　辺りには手入れされた広場の木々があるだけで、建物といったら傍そばにある闘技場アリーナくらいしか目に入ってこない。

　そこしかないな。

　そう思った俺は闘技場アリーナの中へと足を踏ふみ入いれた。

　すぐに向かったのは見通しの利きく観客席。

　最上段の入り口から内部へと入ると、眼前にすり鉢状のスタンドが現れる。

　どこにいる？

　フィールドを見下ろすが、そこには誰もいない。

《おかしいと思っていたのよね》

　そこでまた蓮花の心の声が聞こえてくる。

　その声に引かれるように俺は視線を観客席の方へ流した。

　俺が入ってきた入り口の右手側。

　そこに二人はいた。

　しかし、彼女達の様子は到とう底てい、今まで悩み相談をしていたとは思えない状況だった。

　少し距きよ離りを開けて相対する蓮花と雪乃。

　そこには得も言われぬ緊きん迫ぱくした空気が漂っていた。

　雪乃は普段と変わらぬワンピース姿だったが、蓮花はなぜかその手に魔神隷従剣レメゲトンソードを現出させていて、その上、魔神装甲イーヴルギアまでまとっていたのだ。

　まるで臨戦態勢だった。

「何をやってんだ？」

　声をかけると二人は俺に視線を送ってくる。

「央おう真ま!?　どうしてここが？」

　困こん惑わくする彼女に俺は自分の頭を指差して伝える。

　それで蓮花は理解したようだ。

「これはこれは神前さん。どうしたんですか？　そんなに怖い顔をして」

　雪乃がこちらに向かって言ってくる。見た目はいつもの彼女だったが、体にまとった雰ふん囲い気きが全く違っていた。

　ただならぬ殺気を感じるのだ。

　それは蓮花が魔神装甲イーヴルギアをまとわなくては、と思うほどの強い殺気だった。

　こいつは普ふ通つうじゃないと判断した俺は、距離を取った状態で尋ねる。

「雪乃、どういう事だ？　これは」

「はて、なんの事ですか？」

「今さら惚とぼける必要なんて無いだろ。雪乃はあのバッティングセンターでバイトしているって前に言っただろ？　だが、あそこでは従業員は一いつ切さい雇やとっていないそうだ。なんでそんな嘘を吐いたんだ？　俺達に近付く為か？」

「そうですね。良く分かってるじゃないですか。その通りですよ」

　彼女は特に悪びれる様子も無い。

「でも泉明寺さんに相談事があったのは本当です」

「っ……」

　蓮花は歯は噛がみする。

　それは俺がここに来る以前に、雪乃の口から相談事の内容を聞いているからこそ出た表情だろう。

「なんとか泉明寺さんから頂きたいものがありまして。今それをお願いしていたところなんです」

「蓮花から？」

「はい、私が欲しいのは、彼女の〝命〟ですよ」

「!?」

　直後、雪乃の手の中に両りよう刃ばの剣けんが現れた。

　そのまま彼女は地面を蹴けり、蓮花との距離を一気に詰め、斬きり付つける。

　俺は即そく座ざに魔ま剣けんと装そう甲こうを現出させ、間に分け入った。

　剣同士が弾はじけ合あい、火花を散らす。

　魔光子の光？　雪乃の剣も魔剣なのか!?

　彼女は魔剣士にはなれなかった。その資格が無いと言っていた。

　それも嘘だったという事か？

　だが、そんな事を悠ゆう長ちように考えている暇ひまは無かった。

　雪乃の姿が目の前から消えたのだ。

　速い!?

　すぐさま気配が背後に移るのを感覚で捉とらえた。

　あくまで雪乃の狙ねらいは蓮花。そういうことか。

　反転した斬撃が蓮花を襲おそう。

　彼女も雪乃の攻こう撃げきを察知していたが、その反応速度では斬撃を受け止めることすらできないだろう。

　俺は、俺の中の力を解放した。

　体が人間の身体能力限界を超こえて動く。

　翻ひるがえったと同時に観客席の椅い子すが数個吹ふき飛とび、激しい剣圧が向かってくる雪乃に猛もう獣じゆうにように喰くらいつく。

「っと!?」

　これに雪乃は瞬しゆん時じに反応して避よけ、そのまま素す早ばやく後方に退いた。

「さすがは魔ま王おうの力ですね。ふふふ……」

　不敵な笑えみを浮うかべる。それは今まで接してきた彼女からは想像もつかない態度だった。

　とにかく俺は蓮花を遠ざけようと距離を取った。

　そして、隣となりで焦あせった顔をしている彼女に尋ねる。

「知ってたんだろ？」

「えっ……？」

「雪乃に何かあるって知ってたんだろ？　なのにもかかわず、理由を付けて一人で雪乃に会いに行った」

「それは……私一人でも解決できると思ったから……」

「そうかー？　俺に迷めい惑わくかけたくないとか思ったんじゃないのか？」

「そ、そんなことは……」

「俺はお前の魔ま神じんだぜ？　いつでも一いつ緒しよだって前に言っただろ？」

「……うん」

　彼女は照れ臭そうに頷うなずいた。

「で、蓮花はいつから雪乃があんな奴だって気づいてたんだ？」

「それはアミューズメント施し設せつ内ないにあるカフェで彼女に手を触さわられた時よ。あの時、ほんの僅わずかだけど魔ま力りよくを押さえ込まれるような感覚がしたの。普通じゃ無いって思ったわ」

「押さえ込まれるような力？　あの時、俺もベタベタ触られたけど、そんなの感じなかったぞ？」

「それは神前さんが魔王を内在しているからですよ」

　そう答えたのは雪乃だった。

　離はなれた場所から俺達の会話を聞いていたのだ。

「どういうことだ？」

「どういうことでしょうね？」

　この期ごに及およんで、まだはぐらかすような事を言う。

「いい加減に名乗ったらどうだ。ここまでして、まだ魔剣士を目指していた健けな気げな少女を演じるつもりか？　お前は一体何者なんだ」

「何者……そうですね。いいでしょう、お教えしましょう。細さい木き雪乃というのはもちろん偽ぎ名めいです」

　そこで彼女は持っていた剣を手前に向けてみせる。

「私は――いや、ここは〝僕ぼく〟と言うべきかな。僕はこの魔神隷従剣レメゲトンソードの開発者、叶か野のう冬とう也やさ」

「「!?」」

　俺と蓮花は絶句した。

「ちょっと待て！　お前が失しつ踪そう中ちゆうのあの叶野冬也だっていうのか？　少なくとも俺が知る叶野って人間は男だぞ？」

　すると雪乃は、軽い笑みを浮かべながら自身の剣を胸の前に持ってくる。

　そこで、こう唱えた。

「魔麗装ドレスアツプ」

　すると雪乃の周りに目ま映ばゆいほどの光の旋せん風ぷうが巻き起こる。

　光は彼女の体にまとわりつき、着ていた衣服を装甲へと変化させる。

　それは純白のタキシードにも似た形の装甲だった。

　そして光の風は――彼女の長い髪かみをも拭ぬぐい去さった。

　魔光子の輝きが消失した後に現れたのは、かなり短いプラチナシルバーの髪。

　その場に立っていたのは女の子のような綺き麗れいな顔立ちをした〝少年〟だった。

「これでどうかな？　信じてもらえた？」

　口調も少し男っぽく切り替わる。
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「服装と髪の長さが変わっただけで、たいして違いは無いんだが」

「そうは言っても、これが僕自身だしね。まあ、女性しかいないこの島に怪あやしまれず潜せん入にゆうするには都合が良かったけど」

「信じられないな。もしお前が叶野冬也だって言うのならば、現在の彼かれは四十から五十くらいの年ねん齢れいだぞ？　どこをどう見てもそんな人物には見えないんだが」

「ふっふっふっ、そうだね。そう思われても仕方が無いか。言うなればこの体は僕の十代だった頃ころの体って事。魔力を使って身体の成長を逆行させているのさ」

「若返り――だっていうのか？　そんな事が本当に可能なのか？」

「まあ普通の魔剣士には出来ないだろうね。そこはほら僕が魔剣の開発者でそれを熟知している叶野冬也であると同時に――」

　彼は意図的に一呼吸、間を開けた。

「――ソロモン王でもあるのだから」

「なんだと……!?」

　俺も蓮花も息を呑のんだ。

「そこにいる泉明寺さんが、僕が触ふれた時、押さえ込まれるような感じがしたって言ったよね？　それはソロモン王が持つ隷れい従じゆうの力のせいさ。神前君が何も感じなかったのは魔王にも隷従の力があるから。同じ力同士では無力化されてしまうからね」

　冬也はさも楽しそうに話していた。

　まさか本当に彼がソロモン王なのか？

　そうなると、鉄てつ騎きを差し向け、大型客船を狙ったテロを指図したのも彼だという事になる。

　俺は改めて身構えた。

「魔神隷従剣レメゲトンソードの開発者で、尚なお且かつソロモン王――。そんなお前が何の理由があって蓮花の命を狙うんだ？」

「僕はね。彼女の体の中にある〝魂たましい〟に興味があるんだ」

「魂……だと？」

「そうだよ。何度も言わせないでよ。でも、せっかくだから改めて聞いておこうか。彼女の中にある魂って、神前君のものだよね？」

「ああ、そうだな。それはお前に立ち聞きされちまってるしな」

「それが分かったからこそ僕はこうして行動に移ったわけなんだけども」

「俺達に興味があるとかそれらしい事を言って、嗅かぎ回まわっていたってわけか」

「まあ、最初に泉明寺さんの手に触れた時にはっきりと確信していたんだけどね。微び量りようの魔力を送ってみたら普通とは違う人間の反応が返ってきたから」

「で、その魂になんの用があるっていうんだ？」

　尋たずねた直後、穏おだやかだった冬也の顔付きが鋭するどいものに変わる。

「そいつを使って僕の愛した人を――生き返らせるのさ」

「な……」

「何を驚おどろいているんだい？　君も過去に同じ事をやっただろ」

「……」

「僕はずっと探し求めていたんだ。人を蘇よみがえらせる方法というものを。そこで辿たどり着ついたのが古いにしえの魔導書レメゲトンだった。かつてのソロモン王が使し役えきしたとされる魔神達の中に魂を扱あつかう力を持つ者がいる。それを突き止めたんだ。そこから僕の研究が始まった。まずは人が魔力を扱あつかい易やすくする為ための道具を作った。それが魔神隷従剣レメゲトンソードさ。しかし、それが自分達にとって有用だと分かった周囲は僕からそいつを取り上げた……」

　冬也は悔くやしそうに歯噛みする。

「そして新たな方法を模も索さくする為に僕は水面下に潜もぐりながら研究を続けた。そしてある日、君が現れた。魔王を内在する君が。僕はずっと72柱の魔神の中に魂を操あやつる能力を持つ者がいると信じていた。しかし盲もう点てんだった。魔神の頂点に君臨する魔王こそが魂を扱える唯一の存在だったんだ」

　彼の拳こぶしに力が入るのが見て取れた。

「それが分かった今、僕がやる事はただ一つ。泉明寺さんの中にある神前君の魂を取り出し、僕の彼女に移植する。それで僕の愛した人は蘇る」

「そんな事をしたら……」

「そこにいる泉明寺さんは死ぬだろうね」

「……！」

　傍にいた蓮花がビクッと震える反応を見せた。

「でも心配しなくていいよ、泉明寺さんは僕の彼女の中で生きるのだから。あれ？　でも、この場合、神前君の魂を移植するわけだから実際には君なのか。まあどっちでもいいや」

「……そんな事をこの俺が易やす々やすとさせるとでも思ってるのか？」

「おや、自分だけ都合良く魂をやり取りしておいて、僕には使わせてくれないのかい？　ずるいじゃないか。それとも、今さら善人を気取るのかい？　君はすでに悪あく魔まの所業に手を出しているんだよ？」

「……そんな事は分かってる」

「ん？」

「死んだ人間を蘇らせるだなんて都合の良い事、何の代だい償しようも無しにできるとは思っていない。でも、その時の幼い俺に出来たのはそう願う事が精せい一いつ杯ぱいだった。そして今、それが間ま違ちがった行為だと責められても、蓮花には誰にも手は出せない。それは、俺がそうしたいからだ」

　冬也のみならず、蓮花も虚きよを突かれたような顔をしていた。

　だが、すぐに――

「はははは、開き直るとはね。面おも白しろい。それなら僕がやる事にも文句は言えないよね」

「ごちゃごちゃ言ってないで、さっさとかかってきたらどうだ？」

「せっかちだね。まあ、そういうの僕は嫌いじゃないけど。分かり易いし」

「焦っているのはお前の方じゃないか？」

「ふ……そうだね!!」

　ほくそ笑んだ冬也は直後、蓮花の眼前に移動していた。

　その速さは装甲を身につける前より上がっている。

　彼の斬撃が蓮花の頭部を捉える。

　俺は咄とつ嗟さに剣を差し込み、これを受け止めた。

「ふふ……」

　攻撃を弾かれたのにもかかわらず彼は笑みを浮かべていた。

　俺はそれを不ふ審しんに思った。

　そして、ふと疑問を覚えた。

「そういえばソロモン王に会ったら聞きたい事があったんだった」

「ん？　なんだい？」

「ここ最近、日本の周辺各地で起こっていたテロ事件。あれは全すべてお前の指図なんだよな？」

「そうだけど、それが何か？」

　その表情からは特に罪の意識は汲くみ取とれない。

「お前の目的が恋こい人びとを生き返らせる事というならば、なぜ無差別に多くの人間を苦しめたりしたんだ？　関係の無い人間を巻き込む必要は無いだろ」

「共感してもらいたいからさ」

「は？」

　冬也が一いつ瞬しゆんだけ、悲しい瞳をみせたのを俺は見み逃のがさなかった。

「彼女はテロに巻き込まれて死んだんだ。しかも酷ひどく凄せい惨さんなやり口のね。君はまだ幼い頃だったろうから覚えていないだろうけど、大型ショッピングセンターを狙った火災テロが起きてね」

　火災テロ？　大型ショッピングセンター？

　その単語で俺はもしや……と思った。

　それって、もしかして過去に蓮花が被ひ害がいにあった事件と同一か!?

「一瞬で命を奪うばうような爆破テロとは違って、居合わせた客は皆、じわじわと炙り殺されたそうだよ。さぞ苦しかっただろうね。その時の彼女の気持ちを思うと、胸が締め付けられるようでね。是非、多くの人達にも彼女の思いを、痛みを、共有して欲しいと思ったんだ」

「おい……本気でそんな事を思ってるのか？」

「？」

「確かにお前も、お前の彼女も苦しい思いをしたかもしれない。でも、今のお前を見たら彼女は悲しむんじゃないか？」

「悲しむ？　どうして？」

　彼は本当に意味が分からないといった表情をみせた。

「じゃあ、本人に聞いてみようじゃないか。答えは決まっているだろうけど。その為にも――」

　彼が言いかけたその時だった。

「!?」

　まるで疾風のような見えない何かが俺の目の前を駆け抜けた。

　それと同時に俺の手から黒王の剣が消えていた。

　その見えない何かに叩たたき落おとされたのだ。

　しかし、強い力で弾かれたはずの剣は地面へは転がらず、宙を舞って、空中で静止する。

「なんだ!?」

　次の瞬しゆん間かん、今まで何にも無かった空間に人の姿が浮かび上がった。

　瞬く間に現れたのは黒王の剣を持って立つ、髪の長い女性の姿だった。

　俺達よりは少し上の年齢に見える彼女は、かつてのクロアや旅客船を襲ったレイニと同じような鋼鉄の装甲を身につけていた。

「鉄騎……？」

「驚いたかい？」

　冬也は得意気に言う。

「彼女はハルキュオネ。ステルス迷彩能力の天啓アレテイドロンを持つ、剣けん士しさ」

「天啓アレテイドロン……クロアやレイニと同じ力か」

「そうそう、オリジナルのレメゲトンを取り上げられた僕は、事を成す為の力を失ってしまった。その時に救ってくれたのが彼女ら天啓アレテイドロンを持つ者の存在さ。そもそもレメゲトンは全五章からなる魔導書だということを知っているかい？　そのうちの第一章、ゴエティアの力が魔神隷従剣レメゲトンソードに使われているのだけれど、幸いにも残りの四章はこちらの手にあるんだよ。それを使い、天啓アレテイドロン保有者と合わせて魔ま剣けん士しとは別系統の剣士を作り出したってわけ。実働に至るまでにはだいぶ苦労したけどね。まあ、失った魂の蘇生法と、新たな魔剣士を研究する過程でこうして若返りという副産物を得ることもできたんだけど」

「それで、その自慢の剣士に俺の剣を奪わせて何をしようっていうんだ？」

「俺の剣だって？　そもそも黒王の剣はソロモン王の為に作られた剣。ということは正当な所有者はこの僕のはずだけど？」

「所有者の件はそういう事にしておいてやるよ。で、蓮花を狙う振りをして、最初から黒王の剣を奪う事が目的だったんだろって聞いてんだ」

　蓮花を呼び出せば、そのうち俺も一緒に釣つられてやってくると冬也は考えていたはずだ。

「まあね。泉明寺さんから魂を取り出すには恐おそらくこの剣の力が必要になってくると踏んでいるんだ。それに、ソロモン王が本来の力を取り戻すには必要な道具なんでね。なにしろこの剣の中にオリジナルのレメゲトンが納められているんだから」

「なっ……」

　俺も蓮花も目を見張った。

「さあ、必要なものは揃そろった。おとなしく魂を抉られるか、それとも魔剣士達を島ごと破滅させるか、どちらを先にしようか？　選んでよ」

「どっちもごめんだ」

　言葉を斬り捨てると、冬也の傍に移動したハルキュオネが初めて口を開く。

「ソロモン王様が選択肢を与えて下さっているだけで、有り難いと思いなさい」

「生あい憎にくそれを有り難いと思えるくらい、奴やつに入れ込んではいないんでね。君みたいに」

「……」

「なぜ君は、彼みたいな者の言いなりになってるんだ？」

「言いなりとは失礼ですね。私は自らの意志でソロモン王様に使えているのです。我わが主に対し、侮辱するような発言を続けるのならばそれ相応の裁きを受けて貰もらいますよ」

「あんたみたいな綺麗な人にお仕置きされるのなら、結構それもいいかもな」

「くっ……！」

　彼女の表情が人を殺めることをも躊躇わない冷たいものに変わった。

「まあまあ、そんなにいきり立つなって。俺はただ、なぜそこまでソロモン王に入れ込んでいるのか聞きたかっただけさ」

　彼女は一時、逡しゆん巡じゆんしたが、すぐに顔を上げる。

「ソロモン王様は私達、天啓アレテイドロンを持つ者の救世主だからです」

「救世主だって？」

「人と少し違った力を持って生まれてきてしまった私達は、この世の中において目立ち過ぎる存在なのです。実際にその異質な力のせいで虐げられ、迫害を受けてきた。そんな天啓アレテイドロンを持つ者達が自由に生きられる世界を作って下さると、ソロモン王様は約束してくれました。だから、我が主が望むことを私は全力でお助けしたい」

　ハルキュオネの瞳ひとみは完全に冬也に心酔している目だった。

　ちょっとやそっとで思い直すような雰囲気はまるで無い。

「話は終わったかい？」

　待ちくたびれたと言わんばかりの口調で冬也が言った。

　そして持っていた剣をその場に投げ捨てると、隣にいる彼女に向かって手の平を表に返す。

「ハルキュオネ、黒王の剣をこちらに」

「はっ」

　彼女から剣を受け取った冬也は、感覚を確かめるように片手で軽く素振りをしてみせる。

「ようやく、この手に戻もどってきたね。良い感じだ。これも君のおかげだね、ハルキュオネ。礼を言うよ」

「はっ、はい！　いえ、もったいないお言葉、恐れ入ります！」

　今まで淡々とした調子だった彼女が、冬也の言葉に僅かに取り乱す。

「ついででなんだけど、もう一つお願いを聞いてくれるかい？」

「はいっ、なんでしょう？」

「ちょっと試しに、こいつで斬られてはくれないかい？」

「え？」

　彼女は突とつ然ぜんの申し出に虚を突つかれたような目をしていた。

　そして俺と蓮花も恐らく彼女と同じような顔をしていたに違いない。

　冬也は笑え顔がおで言う。

「実験台になってくれってことさ」

「承知しました」

　驚いたことにハルキュオネは、何の疑いも持たない様子で彼の申し出をあっさりと受け入れた。

　そして冬也は特に前置きをするわけでもなく――彼女の胸を貫つらぬいた。

「っく……!?」

　彼女の身が僅かに跳ねる。

　だが冬也は無感情のままに、下方に向かって切り裂いた。

　胸むな元もとから腹の辺りまで、ぱっくりと口を開けたハルキュオネの躯。

　しかしそこに血飛沫や臓物などは無かった。

　あったのは開口部とその中に広がる闇色の異空間。

　そしてその空間の真ん中に青白い光を放つ球体が浮かんでいた。

　冬也はそれを掴つかみ取とろうと手を伸のばす。

　が、手にした途と端たん、霞のように放散して消えてしまった。

「ソロモン王……様……」

　ハルキュオネがかすれた声を上げる。瞳は焦点が定まっていない。

「天啓アレテイドロンを……みんなを……お願い……します……」

「ああ分かったよ」

　冬也は言葉ではそう答えたが、その表情に感情はこもっていなかった。

　彼にその気が無いのは当事者でない俺でさえ理解できてしまった。

　ハルキュオネの顔から生気が消きえ失うせてゆく。

　そのまま彼女の体は、腹に空いた闇の中へと吸い込まれるように消えて行ってしまった。

「やはりダメだね。もしやと思ってやってみたけれど、魔王が手を加えた特別製の魂でないと上う手まくいかないようだ」

　冬也は今自分でした事を全く気にも留めず、そう続けた。

　蓮花の姿が彼の瞳に映る。

　俺は自分の中に沸々と滾る何かを感じていた。

「お前……」

「さて、いつまで経たっても自分たちの運命を選択してくれないようだから、僕の方で決めてしまうよ」

　冬也は改めて剣を構え直した。

「やはり、魂の方から先にもらおうかな！」

　彼は地を蹴った。

　暗黒の切っ先が蓮花目め掛がけて突き進む。

　だが俺は丸腰の状態。彼女を守る術が無い。

　なら、この身を盾にしてでも！

　そう決めて前に出る。

　しかし蓮花は、自ら俺よりも前に進み出て、防御態勢を取る。

　激しい金属音。

　彼女は辛かろうじて黒王の剣を受け止めていた。

「ほう、思ったよりもやるじゃないか」

「くっ……」

　見るからに重そうな剣圧を苦悶の表情で耐たえている。

　よし、それなら……！　蓮花、すまないがもう少しだけ堪こらえてくれ。

　俺は滑り込むように飛び出し、冬也が投げ捨てた剣を拾う。

　魔剣として使えるのかは分からないが、素手よりはずっとましだ。

　シンプルな形状の長剣をしっかりと握にぎると、跳ね返るように直線ターンし、冬也の背中にその刃やいばを振り下ろす。

「失礼」

　彼は蓮花を思い切り弾き飛ばす。

「きゃっ!?」

　そのまま反転し、斬り付けた俺の剣に合わせてくる。

　刃がぶつかり合うと、激突した一点を中心に衝撃波が発生した。

　スタンドは俺達を中心に円形に陥没し、近くの壁をも破壊する。

　空震が巻き起こり、闘技場アリーナ全体が悲鳴のような声を上げた。

「その剣は魔力回路の構造が魔神隷従剣レメゲトンソードとは異なるんだけどなー。それなりに使いこなしているところを見るとさすがは魔王と言うべきか？　興味深いねえ」

　冬也の顔に研究者としての姿が見え隠れする。

「でも、黒王の剣を手にした、この僕には勝てないよ！」

　刃同士を重ねた状態。

　彼はそこから剣を切り上げる。

　とても大きなモーションだった。

　あからさまに出来た隙すき。

　何かの誘さそいか？　そうとも思った。

　しかし、このチャンスをみすみす逃のがすわけにもいかない。

　俺は攻こう勢せいに出た。

　だが――刃先が進まない!?

　相手の剣はもうそこに無いというのにだ。

　まさか、残像が質量を持っている!?

　そこへ、脳内に声が響く。

《左!!》

　俺は反射的に身を反らせ左からきた刃を紙一重でかわす。

　しかし太た刀ち筋すじが質量として残り、俺の装甲の一部に擦り傷をつける。

　振り抜かれた剣は衝撃波を伴い、スタンドの外壁を砕く。

　瓦礫が崩落の音を立てて場外へ落下していった。

　途と轍てつもない力だった。

　蓮花のサポートが無かったら今頃あれをまともに受けていたところだ。

　ひやりと肝を冷やしていると、崩落した壁の向こうから騒がしい声が聞こえてくる。

「なにこれ!?　どうなってるの!?」

「誰だれか戦ってる！」

「でも闘技場アリーナには魔力障壁が張ってあるはずよ？　こんなふうになるわけが……」

　どうやら学院の生徒達が異変に気づいたらしい。

　何人かの女の子達がフィールド上にまで入ってきてスタンドを見上げている。

「あ、あそこ！」

「大変!?　誰か先生を呼んできて！」

　そんな声も聞こえる。

　その様子を見ていた冬也は残念そうに言う。

「あーあ、予定より早めに気づかれてしまったね。仕方が無い。泉明寺さんの中身は後回しにして、先にこの島の人間から殲滅しようか」

　彼は黒王の剣を地面に突き立てた。

「何をする気だ？」

「まあ見ていてよ。魔神達の楽しい舞踏会を」

　舞踏会だって？

　真意を見極める前に彼はすでに動いていた。

　冬也は剣の柄に両手をかざした。

　すると刀身が共鳴しているのか、高周波の鳴動を起こす。

　間も無くして柄の中心部から本の形をした光の固まりが浮かび上がった。

「もしかして、あれが……オリジナルレメゲトン??」

　観客席の陰かげで膝を突いていた蓮花が呟つぶやいた。

　冬也自身も黒王の剣の中にレメゲトンの存在があることを言及していたし、恐らく彼女の言う通りあれがレメゲトンなのだと思う。

　それで奴は何をしようというのか？

「さあ、自由に舞い踊れ！　狂乱の時だ！」

　冬也が叫さけんだ。

　レメゲトンが光の粒つぶとなって砕け散る。

　途端、闘技場アリーナ内にいた女生徒達の間から悲鳴が上がった。

　彼女達の魔剣が強制的に現出して、そこから陽炎かげろうのような揺らぎが立ち上っていたのだ。

　その現象は今まで幾いく度どとなく目にしてきたから間違いは無い。

「契約解放だと!?」

　見る間に陽炎は荒れ狂う魔力の塊となって闘技場アリーナ内を暴れ回る。

　そこだけじゃない。闘技場アリーナの外、学院校舎の方でも騒ぎが起き始めている。

　突風、劫火、雷撃、泥流、ありとあらゆる魔神の力が魔災となって島全体に溢れ出すのが外壁が崩れていたせいで、この場からも望めた。

　辺りは瞬く間に阿鼻叫喚の地獄絵図に変わっていたのだ。

「この島にいる全ての魔剣士の魔神を強制的に解放した。島ごと地図から消えて無くなるのも時間の問題だよ」

　冬也はさも楽しそうに言った。

　上空を飛び回る形無き魔神の魂は、地殻を震ふるわせるような呻うめき声ごえを上げている。

　この世では魔神隷従剣レメゲトンソードを媒ばい介かいせねば安定した形で存在できない魔神。それが故ゆえ、苦しんでいるのだ。

「器が無くなって、さぞ苦しいだろう？　もっと苦しむがいい。もっともがき苦しんで狂ったように暴れればいい。殺せ！　殺し尽くせ！　僕と彼女を苦しめ、笑った者すべてを。無関心であった者も同罪だ！　あはははははっ」

　彼は狂気に囚われていた。

　俺達は体勢を低くして物もの陰かげに隠かくれているというのに、彼は天井から落ちてくる瓦礫にも臆すること無く平然とそこに立っている。

　くそっ、どうすればいい？

　たとえ黒王の剣を取り返せたとしても、狂乱状態に陥っている魔神の魂には隷従の力が働かない。

　それに、これだけの数の魔神をどうやって？

　事態を収拾させる方法が思いつかずに苦悩している時だった。

　一体の荒れ狂った魔神が冬也に攻撃を仕掛けたのだ。

「っ!?　何を!?　僕はお前達の主、ソロモン王だぞ！」

　そう言い放つも、魔神は攻撃を止めなかった。

　その不定型な陽炎が牙を剥いた大口のようになって冬也を襲おそう。

　そんな行動を起こしたのは一体だけではなかった。周辺にいる全ての魔神がまるで示し合わせたように冬也を襲い始めたのだ。

　それは腹を空かせた猛獣の群れの中に生肉を放ほうり込こんだような光景だった。

「ふ、ふざけるなっ！　何を考えている！　ぐわっ……くそっ……！」

　瞬く間に無数の陽炎に喰いつかれ、彼の姿が見えなくなる。

　しばらくして陽炎が八方に散ると、その後には剣だけが残されていて冬也の姿はどこにもなかった。

「食われちまったのか……？」

　俺と蓮花は呆ぼう然ぜんとするだけだった。

　でも、魔神はどうして急に彼を襲ったのだろうか？

「王としての資格を失ったからだ」

「!?」

　不意に、俺の中で蓮花とは違う低い声が響ひびいた。

　聞く者を畏怖させるようなこの太い声。これは――

　魔王か！

「レメゲトンは神が人間に与えし物。その神の子たる天啓アレテイドロンを殺めたが故、神が彼あ奴やつを見放したのだ。魔神達を縛り付けていたものを自ら破壊してしまった。さすれば誰も彼奴を王とは認めないであろう」

　俺は冬也が黒王の剣けんにした事を思い出す。

　彼が剣に手をかざした時、レメゲトンと思しき光の塊が弾はじけ飛とんだのを見ていた。

　あの時に冬也はソロモン王としての資格を失っていたのだ。

「そうだ！」

　俺はすぐに思いつく。

　主を失い、未いまだ暴走を続ける魔神の魂達。

　生徒達の間では怪我人も出始めている。

　校舎からは火災が発生しているのか煙が立ち上っていた。

　こんな状じよう況きようではそう長くは保たない。

　だが魔王ならば、この事態を収める方法を知っているかもしれない。

　心の中に問いかける。

「おい、教えてくれ！　どうすれば魔神達の暴走を止められる！」

　少し遅おくれて声が響いてくる。脳を直接、震わせるような声だ。

「ソロモンの呪縛は解かれた。ならば魔界に還すのが常道であろう」

「還す？　どうやって？」

「我が力を人間が作りし剣に宿し、魔界への扉とびらを開く。それで魔神達は巣の臭いを嗅ぎ付け、自ら還るだろう」

　魔界への扉。

　蓮花が宙を切り裂いて異空間への入り口を作っていた事があったが、あんな感じでって事だろうか？

　なら、この俺達にもできるかもしれない。

「但し――」

　希望を持って動き始めた時、そんな声に呼び止められた。

「魔界への扉を開くには人の魂を媒介とする」

「それって……」

　俺は荒ぶる心を落ち着かせながら冷静に考える。

　魂を媒介にということは、即すなわち――

〝人の命と引き替え〟という事だ。

「それしか方法は無いのか？」

「絶無」

　魔王の声はそれ以降、聞こえなくなった。

　それはまるで俺を試しているようにもうかがえる。

「なら……」

　そう言いかけた時だった。

　少し離はなれた場所でカチャリと金具が擦れたような音がした。

　すぐにその方向へ目を向けると、地面に転がっていた黒王の剣を蓮花が拾い上げている。

「まさか……あいつ」

　嫌いやな予感がして俺は駆けた。

　案の定、彼女は剣の柄を逆手で握り、自分の胸に切っ先を向けようとしていた。

「何考えてんだ？」

「えっ!?」

　不意に俺が素手で刀身を掴んで止めたもんだから、彼女は驚いていた。

「央真!?　……血がっ!!」

　蓮花は慌あわてて剣から手を離し、俺の傍そばに身を寄せた。

「どうして……こんな！　早く離して！　手当しないと！」

　蓮花は泣きそうな顔で言ってきた。

「それより……今、明らかに自分が犠牲になろうとしてただろ？」

「……今はそんな場合じゃないでしょ！」

　俺の手を気にしながらも、彼女は明らかに戸と惑まどっていた。

「魔王との会話、蓮花にも聞こえていたんだな」

「……」

　蓮花は黙だまって頷く。

「いつから聞こえていたんだ？」

「……ずっと前から」

「前って？」

「魔剣祭の時から……」

「そんな前から!?」

「でも、あまりに幼い頃ころの記き憶おくだから確信は無くて……それが魔王だと感じ始めたのは、つい最近……離島での契約試験の時……」
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「そうか、なら全部分かってるんだな」

「そ、そんな事より、早く離して！」

　彼女は装そう甲こうを解き、制服のスカートの裾を引き裂いた。それを包帯代わりにしようとしているらしい。

　そんな姿を微ほほ笑えましく思いながら俺は返事をする。

「ああ、分かったよ」

　ザシュッ

　言った途端、肉を切り裂き、血が噴き出た。

「いってぇーっ!!　なんだよこれ……もっとお手軽な感じで、ぱかーっと魔界への扉が開いたりするんじゃねえのかよ……つれぇなー」

　そう、俺は素す早ばやく剣を持ち替えて、自らの腹部を貫いたのだ。

　鮮血が刀身を伝わり、だらだらとこぼれ落ちる。足あし下もとには瞬く間に血溜まりが広がってゆく。

「なっ……なんで……いや……」

　蓮花は今、目の前で起きている事が受け入れられないといった様子で茫然自失としていた。

「なんでって……蓮花のは俺がやった命なんだから勝手に無駄にすんなよ。それに……この命はもともと蓮花に救ってもらったもの。そうでなければ魔剣祭で失っていたはずなんだから……」

「それなら私だって……央真にもらった命でしょ！」

「救ってもらったのは俺の方が先だし……へへ」

「そんな理屈……」

「そもそも人を生き返らせるなんていう都合の良い事ができるはず無いんだ。魂たましいは一つしかねえし、その代償はちゃんと払わないといけない」

「……」

　蓮花は今にも泣き崩れそうな顔をしていた。

「泣くなよ……」

「お……央真ぁっ！」

　蓮花は泣きながら抱だきついてきた。

　流れ出る熱い血に混じって彼女の温ぬくもりが伝わってくる。

「あんまり引っ付くなよ……いてぇんだから……」

「ば、ばかぁっ……」

　俺は彼女の頭を片手で抱かかえ、髪かみを撫でた。

　そのままゆっくりと血溜まりに膝を突く。出血が酷くて、立っていられなかったからだ。

「そういや全然、何にも起きる気配が無いけど……俺、無駄死にだったりして？　ははっ」

　そう言うと、蓮花は本気で怒った顔を俺に向けてきた。

　瞳は赤く、頬ほおは涙なみだで濡れていた。

「冗じよう談だんだろ……本気にすんなって。それよりさ……最後だから聞いておきたいんだけど」

「そんなの聞きたくない！」

「いいから聞けって」

「……」

　蓮花は納なつ得とくいかない様子ながらも、耳を傾かたむけてくれた。

「俺は蓮花のことが好きだ」

「こ、こんな時に何を……？」

「まあそれは……前々から言ってるから分かってると思うけどさ……。でも俺はまだ……蓮花の気持ちをちゃんと聞いてないと思って……」

「えっ……？」

「好きなのか、どうかってこと……」

「……」

　沈ちん黙もくが過ぎる。

　耳に入ってくるのは激しい破砕音。

　荒ぶる魔ま神じんの魂は魔力障壁の張られた闘技場アリーナの屋根や壁を破壊し、暴走し続けている。

　外側からも無数の魔神が外壁に体当たりを繰くり返かえしていて、その度たびに建物全体が激しく揺れ動く。この場所が完全に倒壊するのも時間の問題だ。

　俺達のすぐ傍で小石ほどの破は片へんが雨のように降り注いでいる。

　そんな中、蓮花は静かに口を開く。

「……き……い」

「？」

「……きらい……嫌いよ」

　彼女は俺の体を強く抱き締めた。

「勝手に……自分だけ……こんな事をする人なんて……大嫌い！」

《……好き》

　足下に彼女の愛剣が転がっていた。

　丁度、膝の辺りが剣の一部に触ふれていた為ため、幸いこうして心の声を聞く事ができたのだ。

「嫌い、嫌い、嫌いっ！」

《好き……大好き……だから、お願い……》

　二つの正反対の叫びが俺の薄れてゆく意識に響く。

「よかった……ちゃんと答えを聞けて」

「……!?」

《ダメッ!!》

　悲痛の声が耳に残る。

　次の瞬間、背中側から冷たい風が流れてきた。

　まるで大きな風穴が体に空けられたような感覚。

　すぐに異界への扉が開いたのだと理解した。

　扉の中へと流れ込む風は、急激に勢いを増す。

　暴れ回っていた魔神の魂がその扉の中に次々に吸い込まれてゆくのが、こうして背中を向けていても感覚的に分かる。

　一瞬にして全すべてを吸い込んだ魔界への入り口は、最後に俺自身をも飲み込むようだった。

　――そうか。

　――こういう終わり方もいいものだ。

　と、理解した直後、

　視界が暗転した。




‡　‡　‡




　――約束は果たされた。

　我が配下の魔神達はソロモンの呪縛から解き放たれた。

　そして我と貴様の間にあった魂に等しき繋がりも最早、存在しない。

　全ては元の鞘に収まった。

　即ち、不ふ羈きである。

　だが、多くを束ねる王として――義を尽くさねばなるまい。

　なに、我ら幾億の刻を超えるものにとっては、居眠り程度の時間よ――







終章







　私、泉せん明みよう寺じ蓮れん花かは作業の手を休め、ふと天を仰ぎ見た。

　空はびっくりするほど青く晴れ渡っていた。

　今日は朝から気持ちの良い海風が島内に吹き込んできて、過ごしやすい一日でもある。

　そんな中、

「これ、こっちでいいの？」

「あ、うん。そこ置いといてー」

「何これ、ちょっと重すぎない？」

「そこ、壊れかけてるから気をつけてー」

　様々な生徒達の声が耳に入ってくる。

　生徒総出で片付け作業をしている最中だった。

　ここ数日間、ずっとその作業にかかりきり。

　先日、魔神が暴れ回った影えい響きようで弦げん月げつ島とうは甚大な被ひ害がいを受けていた。

　校舎は破壊され、使えなくなってしまった場所もあったり、学院外でも倒壊した建物も多く、なかなか完全復旧の目処が立っていない状態。

　生徒達も毎日駆り出され、敷地内の瓦礫撤去作業を行っている。

　当然、授業も行われず滞っている。

　しかし、再開されたところで魔神の存在が消えてしまった今、魔ま剣けん士しの存在すら危うい状況だ。

　この作業が終わった後、自分達はどうなるのだろうか？

　元の普ふ通つうの女の子に戻るのだろうか？

　誰もその事を口にしないで、黙々と目の前の作業に取り組んでいる。

　多分、みんなその事を分かっている。

　だからこそ不安で誰も触れようとはしないのだろう。

　願わくは、このまま永遠にこの作業が終わらないで欲しいとまで思ってしまう。

「はぁ……」

　一つ深呼吸して、再び作業に戻る。

　折れた木の枝や、転がっている岩などを拾っては一輪車に乗せる事を繰り返す。

　無心に。

　次に手に取ったのは校舎の外壁の一部と思われる、それほど大きくもない板切れ。

　それを拾い上げた時、ふと、視線があるものを捉とらえた。

　何の変哲も無い木製のベンチだった。

　そういえば、ここに二人で並んで座すわって話をしたこともあったなあ……と、思いに耽ふける。

　それは、そんなにも経っていない、少し前の過去。

　すると、途端に得も言われぬ悲しみが襲ってきた。

「うっ……央おう真ま……」

　気を抜けば嗚咽を漏もらしてしまう。だから、堪えるようにベンチにもたれ掛かった。

　もう、どうしようも無い事なのに、割り切れない自分がいる。

　いや、割り切りたくないのだ。

　でも、どうしたら……。

　自分の体の一部を無くしたようなこの喪失感と、どう向き合って生きればいいのか？

　大きな不安に包まれようとしていた時だった。

　いまだ指に嵌めたままだった魔束輪ゴエテイアリングが淡あわい光を見せた。

「これは……魔光子の光？」

　魔神の力が失われ、魔光子の存在も消えてなくなったはずなのに……どうして??

　すると、同じような異変が周辺でも起こっている事に気がつく。

　他の生徒達の間でもざわめきが起こっていた。

　そんな中、誰かがもしやと思い魔剣を現出させる。

「でっ、出た!?」

「えっ、私も出たよ！」

　そこら中で同様の光景が広がる。

　みんな作業の手を止めて、自分の魔剣を懐かしむように眺めていた。

「力が戻ってきたのよ！」

「また魔剣が使えるんだ！」

　辺りは一いつ斉せいに喜びで溢れ返った。

「どういうこと……??」

　もう一度、確かめるように自分の指輪を色々な角度から見てみた。

　そして、恐る恐る魔束輪ゴエテイアリングに意志を送る。

　直後、魔光子の光を伴って、慣れ親しんだ黒色の剣が手の中に現れた。

　本当に力が戻っている……でも、どうして？

　それが分からない。

　そこへ、ざくざくと芝を踏みしめる足音が自分に向かって近付いてきている事に気がついた。

　当然、その方へ振り返ると、人が立っていた。

　こちらを見ているが、逆光で姿が良く分からない。

　でも、次第に目が慣れてくると、それがこの場にいるはずの無い人物に見えてくる。

　自分より少し高めの身長。

　細いながらも引き締まった体。

　人を食ったようでありながらも、優やさしさが滲み出ている瞳ひとみ。

　信じられないという思いが沸き上がる。

　だが、それは間ま違ちがい無なく、私が良く知っている――――

「よっ」

　――――彼かれは右手を軽く挙げて、屈託無く笑った。

　何かが自分の中で解けてゆく。

　気がつけば、涙が溢あふれ出でていた。




〈了〉







あとがき







　どうも、藤ふじ谷たにです。『外道王子の魔神隷従レメゲトン』第四巻をお届けいたします。

　さて、突然ですが、ここで本編のこぼれ話的なものを一つしたいと思います。

　作中に黒鎧ステイール・六肢オブ・シンズという魔ま剣けん士しのエリート部隊が出てきますが、これは航こう空くう自じ衛えい隊たいのブルーインパルスをイメージして作ったものなんです。

　ブルーインパルスをご存じない方の為に説明すると、航空自衛隊の存在と技術の高さを多くの人に知ってもらう為、アクロバット飛行の披露を専門に行う部隊、と言ったらどこかで聞いた事があるではないかと思います。

　通常六機編へん隊たいで展てん示じ飛ひ行こうを行うブルーインパルス。『右腕のルプス』の異名を持つ美み影かげ先生は、差し詰め三番機（ライトウイング）と言ったところでしょうか？

　そんな黒鎧ステイール・六肢オブ・シンズの他のメンバーの活躍も描いてみたかったのですが、本作はこの巻で完結となります。央おう真ま達ともお別れです。

〝お別れ〟といえば今回、自分にとっても大きな〝別れ〟があります。

　それはデビュー以来、約五年間、十七冊もの本をずっと面倒見て頂いた担当さんとのお別れです。部署を移るという事で本作が担当さんと作る最後の作品になりました。

　目を瞑れば多くの思い出が蘇ります。特にデビュー作でのやり取りは今でも強く印象に残っています。それはこんな感じでした。

　担当「このヒロインがはいてるのはドロワーズとパンツどっちがいい？」

　作者「えっ!?　そ、それはもちろん……パ……」

　担当（おい、分かってるよな？　ああん？）という目。

　作者「ドッ……ドロワーズでお願いします!!」

　担当「じゃあ、それでいきましょう」

　作者（なぜ聞いたし！　自分、パンツ派だし！）

　セオリーを学んだ瞬間でした。いや……本当に。

　これからもずっと担当して頂きたかったのですが、こればかりは仕方がありません。またいつか巡り合わせがあることを信じたいです。長い間、本当にありがとうございました。

　謝しや辞じです。井いの上うえ巧たくみ様。最後まで美び麗れいなイラストをありがとうございました。

　編集部の皆様、本巻でお世話になった全ての方々に御礼申し上げます。

　そして最後に、ここまでお付き合い頂いた読者様へ最大限の感謝を――。
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

藤谷ある先生／井上巧先生
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